


















































































































■■■■■■D　●■●命■D，’、、　・，　　．　　　　　1　　t’’●｛Ilrrt＝9i　’fi：　；’vn，1ヒニ・一一．’》多フー一’｝liLlliir：’f・llva1：目一一〆　　lt丞7ar　，・’”‘黙，　　　　　T“，砥一磁，一〜’lf　輪”・−z／7〆＿　　　　　　　　　　　，Ptざ．筆91i’1　　’l　　　　　　　　　　　　　　　lし’：llT1、川ll°　　．1’幅z．1t．！rラ／　‘一f”−PtN・1号／／／／Vo　I．27　19S3　　　4　’イ磯は東京電ノコ株式フ、社鶴見発電所に納ぺいたしました・・’一’・’ントV−・し汽罐通風機でありますにも非常に効力を節山上ます．長ノξb〜　　　ヘ　　　　　ヨ　　ぽ　〆�d　　　桓一一vメε　．、　　　り‘‘‘え・　　　　　鷺，　　　　　　　　　：了締・一般的な特長1．効率が高い．　　静圧効率て791）6近くある．2．耐蝕性，耐摩耗性か大きい．　　扇］レ：には特殊鋼板を使用している．　　誘引通風機の扇中：は特殊な構造になつている．3．優秀なベーコントu−・レ装置を備えている．　　a．制御効率が非常に優秀である．　　b．風量制御作用が迅速にLi；動し，汽嬬の自動　　　　燃焼装置の性能を100％に発揮できる．　　c．構造が簡単で，故障なく，作動が確実であ　　　　　る，1．強圧通風機　　風　　量　　風　　圧　　1司転数　　電動機　　風埴制御2．　　元秀弓1通屈（‡幾　　風　　量　　風　　圧　　同転数　　カス温度　　電動機　　風llll制御1800mびmin250nlm　　水右i≡970728rpm　2段速度13065kW　1000750　rpln　2段速度ベーンコントU一ル方式3300MJ3　nli11250mm　水柱735r’588　rpm　2段速度200℃260150kW　750600　rpmべ一ンコントU−・し方式’］　　　　表紙説明表紙のペン画は真鶴町漁業協同組合納入AA型高速多気筒アンモニヤ冷凍機でありますが，従来この種冷凍機が3eO〜40｛〕回llのものてありました処、本機の完成によ）製氷，冷凍，冷蔵等大型装置あるいは各槌｝［温恒湿装置等，多くの分野において冷凍幾の新しい方向をトする草Jのとして新機軸を開いた＃ユのであります．本機cMA−436；j4）は6気筒，8（，O〜100〔1回転，　Stiti．人40冷東屯の能力を有し，小型の綱に高性fiEで自動B転ができる特長を有しております．なおxlA型には4〜8　k（筒の3種類があります．昭和28年第27巻第4号目次よ三髪電榔賦禽而t斥　　社東京都千代lll区丸の内（東京ビ，L　）　　　（電）　即田倉（20）代表1631・2331rli　究　所　兵庫県尼ク．崎市南清7xP戸製作所神戸市兵庫区和田崎町tl占弄（婁呈作所・名　tif屋市　東　区　矢　川　川1’Jy丹製作所兵庫県尼ケ崎市南清水乏崎製作所長崎市平戸小屋町こ船工場帥奈川県鎌倉市大船’｛：川谷工場東京都世田谷区池尻町ls山工場福品県郡山市字境橋町亘山工場福山rli沖聖∫上川Y5路工場兵庫県姫路iti千代田田∫ll歌山工場　和　歌　山　市　岡　Il｛】’・1津川工場岐阜県中津市駒場安森6岡工場福岡市今宿青木L幌修理工場札幌市北二条東ユ2（阪営業所大阪市北区堂島北町8番地1　　　　　　（電）　福葺5　（45）　5251　9〜占屋営業所名古屋市中区広小路通　　　　　（電）本局（23）6231−5引岡営業所祠岡市天神町（三菱ビ，け　　　　　　（a：’tLa）　1旦　（2）　5821　　5825L幌営業所札幌市南…条西5の14　　　　　　（電）　（2）　3378・39．　11［｜台事務所仙台市東一・番丁63　　　　　　（　’tE）　Wll台　2573●8（戊57藪　［il事務Jりf　富　　【｜1　了｝∫　安　f主　IliJ’23　σ）　2　　　　　　（電）　’t’aL’lIl　4692・5273こ島事務所　広島市袋町1（り］治生命ビ・川　　　　　　（’IE）　r｝1　1069・4824放電管を使用するイグナイト1・ン変換器の点弧回路　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（故）浜田ABFM形多段式電中：制御装置’V．H．F．無線機TS型タイムスイッチ・賢・’ド塚　篤・・2松田新市・8岡谷屯雄・15’高見　滋tt21（］23　’）　153−12イグナイト口621。314．653　：621．316．776．5研究所（故）浜田　ネ賢・平塚　ホホ篤Ignitor　CirCuitS　Of　IgnitrOn　COnverterSusing　Discharge　TubesMasaru　Hamada，　Atsushi　HiratsukaEngineering　Laboratory　　Analytical　studies　were　made　and　the　merits　and　demerits　were　compared　on　charac．te「i・tics　reg・・di・g　th・ee　ki・d・・f“ig・it・・circ・it・・f　ig・it・・…n・erter・・i・g。di・ch。，g。t・b・・”th・g・id・f　whi・h　is　released・t・p・・per　tim・，・fter　c・nd・n・ers。，e　ch。，g。dfrom　A−C　source　through　reactors　or　rectifiers，　to　discharge　and　supply　current　to　aload，　the　ignitor　of　the　ignitron．　　Of　three　ki・d・・f　ig・it・r　ci・cuit・，　tw・・f　th・m　are　rea・t・・ch・・gi・g・ircuit、；。neof　them　being　one　cycle　charging　and　the　other　a　half　cycle　charging，　and　the　rest　is・・ectifi・・ch・・gi・g・i・cuit・tw・・f　th・m　b・i・g・1・e・dy　in　a　p・a・ti・al・・e．　This　rep。，tis　believed　to　be　of　service　to　the　design　of　ignitor　circuits　of　tl〕ese　kinds．L　ま　え　が　き　放電管を使用するイグナイトUン変換器の点弧回路としては，H・C・Myers，　J．　H．　Cox氏等u）により5種類の回路が提示されているが，ここに報告する回路はそのうちの1種およびそれに示されていない2種類の回路についてである．　すなわち交流電源からイングスタンスまたは整流器を通して静電蓄電器を充電し，適当な位相で放電管の格子を開放し，蓄電器の放電電流を負荷に与える回路について報告する．これら3種の回路については，G．　N．　GIa−soe，　J．　V．　Lebacqz氏の著書（1）に解析の結果が記載されているが，これに対して本文は多くの拡張を行つたものである．　なお本文に述べる2種の回路はすでに実用されているものである．2　（124）＊　＊＊　電気第一研究室　　　　　　Aリア�nト1し克電堅回路　ノ．ノ　（∂川伐イOIL兎電回路　　　　　　δ整流器克電型已路yl　　　　　　　　　　　1　，、　　　　　　　　　　　1　　1　1〔嚇吻θ｝　　　1図　放電管を使川する点弧回路F三g．1．　Ignition　circuits　using　discharge　tube．　　A．Reactor　charging　circuits．　　　（a）　　one　cyCle　charging　CirCuits．　　　（b）　half　cycle　charging　circuits．　　B．　Rectifier　charging　circuits．三・菱電機・Vo1．27，　No．4・1953？，リアクトル充電回路の基礎式　．こ1．二1］　jr　tt　tlト’1’充竃ll11路とは，1図（a）（b）の1．うに交流電源からfン’iクtlン＜Lを通して蓄電器Cを充1£する回路の呼称て，（a）は放電管γの格i”の1リfツノし毎の「剤放によりCの電荷も1リイクノし「｝1位で充放屯されるから，これをい｝イソ・し充電回路といい，（b）図では逆並列の2il占1の放電管V，，万はそ力ぞ力逆の半り　f　t／・し中に十’3」’一カミ1用litされ，　Cは各半刃　イ　ケ・し11｜に充放電寸るからこれを半．日’イクノし充電【口1路という．負荷1則端1”は1白：接または結合変圧器を介Lて負f・1∫（点弧jt）に紀は］｜る．図においてRはfンrl’・：仁タ．い」．ひ変｜1：器の内部抵抗である．　ア．蓄電器の放電　実際の点弧川路は1図の負荷とLて直接鵬�d、弧itが結はかまたは紬合変］［｛kl“を介して点弧」：に結ばれこの変圧器によつて川路とイグナイトuンか絶縁され，または点弧1’・に与えれらる電圧が昇圧または降圧される．Lたがつて点弧回路の負荷の等価回路は　’般には糸【k　〈k変圧器の漏洩リァク’1ンス，内部容箭および点弧j’・　tcより表わされる．励磁インピーダンスと内部容1辻が閑却し得る場合は，負荷はリアケtxンスと点弧壬抵抗の直列回路となるか，寸、つとも簡単な場合として，負荷として点弧jtを代表する純抵抗1・’，，を杉えた式を誘導する．　ただしここに点弧i”を純抵抗Ri・て表わしたが，実際は点弧‘電流により，輝点が形成さカるまではほぼ一・定抵抗を保つか，輝点か形成されて点弧川：部から陰拘｛に向けて電弧が発生すると，負荷はすなわち電弧電圧となり、　七記の如く抵抗R。では代置し得ないが，本文てltこのことも杉慮に人れず，単に負荷としてR、、を杉えることとする．このような仮定を設けても，実際は結果において不都合を生じないのは要はCの放電電流の幅が狭け身1ば本文の解析が適用できるからてある．　1図　（a）tたは（b）において回路に　　　‘1．一万．si11（ωtlφ）・　　…　　　　（2・Dなる竜川：を印1川L，　放電管の格J’・を解放する位相φに」川るcの電圧の棚η匝をEl・，　Lの電流の初1導値をL，，放電管の屯圧降ドをE，，とし，Lまたは変圧器θ）抵抗を表わ寸Rを簡単のため省略して川路リ程式を解けば，結果を単純化して次の近似∫Vを得る．・一ξ｝二1・・sφ・・s（…φ・・1・・い一｝、1�jE・、．一・II…R・1，，bF　：a“’1，一ξ1コ…φ一c・s（・，・・φ・・んt・，一（1’；．iただ1．　　1　　　↓Ejt．一呪『・R，1“）e　「nパreiiE。．−R．いξ｝「t・1・1｛，t　’，　R“lv　　　　　　　1’f・‘＝2人�jC（2．　2）‘吊E管を使用］るイ：・，一∫トれン変換器の点弧回路・洪目いユド塚i、，＝｛｝　‘じノよる川ナ1昌17，・／1　．1二　111は　（2．2）　Jk」、り　　　（IC，ドー∫てi，．−R，Ill，＞E・．’n’nrl＝　　　li，i；i．・’i”1・・sφ．−c・s（・・’剛一R，，．L）（・・3）　ニォ！を（2．2）式の蓄電2糾6」”電圧v，・の式に代ぺ抄1は，放電電流の巾が狭：，／1≡oと杉元．得る塒　　　　　　　，・，ct1）　：−Lノゴ，，　　　　　　　　　　　　　　　　で2・4）　イ．蓄電器の充電／1以徽電管は碗導1聴とノズバCはLを迎ご充電趨1るから，この充竃電流liにっいご微分ノ∫程式を禽け14　　　　　　　　　　　　1　−c　　　　　　（2．5）Llh　・Rピ1‘．’’”t　”｛’　｛CD　／二／1においこ，1．記の如：パrl）、百・’・↓＝i（t1）tあるから菅野氏の記りを川いご　　　・（の．6戸醐つ・ψ）’一・川　・（・・6・　（2．　6）式を川いて（2．5）∫Vに菅野氏の〃−P変換を施せば　　　・一恥。，ξ）守い・i（tT）一司（2・・）ただL　ri’＝R2L，γ＝v’βLバ，β一・1∵ムC・（2．8）　ここにRはLおよひ電源変1｛1器の巻線抵抗て小値なる故ッは実数て，tl→なわち臼よ振動的な場合のみll’t扱う．（2の式に公式を釧仁こ細川蜘痴隅酋程を省略Lて）次式を得る・　　　ωL∫二　　　　1　　　　「sill（η・’＋φ一一μ）　　　E．，　　、’Jt．t（1−一んり2・　　　　一ε．．n・t．1・i・（φ・−IL）・・）Sβ’」ん…（φ　　　　一・）・…堪留1・．・n・t・・sβ・　　　　．ノぼ一「tt’・inβ》．．　　　　＿（2．9）E，，、　　h　　　〃�d　　1・’！　　　c。sピ．，／・φノL’）　　　　　　　　（1−ki：ドいi‘；，u　、　　　　　　」L’・　　　　∋・・S・φ一1・・）・・S・：・・t；・…φ　　　　　・）…β・1い雲炉’si・β・　　　　・畜：：F・・c・sβ・　　　　・川たた�J・・ニーiil・ls，，．　li・一・パ…一，い　　　　　　　　　　．」θ　　　　　　　　　　　　、β1＝んθとなるから，i，ど’・・　rの／二θ　と・彗｛｝ii　〆ピ》L　2は」を’・ノX・一？とするゐおよひθ（ノ）函数となる．　（2．2浪，（2．9武，（2．10）式が1’・’川・・し充〜琶回路の基礎式てある．なか以ド，本文においては電圧・電流゜ノ」率・能率讐は無名数をゴビ・て・般的に求めて図示さカr［いる．3，点弧回路の出力電圧　負荷が抵抗こあるかジ、放電管の格ゴ・を日｛敬するli三揃の〔125）3一ノーJ了∂）ノサfノ川兄電回路L：　　　　　　　「φ．ti＼ξfft！）M　twtしφ．「−一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・；：1‘／川い，イノリi兄電回路‘＝i，，s　A＝e．．1φ．．13fi’　　．tlc　　　2図　　リプクレ1充電回路しノノ電流電圧波形Fig・2　Voltuge　and　curre　nt、、’ave　fc，rmイ〕｛rFフ｜ct‘：｝r　　　　　eharging　cireuit．　　　　　　　　　・　（a）　one　cyde　charging　cil’cuit．lb）half・ycle　cha・ging　ci・・uit．Z万・の値はすなわち回路の出ノ」電圧の尖頭値である．点弧回路が定常状態にあればLの電流iは蓄電器の放電の際，1サイク・レ充電川路にあつてはその初期値万，に，半サイクノし充電回路にあつて（t　．−f，1に戻らなけhぱ’ならぬ．かかるL，を決定して同路の川ノ戊竃圧が求められる．　　またこ（1）　Iu　をHjい，itは（2．9）（2．1↓め式：Lり　↓，　v，．ぴノ波形が2図の如く求められる．1・＝oとなるφをφ・と効ぱ：，φ昧る触は後述の如く点り卿路の使用条f初・腰な縦｜い・となる．（3図）　2図，（a）・（b）はll・lfク・しおよび半リ．イ…し充電回路のリアクト・し電流i，蓄琶器晒V，、の波励、�戟F値を示す・図において1　−J．イク・し回路ではt＝τ＝2π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イけまた半サイク・L回路ではt＝7「＝・πにかけるv，．が川路　　　　　　　　　　　　　　　　（t，の出力電圧Enである．4・点弧回路の最大出力電圧　両回路が最人出力電圧を川し得る条件は1リfク・し充1馴路では…（φ一μ）一一1，’11・り・fク・・充電｜。1路一C“｛、icos（φ一μ）＝1であり，」＝0なる場r↑，1．ll・イク・し充罐躍：］�l隠三隠ぷ�l一方cの放電直後，放竃管ぴ）陽極に加わ碗圧ドナーなわちCのIWI｛の極性を見るとs，li（篇い・（蹴．1，一…爵　・・．いであつて�M…，，・・”・な・・き（�g’L∴…なり，Cの旋電直後放屯管の陽極は正となり，（2，2）式のt・の式で見るようにCの5文竃電流に引続き電源（Ullから電流が流れ込み，　・般に1日1路の川力竃圧は拷るしく小さくなる．　したがつて1．リ・fク・し充電回路に対してはL，：〈　OT4↓126♪ぽ36n却z翻2狙勲シ1〃聞de↓δ〕’サイワル克電回路太冥線△＝〃太真線△・〃杉細冥線ノ8卿（△・o／）乞．’−ノ8〃、（a・o∫）便用可能範囲吻〈o一　一一一1，プフー〜／〃％　，「一一←　bニ9熾一一一一）ゼ．　’　　　　　／　』一一一一一＿＿　ク一一’／ti／二　：／・r一一一一一一一〜＿＿尭一一一＝一一’乏／／』　　，ノ「i，　／iYき〃�eジ、、、、、、Oク　　fi，ラ　　〃　　　ノS　　r70　　，？．5　　．）n　　．↑5　　10　　　　　　　．一‘；．グん　　　（b）峯サ1クル．免電回路359．12§28s一一≡∨−w“、←一’≡噌　一＿＿＿／／／　／　　2．　　　　　　　　／　　　　てク一　一一一一，，一一使用可能範啓，，、獅呼　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．一γプτ一］　　　　　　r　　　　　　　　　　°　ノ　　r、　メ　f　　　　　　：／2tg一一一一一’一一一　一−一一一一3fig’・　A’ζ：…“・二　」／　　　　　　　　　　　／　一一　一一2凹ろ，」’、F．瓢φ〃一一一←一一−．一「＾−P−　．一一〜r．＿．．＿＿＿＿二≧．、、．．一一．一．，賄嚢ぺ手．緯ムニ〃11〃細　・3肺，」6fi↓jtl．　il　t∧　・fl　l）閲v「7−〕｛ぺ今縛A一βゴ　’〃F　　　〆el1．a2．6se‘〃　　　　　　　　　　　　一ψ＝μ・∂　3図　充電’・流初期値んか零となる放電管点弧位相φ〔，Fig・：｛・Ig・iti・・ph・se　angl・φ。・f　di・cha・g・1。b・，　wh。，e・tarti・9・alue・f・ha・gi・g　cu・r・nt　i・・e・d善5tfi｝ノザイノ川し完電回路�n4・苦1�d1e　　．！　　乃　　ノfit’、フ、喜｝115　　　　3魯　　　　2s　　　　．｝6　　　　．　sE．　　　　4　c一　《＝　込／；dかIL叶1「01［克電回路1’c　　　　　　　　　　　｝r」　　　　　　　　　　ic　　　　　　　　　　．IE−一一一＿＿一一一Hgln　　　　　　　　　　　　−一’t＿u，：　　　　　4図　り”ト・し充電回路の最：ノく出力電圧　　　　　　△一｛Ll太実線　負荷時最大出力電圧　　　　　　　　　細実線　　無負荷時≡最大μ〃」電圧Fig・↓The　maxillluln・utput・・lt・g・・f・eact・・ch・rgi・9　ci・・。it三菱電機・VoL　27　No．4・1953　　ノセMぷi似　fi　7　　　fi∫ザイ’］叫．克竜回路△・gl5．リアクトル電流の直流分0　　〃5　ノ〃　15　7P　25　ノ〃　35　躍　　　　　一k・％　　5図　リア’rト・し電流の平均値1，t、Fig．5　　Nlean　value　Of　reaet《）r　CUrrent：1．，よぴ、さ∫言‘t　　　　6図　変圧器’次電流実効値∬t’ttFig．6．　Primary　current　of　trallsformer　in　effectlve　　　value：1。，s1ミ：’］“｝．‘グ　1＞t1’川口畜回路ノ、ざ　　　《1　−Ki／　　口　　一一一　s　・　B．・thミ。．、fi�_14“b）4’　＋iイリ｜［R富回据　　ハ　　aβ　　fi　J「　　1η　　　　　　　　　　　−一一Z．βωFig，7．7図　1戸・’：Jいし電流実効値んReactor　current　in　effectivc　value；1，1なわちφ≧φ，1なるφが点弧回路の使用範囲て，5図（a），（b）にハッチを施した領域がそれぞれ上述の点弧回路使用可能範囲を示す・　以上の判定万法，すなわち3図により両回路の最人出JJ電圧を求めると4図を得る．　4図　（a），（b）はそれぞれ1．り・イク’し充電Iltl路，半・リ’f　・・　．・・　Ad電回路躍畑鵬・・三（£）一を計算に・・求めたものて，太い実線がその曲線である．　太い点線は放電管に電源側から電流が流れ込む3図の使li］　｛〈　rTJ能領域に属し，実現不可能のものである．　細線は無負荷，すなわち放電管の格J’一が放電・e流を抑えている場合の雌鮒・瓜�株@・紺る�eめる．　1図　（a）のインダク’xンスLの砲流｛、／直流分を含むから，鉄心インダクタしスを使用するためにはこの値を知らねばならぬ．半日イケ・し充電回路でltLの直流分は存在Lない．・一順る齢・闘ピ‘鷲い澗こ・つて求めると5図の如くなる．6，リアクトル電流の実効値　D川ク’し充竃回路ては6il述の如くIDつト’し｝包流に直流分∫，，t，が含まれているから，リノ’クトt｛毒流の交流フナ　Lia　iよ　1、・a＝二、’fl，　コー∫，，芦　　と　し．て；i〈・vノらオi、　こjt　1．　iこ電i｜東変圧器（1図ア）の巻線比を乗tlて変［ll器の　・次電流か求めらカる．　7図　（a）か」こひ6図は1＋｝一イク・し充屯回路σ）リ〆川一し電流かよび変圧器’次竃流の実効値み，ノt，ffを計算により求めたものて．7図（b）は同様に半サイクノし充電回路の1，、を計算により求めたものである．ただし1．ttt．＿　、　　　　　，　　T、　　　　i‘：｝ll図においてE＝　　　　　　　　　てある．　　　　　　　N’271力率および能率　電源変圧器τ｛1図）のき線☆を1と1川．L　1｜｝fJt・し充電回路の変圧器・次竃流実効値は前述O）・llF1くん・＝　Vle：　一　1．，，L’とLて求ゾノら］1，ノ」率P．　F．は電源屯｝」1実洲を・・芦・す枇　　　四�_L｛貼・；⇒　　　・7’1）　’ドリf〃・し充屯回路では　　…1，・・一払R翻姻日　　　・7・2・として求められる．8図（a），（b）ほ，（7．1＞（7．2）∫Vから求めた力率を示す．18ns．・・肺1　　，ヘロ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　’ied　／fi．zlノ　，7ht（∂川＋｝．でηJL免電回路＾、、、＼−L　．91　　　　　、△−1放屯管を使用ナるfグナfいり変換器の点弧回路・浜Hl・　・i’：塚ノβ，7θ　　　　’1；ソ　Plss　　　i9　　　　！s　　　》e　　　こ1，　　　　6　　　　→£・．九　　　（ρ1土サイOlし亮電回路　　、1・　　ti　fi〃5　　1．o　　i5　　、］fi　　25　　　　　−s一妬JO　　j．．s　　de　　　　8図　‘‥’川・充電川路の力率ノ’ノ・：Fig．　S．　　Poxvtr］・ねdけr　‘）l　rcaclor　uharging　cir〔：uiい　1’・F・日．　Z7　．）51’J’　・ft・　．・L充宙回路こ川nl路の能率・バ」　　　　　　　　　　　1：f∫（）ESk　　　　　　2り＝R1好CE茜ガn　1”（7・3）IJ：il　fンノし充電回路’ては　　　　　ノCE’，，”　　リ＝一」？万2十一fCE，L，　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　（7・4）9図（P），（b）は能率，ノをti　JCから求めた結果を、J沽．8・整流器充電型点弧回路　1図（B）は交流電圧を牌流29R，，・を通し・1　cを充電するノノ式で，充電�c流〆が角度ei，ごθにな川1尺，は電流の逆流を阻止するからそれ以後Cの竃川v，はθ。における電圧」E・‘を保ち，適当なW帽て放電管の格itを開くと旋電々流が負荷（点弧1’・）に流れる．ア．　出　力　電　圧　負f苛力：」坂わt　R．　cり場r↑，　才？よσここAtと　f　ン　タ　ク　タ　ン　スム、が直列につながれてCがR，），L，1を通して非振動的または限界放電を行い，屯i弱｛違圧が負の川にCの屯圧がθになる場合充竃�c流iの徴分ノ∫程式は1ぞパーとヂ・・」’−E、“・・n・・1　・　（川　これを／＝Oにおいて，V，＝Oなる初則条f’1：（解けは　　。6瓦一、1�j：1　’1…（・…）一…〃・川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8．2）　　£−」�j、1・�M・…．・・）・・θ∋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8．3）ただ…一・R，　t・1声Lθ一・・〆Mリァ・ト・し充電回路の］附を減する変数k｝．；／ゴで（1｝あつたが，整流器充電回路ではヒ記のようにん二ωCRとなる．　t・＝’−Oなるとさ　θ＝θけ，1，，・二万”と’tると，E｝が川力電　／”　　　　｛d1／け↓「月1〒ど電「司路げ、肪｝：ゾ、．∬liiJfi、t：“　　’　　・、　∴1　　・　　．’　i’・　ノ　　　　一f�d1　いいr川言回芯li　fl−　；c　、�_　；［　　　　　　　　−−f．ん　　　9図　‘川”ll・充tll�_9．　9．　　E臼iciel1C｝・　（⊃f　reaet（ハ6c128）t�d　　　iF　　川　　　・4／．．：】1路し撒）能Lt・Llηcharging　circui．t．η　　　　　　　　ミ皐　　　　　　　　ぺ10図整流器充電　で∵　lill路の充笥：々流　終了角度e”、　及　ぴ出力電圧」・ヒ　　s　i　l　〕　　θ｛　1　　｛　　　＝　　Er　］　　　万，，，　　｝Fig．　IO，　　　Pllase乏mgle　and　t）utput、o｜tage　ratil）　（）「rect．itierchargingciT’CUit　三11“r｝ilehch，trglng　eurrent＞ktl）ps，11図　充電’・流の　実効値万，　二れ　の交流分L’qお　よひ平均値　∫，ハ　（整流器充電1川　路）Fig．11．　EffectivevalueぱJ　aTter−llating　Currentc《・mPonentぱ，，）nnd　Tllean　Valueげ“ル・frecti丘ercharging　Current・：、1‘繍t，t“”ze　・seミ＼ミv5　f，01．z刊〃91〃tl　／，　iO’E・e，）cn＿ge　ごやl　　一E−za・L’P　i；o　　　”tl’コ当悪／？E／”　　12図　整流器充電lrli路の充電電流　13田　整流器充電回路〔『けj率　最大値1川1へとその位‡目角el　　　ノ”　F．　A・よひ能率ηFig・12・Mそtximum　value｛1川ll、｝，　Fig．13．　Power　factorげ�dE）　and　Ph・・se　angl・1θ）・f・ec．　and・fH・iency（η）・f　re。．　tifi・・Ch・rgin9・Urr・nし　　　　tifi…　h・・gi・g・i・CUit．　圧てあつこ，々＝O−一1．Oに気川，θ，，を数値的に求めた結f・・f，ll，一・一なわ・…e，，　！・・　1・図・こ示す．　イ．充電々流の実効値・平均値・尖頭値および回路の　　　力率・能率　　充電回路の設計にあたり，電源変圧器・整流器（乾式　　　　　　　　　　　　：菱TE機・V‘｝1．27　No．4　・1953第1表　リγント・【充電li］1路（パニo．1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1サfク・し充電回路1半”iイクル充電回路　1　＿一一．一一　　一一一一一　一　　　　　　寿＝0．9（1ヨら’」F−m）〕n】、＼　　　　3．2−　　一　　　一1　ノ」　　　　率　　　　　　（，．94能　　　率　　　　r）．39k＝1．43．20．8（）．84k＝0．852．17−　　　−lo．89｛｝、57え＝2．12．420．88o．9】整流器・熱陰極整流器・放電省；）等に対Lて充電々流実効値・’ド均値・尖頭1直を知る必要がある故”二〇、1．Oに対し計算した11図と12図を示す．また力率および能率を虎の函数として計算した結果目13図の如くなる．9、3種の点弧回路の比較　ア．　出力電圧，力率，能率・1臓・・（E，Er，’）一、をユヒ輌飾・・と・…1・，4図，1・図のうち整流器充電回路が問題なく劣る．次・こ4図（・），（・）・…いて（£）＿が最・二・耐示すkに対Lノ」率・能率を表示すれば1表の如くなる．　1表から三つの特性が一様に勝オtている卍リイク・t充電のk＝1．4なる回路が最も有利のように見られる．しかし次のvqつの蜘・・つて（ξ1）＿は小であ酬・tナイク・し充電回路の〃＝2．1なる選択が最も有利である．すなわち，（1）1・けイ’1・し充電ln｜路a）h＝L4に才♪けるヒ表の値は，φ二φりすなわち五二〇におけるもので回路は動作不安定であるからφをthtpより小にとれば川ノ」屯圧は飛躍的に激減する．こiLに反L半りfク・し充電回路のk＝Z1にオ亘いてはφ二2π斗μ，1”．　Oてあるから回路の動作は安定である．（2）　半一｝｝一イク・し充電ln｜路は1簡のLとC，2箇の放電管を用いて180v位相の呈《る2簡の点弧rを起動することができ，］−IJイクノし充電回路に比し，設bca一費と空間の節約になる．（3）半サfク・し充電1咄各てはリァク1・ノしが【鰯〔励磁を受けないからリアクトルが楽になる．（4）IIJイクJt充電回路と’1フ・＋iイク・し充竃回路とを北較すると，点弧1：についてE1，と　Cが定まるレLr前K一はリアクトルがノ〈きなものになる．　イ．イグナイトロンの出力制御　リアクト’し充電回路では電源電圧に対し，放電管の最良の格j”制御角は定つているのに対し，整流器充電回路ではθ　、φ＝27rなる格1’制御角φにJi）いて川JJ電1　1は不変てある．したがつて点弧1∀）点弧位相」舅整によつてイグナイトvンの出力を制御する場合，小範囲ならリアク1・　，し充電回路でもφを変えてよいが，100％からou6まで川力をドげるなどの広範囲な制御を行う場合1こは刷こ放屯管の格儲ll御のみで足り，かつ迅速飼樽整回路を構成しやすい整流器充電回路が有利である．　ウ．電源周波数の変動の影響　kを1表の値のように選んだ場合，電源周波数の変動によつて出力電圧の低ドする程度は，4図（a），（b）から判る．ただL1−1｝仁’・し充電回路の々＝1．4の場合，iP＝116uに調整するから，周波数がヒつてφ“が尺となり，φ・一／C　thuとなると川川よ激減する．1表i｝叱記以外のkにおいては，φ二π＋μまたはφ＝μに選ぶからかかる考慮は不必要てある．　・ノ∫整流器充電回路では周波数の変動による出力の変化はり一ブ〃1・　・t充電回路程苫るし（ないことほ10図から判る．10，む　す　ひ　以ヒの報告において方セ電管を使用する3種の点弧回路，すなわち2種のilアクト・し充電回路および整流器充電川路の解析を行つて，G．　N　GIasoe，　J・V・Lebacqz氏（2）の所論に多くの拡張を行い，回路特性を明かにして各回路の優劣を比較したが，点弧」t’の位相制御によるイグナイt1・ンの川力制征1がイく必要または小範囲a）場佃よ半｝1イク・し充電のk−2．1なる回路が最も有利であるが・lWJ制御の程度力：広範囲で迅速を要する場合はtJ率・能率が余り良くはなくとも整流器充電1μi路の戊∫が取扱いやすい．　なおこの解析に；1り，この種点弧回路の、，1↓計ノ∫到が明かにされた．　最後にご教示と激励を頂いた横須賀｜王寿技師，数式の取扱い（とくに2。1節）についてご教示を頂いた菅野［E雄技師およびリアクト’レ充電川路の数値ril◆算に協JJして頂いた当所，阿部久康技師に深く感謝一▲一る．参　考　丈　献口）　H、C．　Myels；」．｝｛．　C〔｝x．　Exeit：ttiun　Circuits・　tOI’　　　　Igni【r〔）n　　Rectifires，　　E．　E．’Vr．　　V‘）L　　60　　｛）cL　　1941・　　P・　　　　943〜948．（2）　」，N．　Glasoe；」，V．　LebaCqz：Pu］se（｝elle，1：“toc．　　　Mc　Graw−Hill　Bo〈）k　C（）．1948，　P．38｛｝．（3▲　浜田　賢、阿部久康；格r一付：重早型水銀整流器の：相　　　　失｛瓜現象，　　　三萎≡荏1：機，　4膓　25　t≡，　第　7　号，　11　月・放竃管存使用するfク’f卜Fl　；・変換器の点弧回路・浜H−rt家（129．　｝’53　13621．337．45伊丹製作所松　田　新　市÷くType　ABFM　Multi−Step　Electric　Car　　　　　　　　Controlling　DevicesShil｝ichi　MATSUDAh．anti　、〜「Ol・ks　　lncr’easing　the　speed〔｝f　electric　cars，　yet　with　safety　and　eco1｜omy　is　a　missi《）ncharged　up‘川　the　electric　equipmellt　of　c三irs．　hn　order　to　nleet　this　requirement　acontrolling　of　novel　design　to　use　b〈）th　electric　and　air　brake　by　mealls　of　multi　stepcontrol　valve　operatioll　using　24　steps　has　been　completed．　With　respect　to　this　de、・ice【he　fしMCtiOll　of　eacll　machine　at　starting　alld　acceleratioll，　the　experimental　results，｛ハperatlon　systenl　ill　l　he　case　（♪f　joillt　use　（」f　electric　brake　and　air　brake　and　its　testI・esults　are　inい’uduced　herein．　　Further，　this　device　is　to　streiigthen　the　protectiveequipment　ttnd　enl’iance　the　illter’1’u））tillg　capacity，　which　is　intr《）duced　in　this　article　aswell，L　ま　え　が　き　屯申：をさらに速く乗心地kく安全で経済的にするために制御装置とLて要求される点はつぎの諸点である．／／・　体　．．・　”ノ　真G、・nc［“｜、1U・、s．8（　1　：So　．i　’　｛・：u割’‘｝技1帖｛川．．a．b，c，d．e．f．9．h．i．弔：提の軽減起動時の衝撃減少加速時の牽引力の変fヒの減少1：．：」　力nj虫」匡高減速度電気制動の常川故障電流に対する保‘i貨装置の強化運転のノしキシピリ・∫・一保守点検の容易　今回新設1目‘の制御装｛置はヒ記条件を満足するよう検討計画したもので24ステッゾの多段式としたこと，ならびに操作弁の操作により電気空又〔両制動を併用｛制御する等，従来と異なる新機軸を織込んでいる．すでに名Ilr屋鉄道へ10両，さらに最近西日本鉄道へ4両納人して優秀な成績を納めることができた．なお性能については運輸省技術研究所の’r：で名占屋鉄道現｝P試験により都召密な調査が行われ，Rl’ili：なデータが得られたので以ドに本装置の特長と動作の概要につき説明する．　　　　　　　　　　　三菱宙機・V‘⊃L27　No．4・19．　5：1正fn　iie加速度吻or／％　　｛1　　＿＿4；　　11　　　．一　！　ト　　　　　．　　　　　11　　　　　　　，ge5　　　　　　　　　　1fi　　　　　　　　｜．5　　　　　　　　　20　　　　　　　　　25　　　　　　　　　3fior　　　　Ofb　　　l　sθo、195IQ5、｝｝fi　1彗9・、｝tl　S　k壇rp　L：蔓盲3フi．．コ・2．ア当竺1＿−r⇒1．．jfi牽弓ln　i’a笈化％〃pr�_9．’フうフ呈寸霞．土・］遠きi‘≒］1．i1老　　き立；：已　ls．‘ff8　atEn　　’FE7t・t弩，ft，li、．．．「5�c合」2ノ紗・／肪25｝s這η、c5　【互二旦」　　　1o−o9tpガ．．ボ廓．i．〒5η芋．TLtil　．．ゴ　．．t：�d；、�_：，下は1IiiJ竺；1も：ilf彊輪．　　　2図（a）　主回路ツ　ナ寸．Fig．2．（a）　Connectic）n　of　iu【lin　circuit．へ／gt　　　　／s　　　　　！6「　　フテ・りう敬tSJU1　図　　　ス　）　ソワ．数と7＊三り1力ぴ）変イヒ．｝♪よこ；：　”tL　Y＿，Jh9速度曲線　　牽引力の変化は平均牽引力に対すろ変化．：”表わ］　　平均加速度は定格電流の｛直を　1〔N）．Ud　とするFig，1．　Curves　sh《、wing　changp　of　traeti’vo　f〈：，rc《綿　　　　　w▲th　step　nUmberg　and　av〈・rag・・　　　　　　　　　acce｜eration　speed，2，起動および加速　限流1’1動1川速り≧剃、ン：スイッチ方式でわずかに100Wの操作電動機FCよつて1・．’．7ム形順序開閉器を進めて起’動する．　ア．ステップ数　起動時の衝撃減少，加速時の牽引力の変化の減少ならびに高加速度起動をするには，どうしてもステップ数を増加しなければならないが，ステップ数の増加には・定の限度がある．ド屯動機の尖頭電流を一定にし．た場合におけるステップ間の牽引ノ」の変化と’ド均加速度の関係を表わしたのが1図で’ある．　これによれば18〜20ステヅノよりステップ数を増加してメ，ステップ数の増加の割合に効果は表われない．ステップ数を増加することは接触器を増すことになり車：量の増加保守点検の複篇［を．伴い効果が相殺さ才しるσ）で18ステッソ．程度が適当と思わ才Lる．　これに起動時の牽りIJ）を抑えるための拾ステヅノ才♪．よび抵抗が理想的にとれ．ない」易合を杉え，　さらに弱め界磁も2ステッゾ程度が必要となろので　　　　直　　　列　　　12’　　　　並　　列　　10・合、1卜　24ス」’ッゾとした　　　　弱め界磁　　2このうち最初の3ステッゾはいわゆる捨ステップとして起動時の衝撃の減少を計り，弱め界磁は80％，60％の2ステッ．／として円滑な起動ならび‘こ加速を得るkうにLた．　1島．　　　　1〕lil’，・ll　‘｜量tSl　w・嬉88800101ρ〃烏β焔�s烏B∫ノノP剰d：ド［　．1一。1θ叶i9．1一br墨罷o＆80厭）←do9　［OIOIO亜6ioo　　　Ob’．．き88．墓〃OIOL　looJitb聾聯lu∫・寵otユoooo　；oo。rn8G昔±‘∫tooOO0601．O量OO・°誌。列1［1膓OOooOooo一1（汀ooioo十o1doooo1−8tOOoooo91ioo．ooOOO90ooQΩoooooooo書罰む9o｝oo．ooooΩoooo三毛．βRrr没u此万撒∫）StJρ6Hγρ已／oOooto0ooooooOoooo（）1「oooooooooooooooooooo9oooo〃oooooilooooOoμooooOoOOoABFM形多段式霞．申制御装置・松団　　　2図〔．bl．，L回路ツー∫1．．’Fig．2．tb）C・nnpぐti‘，n・f　lnain　circuit．電這L（ノ『　ク当リ）　3図　ノッヂンつ曲線Fig．3．　Notching　curves．（131）g　イ．橋絡渡リ　多段式にして加速時の牽リVIO変化を減少して乗心地をよくしても，渡りにおいて同様に牽引力の変化の少い橋絡渡りにしなければ効果が半減する．しかし橋絡渡りにすると抵抗を2群に分けるので抵抗が有効に使えぬこと，スイッチ数が増加すること，配線が複雑になること，速度が高いときの渡りでは橋絡スイッチが過ノ＼な電流を切ること首の欠点もある．本装置では配線はできるだけ簡単にして抵抗スイッチ」ゾ仁びsji’」め界磁スで・ソーSには小形軽景の2極単位スイッチを使いかつカム式では得られない直列と並列のシー’tンスの吋変性を活かL，橋絡スイ・ソチもカムKfッチ1：りi遮断能ノJの人きい単f、‘〆・べ1ソチを使用して以Lの働点を解決［ノ�d（2図a．bV　1：び3図，4図参照）　　　4図　∵極単位”f戸Fig．4，　Tw（》pole　single　LMit　sxviteh．叶匪晶霊［翻10（131t）〒lil、t　　5図　限流継電器説明図Fig・5、　Currelll　limiting　t“lay．．／i”ti：｝方jlLifr，：∫．11／．「り　　6図　限流紺；1丘器Fi　hr．6．　Cu【’r川1【1川】it川g　rel：ly，　　　　／1／／／∴ニコニープ　　　　　　〔　1’　　　＼／三／／一日1．　　　　　．’　　　　　．　　　　　　　　1　　・　．　←　一，　　　　　　←　　1．’　　i　　『　　1　　’　　1　　11」＿＿⊥＿L＿」一＿⊥　」一．L　　　　＿．一⊥．　　⊥＿1．figfi　　　　　　　　　　　　　　　9．n駐il　　　　　　　　　　　　　　3、1淘‖　　　　　　τ線輪♪ムvT｝回翻　　　7図　限流継電器特性曲線Fi9．7，　Charucteristic　eurve　ofいUrrenf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　i　　r　　n　i　　r　　i　　T　1　　9　1−　e　i　　こ1　　》「　　．　ウ．限流継電器　多段式にすると各スプッ／問の屯流の変fLが少いのて確実かつ高感度の限流継電器が必要となり，これがなくては多段式にしてもノッチ飛び等のために運転のi，i頼性がなくなる．従来のものはいずれも吸引力は単に電流に比例するものであるが，これを電流の2乗に比例する如くすると高感度が得られることに市目し試作fiJf’；tの1：はじめて実施した．これはグイー」一モS一タ形計器の原理を利用するもので，従来の形のものと同様にll∫f・Lの作る磁場の中で別にシャン’トからフ♪流する1三回路IE流に．1［：例する電流を流すpj動’f・しを設けて高感度を得る．rとに成功Lたものである．｛5図〜7図参照）　エ．順序開閉器　限流継電器に次いでノ・・チ刻みにノく切なメ、のは順序開閉器であつて，特性の良い（L）19動機操作順序開閉3＃を利用するのが良い．従来の屯磁空禄式に比して起動時間はlr「・くステッゾ問の時1川が・定して滑り角度4）小さい．これを電動カム軸式と比較すると回転部分のi麟tが小さいので起動制動時の尖頭電流が小さく起動停止は迅速で滑り角度が少く，　ステ・ノノを多くとれるし，さらに小占い出力の電動機lt・足りるという利点もある，1菱宙機・V・1．2’‘N，，．4・　］y53　　　8図　電動機操作順序IXI閉器Fig．8．　Motor　operati（m　sequence　sw三tch．　操作屯動機は　100V　　　　　　　　IOOW　1600　rpm．　　　　　　　　歯弓工上ヒ　9）s18＝162　　　　　　　　市：量　14kgの’卜形軽量てある．（8図）3，起動加速試験の成績　ア．加速電流　限流継電器の限流値調整を全界磁の場合210A弱界磁の場合170Aとした時のAシLlグ・7ムを9図に示す．　限流継電器の限流値調整を全界磁の場合260A，弱界磁の場合220Aと1た時の一a．＞lrグニ・ムを10図に不t’．　　　　　　　　　仁L、ぺ，一一二ニー一二ニー一＿　　　†　　　　　　ユ刻礼　　　　　繋☆≡一一＿「一一一　　　　　｛　・］二　・r：，・亘ニーN’：F尺ffク危・吻5⊂ノッチィノ．伽‖1”40け紗一　　　←速匿細n翻5｝鯖1司促）　　　　　　の　　　〃459∬時同卿・日汲6�jノ‖��醐晒9　　　　　9図　川戸）v’”∴FT9．　q．　Oscill∩gran1∩f　Star†ing　and　acceleratlon．，．．、竺　一一工ニミ・N＿ee、　　　　：，享　．r，」　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　lH・　r’＼「＼＼ぺ・v司　　：・　　　　v；　　rミψンヒ’＼ly＾＼巨尽＼＼〜〜ぺ＼守汗�aで・詮⇒蒙≡一一了マ＿　　　　　　　−　　　1　　−1　　　　　　F、　　　　T−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　一　一　　　　　　．　　　　　10図　力行オー’ケノムFig．1〔［．　（．）SC三IlOgramく｝f　Starti叫4乏md　aUCeleratlOn．Bφ｛司　　　OFn内の6字mステップ数を示苛　IT図起動時の衝動F輌9．1］．　Impulse　at　start｛ng．　起動制御時ノッチ刻みの際に生ずる尖頭電流の最大は限流継電器の限流値に比例して増大し，限流値210Aにおいて254A（定格の14gQ6）同じく260Aにおいて314A（定格の184〔〕。’）であつてノッチ問の突流電流は限流値210Aでは47−A，限流値260Aでは59Aとなり，限流値に対しいずカも22．5％　となる．尖頭電流，突流電流とも各ステッ’ノ「にかいてほぼ’定であることは円滑なる起動加速であることを示している．　イ．車両の衝動　起動制御時の／ッチ刻みの際において突流電流のために車両に生ずる衝動は11図のとおりで，ステッノ’数が多いために非常に少く0．059以一Fである、また橋絡渡り方式を使用しているため渡りの際の衝動はほとんど生じない．4・電　気　制　動ABFM形多段式電申：制御装置’松田　ア　予備励磁　電気制動の開始にあたつては電動機の界磁の強さは残留磁気だけであるため磁束の増加に時間を要Lて電圧の誘起がおくれ，したがつて制動力の1’ノ：上りがわくれるおそれがある．そこで制動開始にあたり，あらかじめ界磁／Jイ・しに電流を流してやる予備励磁のノ∫法をとるのが運転のf，瀬性から見て必要である．，試みに50kW，95A，600Vの電動機で予備励磁の効果を試験してみると，従k・のり式では定格電圧の80％の・’川抄までに6秒強を要Lたものが定格電流の1伊hト1｝渡を流してやるだけ（”，0．3秒に短縮される，したが’ノて定格電流¢）］oo6程度の電流を竃動発電機を電源として流’］一チ備励磁方式をとり人れて効果をあげている、　予備励磁の電源は架線から直接とる戊」法と電動発電機または蓄電池からとる方法とあるか，架線から直接とる　　L　架線電圧の変化が激しいと励磁の強さがこれに　　　　比例して変動する．　　2．高圧の接触器ならびに抵抗器を必要とする．等のためあまり感心しない．電動発電機または蓄電池かd33）11らとるとこの穴点は除かれ．て好結果が得られる．　凸衛励磁の時問は1秒程度であるので竃動発電機の容続に対する影響は問題とするに足らない．　イ．電気制動と空気制動との併用　電気制動と空気制1動を併：旧L，　これを1司　・ハント．’U・こltり単．・に操作するば．かりでなく，電1く（制動を主体と［，空ぷ制動を補助的に使川して制輪fv’）1肖ほを助けるノノ式が最近の制動万式の傾向となりつつある．電気制動は低速度になると制動力か激減するから氾気制動の最糸冬段階において，一淀速度以ドになると空：＜（制動に切件ノー，またある・定速度以i：の高速度になると電動機に過電圧を生ずる心配もあるので、空気制動ll体へLl」昔えることか望まLい．　Lたかつて1包気，空気両制動のll｝：用は常用制動位置においては例えば最高運転速PΣか」，1001〈m’hの速度までは空気制動を1三体とLた制動力で減速L．，可00kmhから15kmhi程度まては電気‖1｜1動をi　／ts’とL．た制動力に白動的に切替え，さらに15kmh以ドの速度においては再び空又（制動へ白動的｛こ切替えるノノ式を現想とする．アXilhに，］’“いて｛．にのIJ式はP．c・叉1、．の‥．．卯ノ」・一において最初試与ら別，そ加以後最新の交1汐V電申．，1．t］iド鉄電申．はf列外なミニ・7）ノノ．rじを採川1．己），　．．，．・　1’．ン」也卜’鉄新．中：の（M．EEノノ式は最d、理想的な完備し．た制．動ノ∫式である．／｝川ばこの1三旨にICり電1〈制動を常用とし．．空三（制動を補助的に似∫卜目すフ膓はかり．こ．なく制動弁ハンドμに．kる単一』操｛乍｝‘二．Lり電気制動，空ス（制動のr↑川的制伺1と運転操作の簡．易1ヒをはかつた2、の．．こ，日ド1はこ：ノ）ノノ．式は最初の試みである．電気（制動は自動発電制動ノノ式一であつて，4ノ．ノチj2．タ’．ノ．ノあり限流継電器に．より自動的にス・．ッ・を進め．二『減速．．1る．川2図）Wl　　　　　　　　　　iUlt　　　　辻，．．n．t：L．》モー9つ［Dta・ク　　　　｜2　図　　∫Eタyli　i−11　／lSlノ　ノ　・．i’llll圭；kFig．12．　Notching　curve　‘）f　electric　brake．12C134）　エ．制動弁　制動筒のト部に電ご（制動用のトノム形接点を取卜1け二制動弁ハント’ノしの操1乍にltり、電気制動と空気制動とを制御する構辺てある．　制動弁ハンド1Lの111ブ置はつ．ぎの通り’こC従来の空気制重力単独の」易合とハント．lrの位i茜コ．よ何み∬異らない．刊1　　　　　　　　／ノ直　　通　　1巨：　　り1ド［　通　　制　　動1’1　動　　！s．：　　り自　動　制　動　　　　’・ン1・lt．取外1　　　．）1．　　　　　　常11）　1自：通制動（Release　’）（Lap，　Straigr　h．t｝（Service．　Straight）（Lap．．Alltr））｛i　ervice．　Aut〈戊｝日一landle　f．）ft’）（Fmergency．う　最高速度から約15kmhノ返度ま．（は電ば蒲｜働にて波速し，15km　hになると自動的に空気制動をfll：川しはじy），電気制動が効ノ」を失うと．！　1；・に空k（制動が発効するた．め氾三（から空気へσ．〉移行はきわ．．めてlii滑に行わA｛る．Lたがつて最後の停申：fJノ：置‘ノ」調整は在）k・‘ノ．）空気｛副動単独の場1↑の・・ント．・L．1’Xi作と「‘il　i羨．である．この場合の空k（圧は1．5kg　Cm21’あつて．；II：’くiから空’く（’、の｝al動U川ア．は’．1）連動弁1こL．’・”｛「・�_，連動弁ほ1，ISピ∫；〕　ノの2　　　13図　連動チFFig．13　　1ntc−rl∩cking　valv¶，　　　14図　連動プトFig．14．　Interlocking　vai・−c．三一三．萎≡1E機　・Vol．　27　No．　4　・1953’　，よ　絃11s．三　　「t：　”重‘　　iJさ〜一一　一．一．＿s−’N　　　　　　　　　15図　11｝｛：通制動オシ｜「ケ1コ’　　　F19．1in．　S．　tr；lighl　servlce　hraking　t｝．sいiilngr／mn．　　　・ごトー一叉　　．．：：’一一一一　≒・．三；＼こF・一’一・＝　　＿−r）E．一　　一竃二、三二．一誤だミ⊆ニ　　　　　　　デ　　　　　　　　　T6図　直通制動S，　・r〃’，�d　　　Fig．16．　Straighl　serK・ice　braking凧川∩gran・，1「『こ二丁「二il’rc「1，sw，、　　　L　一　一＼＜・：、　　　・…　　　一　；一　；．，‘．霞こご二〉＜∴�b二三ll簗遊竺二［：こ誉蓮目鍔　　　　　　　　　　　　　　　簡「自ド評　　　　　　　　　　　　｜1　図　　　1白：ゴ重　‖｝11重り　牛寺・｜」レ　　　FiR．17，　Str　ni　kr　h　t　s（・rvic（・hraking　characteristic．一パ・’）‘占「磁ナドとi成川1すド、　flじ糸6ナト，　i別ソξナド．∫．t・；1ぴ2一ノ’の1口llllfド呈：L　りメCり、　　：動弁と箭IJ動‖奇び）1昌狙こ、没｛tる．　1璽・巨云f・1’：定［竺は1Llij’F！！’f【弦チr・（．‡「ド1任�lさ暑1一こし・るカ1，　’壱三くて笛「」動力・ら’乍fk（‖｝‖重り・、：り手多「」．t：｝tt’｛二1山島｛』∫Lく隻づ↑i：t垣力硅1きイ1、　JN〜くU．｛戊Jを　ト≒司・｛tL力て制動jJを発川寸る．（13，14図）　　（2）　　川動市｜」重り　　こV）f　｛diiil’ご｛よ葺↓《JJ　fj・らム11姿ま’1（・1U！x（i，Ml動と♂乍又U刊」動とカ：i｝’Fl‖となる．　　二しり」坊rこゾ）τEノ）くUi｝r」Utb（ま1；N　if［ド1動渉髭」虫’（ト才ノり，’・ド気制動は3．51（9．cm2σ）空tノく（圧である．　　（3）　　」｝：’r営；｛司重iJ　　こゾ）f�gi置も王最拓」カ・ら茸乏1姿ま．『．f’］じ’K（吊｜1動と’虐ノくG｛損動とカ↓ig：lll　tなる，　∫包〜くU聞動iゴド1動箭1」動u）場r�eと変り｛まなし・カL空’く（制動の空’式UEが4．5kgcm　L’となり．したがつて］’liiil」重力JJtt　l’1重IJ；｝；IJ重り（ノ）］易、�eL　り　1＼き　L・．　　〔4　）　　i紅り（iikJLI〕ノお」；こ」r・’1．’1動）　　一，ワ．）Wパi号．てi±”セ’．ct　Fiii」重加ゴ召1．）k−（7）’空ヌ（箭ll動章誉，独の与；it　’」〕」易1ご．Lい」ぢ∬　‘頃：1〕　．　とオnるカs，　r｛6　kC　−tt・iU動ぴ）ノノも抽ξ｛乍手琶動機かf亭1上し．こ，その時の・ぐ・ソフのままの状態を保持することとなるのて電気，空気共にこの位置では「屯り．iとなる．　ABFpt・1　‖多多Eとヱt1ピ・li：i旨r」翻1ナ芸i置・杜hL11｜1　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　（5）　弓也vノ　　この位置は運転状態を？（・2．・　L，電中：のJJ｛J：運転はこの位置と電気的にfンヌーISッIlしてあるため，万・間違xノて　1三卓W庁IJ位’II2｝手ハン　ト　’Lを｝」fJ：fUli？ll｝こ才弐L・たJki態で1‖jl」動弁ハLいしを進めても1川1川路が開いて後，制動川路を［’11る故心配はノCい．5、制動試験の成績　ア．直通制動　15図は制動初速89kmhにおける直通制動のオシv「／・ム（あつて16図は‖ill動初速76　km　hにあ・Uる1肖通制動の寸シttグソノ、．17図は制動初速81　．5　km　ihに；♪｛†る‖flJ重力］：jr申1．�n’・ある，　17　図｛（．t−g　l‘↑る　　BC　l柱1糸泉t’t・浩‖重力・t’「⊥を・IL−‘一コ　　　　　　　　時同　　　　　　　一一］二：］一一　ew−一一一LS　　　　IR図　rl動制動オーけ一‥、Fig．19．　Aut∩matiいbrl・k｛n9・N川1・gmm．叫：”1、i4．m　▽　∧　蹴i，ooノ1リア励汐　jOfi，，／F／ltt「ra，7　2クl！fit7　．．izal　　！tlPfi　6　Pifi　｛；．　Sgt　　　　　　　　｜9　図　　　自重り‖；lj正力才↓・’「’［：Fig．19．　Automi！6c　braking　charac亡eristic．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓135）　13Drif　e5∫、　；mPldines　Ft　　　　　　特　間騨一一一］二「一一一一一一一一一　一一一一　　　　　，ζ　　　　　20図　非常制動オ〆T’Tラ’ノ’　　　Fig．20，　Emergency　braking　oscillogram管圧力を表わす曲線であつて，15kmh前後における制動管の空気の立上りを良く表わLている．　イ．　自動制動　18図および19図は制動初速44kmhにおける電空併用制動のオシグフムならびに制動特性である．　ウ．　非常制動　20図は制動初速9f〕kmhにおける電空非常併用の一」ltt7’アムである．61遮断能力の強化　変電所容量の増大と並列運転のために故障時の電流は次第に増大してくる傾向にある．これの保護装置を強fLすることは故障電流が流れたとき，両端の変電所の高速度遮断器を選択遮断することも現在完成の域に近づいているが，車両において4，これを確実に十ることは中両焼損，架線断線才♪よひノY命を損傷するぺ揃文のおそれがあるので1〈　rT∫欠のことである．疏枚電流が人きくなると相当尺容量の断流器をもつてきても遮断はイミ可能となる．これは従来の断流器が動作開始までに0．15〜0．2秒を要し，電流か最大値に達してから遮断を開始することとなるからである．kつて動作開始時間を早くL，電流が小さい中に遮断Lかつ時間的にも早く遮断するu）高速度断流器が必要となる．こオ1は電FP用断流器に高速度遮断機構を付加Lたk9、ので遮断開始が0．008秒程度てある．1か［高速度断流器のみで遮断すると大きな背後電ナjのある場合，やはり相当大形となり，また一り一ジの出ることもある．目的はいく遮断を開始することにあるから，こAlを‘1輪故電流の減満［器として使い速かに減流すると，減流抵抗値を適当に選へば減満［川の高速度断流器と断流器の負荷を均等に［て両者と］、に小形のものとLかつ迅速確実に異常這圧を少くして遮断できる．2図はHBか減流用高速度断流器てあつて，LSは断流器てある．7．結　び　電車制御装置の多段方式と電気制動は今後の新製電申の当然具備すべき必須の状件である．とくに電気制動と空気制動との併川制御あるいは速度の広範囲にオ）たる電気制動の制御は新しく開かれた電申：の研究分野てある．拘信すると従来の竃車は電動機も制御装置1，走ら｛ことのみに電気の制御を杉慮Lて．巾をとめることについては　・WJT：を引いていた形てある、　今回のABFM形多段式制御装置は｝二記の，｛樂題に対七るつの回答といえkう．輯こいずtlメ、優秀な成績�e運転中であるが，さらに各位のご批判を得てより良き制御装置を生み出したいものと念願している．【い12｝〔3）14）参　考　文　献松田・「「t菱宙機1昭24、6．L．G　R｛1ey：　「A．LE．E．　Transacti松田；「電氣車の科’学1昭27｜．宮内；「三菱電機1昭254．、　v，，1．‘市194714（136）三菱電機・Vo1．27　No．4・195353−14V．H．F．無線62］，396．61．／．62，029．62機伊丹製作所岡谷重雄＊V。H．　F．　Radio　ApparatusShigeo　OKAYAltami　Works．　　　V．H．　F．　portable　radio　commしmicatioll　upparatug．　which　is　under　rapid　developmentis　being　most　exclusively　produced　by　our　colllpany．　They　are　of　frequency　modulationtype　which　are　adapted　to　type　PR−一・i　and　then　to　type　PR　2　apParatus　supPlied　tothe　National　Police　as　the　Inost　pertinent　apparatus　and　used　ill　the　front　line　of　thepublic　peace．　They　are　also　used　for　the　service（，f　the　autonomous　police，　the　NationalRailway　and　other　private　institution．　　　The　particulars　pertaining　their　characteristics　and　operating　conditions　whichshow　their　excellency　are　given　herein．1、ま　え　が　き　V．H．F．帯にisける通信は，近年急激に利用される、iこうになつた、現在まて’に当社が製作したV．H．F．帯用無線機もそれぞれの用途に実｝拐されて担�dその種類もκnlIO種にわたつている．今後研究開発さるべきもの数種を除き，現在まて’ic製占占化さY，［た無線機について簡単に紹介する．3，PR−2型　　本機は現在国産V．H．F．無線機の代表的機種であつて，国警において簡’ぐ仕様の険討，統．・が進められ，約2ヵ年にわたる試作期間を経て制式化されたものである．　PR−1型はこの前身であり，　PR　2型を今日に迄標準1表2，分類および用途　V．H．F．無線機の分類法としては，旧途lCよるものと，使用周波数または出ノ」による方法等があるが，各機器の性能，機構の類似性から分レ類するならはt，やはり使用周波数にkるのが適当ではないかと杉えられる、　　1表に当社製品の一．・覧表を・Jki−．　IH途は代表的なものを記したので，この他にさらに多くの用途に使用できることはいうまでもない，　　以一ド各機種．毎に大略の性能等をご紹イ「する．　＋無線機部　　　　　　　　　　使用周波数va　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機器名称　30Mc帯（29．5・−44　Mc）　60Mc帯PR−2定格出力　150Mc帯（148〜156Mc）200Mc帯（188〜200Mc）移動　25W固定　50WFN−−150WFN−215WLSV−25A25W・・V−・・AlFM−1FS−1巨R−1edw一5W，10W，25W50W10W・・�`。。。。瀦主要用途国警．自治瞥農業協同組合そ　　の　他jt27〜38．9Mc140〜48Mc70〜100Mc1自治瞥および一般SlltLSV−25Aの改．良型tt国鉄海上保安庁1．5W0．35W　　　　10W最高出力40WLSV−50Aの改良型同時送受話方式同時送受話方式車載bよび可搬型可　搬　　型多重回綻用t137）15送送Ft．可能窟弓i皮数帯周　波　数　偏　差出　　　　　　　　力最　大　周　波　数　偏　移変　調　周　波　数　特　性変調入力fンピーグンス残　　tF　振　　巾　　変　　r凋ス　　ノ　リ　ア　フ、輻　射t・・1歪　　　率　　S’N　　　　　　北　　電　　源　　K　　力　「‘璽用頁4　管　　　　　　　　機　．　　　　　　　　2表　PR　2型1・倍敏受慣可能9d波数帯周　波　数　安　定　度1　0，3〜3kc　−〔lt　60二！・10Q　sgtg’レ’⊥．ド　　25〜50Mcの111｝で一70　db　L：），．1”1　　その他で　　　　　一60db以ド　1kc　70A，，変凋に対し一．2�Jdb以幽1・’‘　　−45db　s．’1・ド　交流　100V　50、60〜（移動は　6V，1｝C）．　　6Slf7．｛ンr　　3　6ミ　　小こ‘象4さ撤，　1−．，　：窮　　逓f音i6SD7イ｝T　’1　イ　　変，Sl　6Vtiイ「T　　　I　4；　第　　逓倍　t．A「一蜘γ　　　2　仁　　しJJ±tellj（移動のt旭合1い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　6SL7−（；「p　　l　t　　低周波増川　6H6−GT　　　i　↑・　｛桶移制VJ↓　　汁　　　　　y　tこ　（移動は8本）　　　8　　（2κ2ソ2）　29，5〜44Mcl　−20℃、→・50℃の」「ii囲囚1良に対し　：t．0005W川内　人力　1μVに対し　20db以上　人力10pVに対し　35db　j’4ト　ゴニ15kc　てe　6db　Vlレ勺　ゴニ40kc　で　70db　L’1．’i！　−70db　L富1ご　1kc　基埠で0．3　k℃　で　・日0．5−1−2db　　　　　　　Ll　kc　で　．−6．’、2db3kc　て・　．・t’l　t　2　db　IW以1：　久流　100V　50、hO〜（移動’t‘；V．　Dし二）　　＃　’4．3Mc　　　着6．：　455kc6sH7−GT　g本　高1，liiff増巾，第29．5〜44Mc−20℃〜・｝・50℃の周囲湿度に対し　±O．OO5％『以内50W（移動機25W’）±15kclkc　基・準で　0、3kc　ドご　一10．5ニヒ2db，2kc　一ご　十6ゴ：2db3kc　で　十6士2db以1勾　　，受1．t機S’N選択比度’」．　ノ　リ　ア　ス　感　度低　　　周　　波　　4．？　　el，無中1：　　出源．　　人itll　　1・F，1　　波カ｝）使　　eiJ　　貞　　空　　管1ぱ‘遣機外片シ・ri」、　　　　　　　・混ゴ〒，痴　・，千、｝発，　第一中間周波，第．：中間「］波，撤巾制PN，雑三増ll」第ニリ給検波」♪」．び雛肖幣が［んう　tL　i．お］　！：ww・±・lr惰増’ll低周汲川り定竃月放A古　　　　　6SA7−｛｝T　l．S　　　　　6H6．　GT　　2　4＾　　　　　6SL7｛〕T　1　↓ミ　　　　　6VtLイ｝T　　I本　　　　　　　　　　　1，s−2B　　　　　　　j　　4、　　　　　　．ll幽　　15】11i　斑｝　　‘二，　ti　　17“）　　じ郵「f　t4　rs）d，e｝b　2図　PR．2型　移動川起短言皮無線這話装置送受信部・電源部弓も榊器．i“よ▽シい，一．Fig・2・TyP・PR・2t・anSmitt・・一，。we，　s。U，e（“，　　　　ぺ川旧1〔jling　de、・iCt・：md　hand　seLfヒ．3る圭こ・には・国警当局お1：ひ’t　’一　）ノも・1レ∵たらぬ努力と犠判を払つたの．ごある．現在国警に最も多1使用Nれてぶり，近来自治体警察にお一／�d使用されEJ、1’，ドなつた．　ノ＼略の性能を2表に、」k・す．　同定機の外観は1図，移動機は2図てある．30　Mc帯は現イ印櫓のll・・で占められている←s・1・1；［，胎体袷む）の．こ害lj合に柑！t：の1：渉にkる混！ξ［もない1：うであり，　また　’応この程皮の性fi旨であれば混信，その他の問題も発生Lないと杉えらtil，現状においては技両し　一　．1しからk，えても割合に適当な基叩てちると杉夕・られる．　な宕移動川の防震ゴム杉・〃，1ンは当社の杉案による：屯クッシ’ンて，いかなる衝撃，振動に対Lても充分持ちこたえることができる．他の移動機に］，すべてこ」，［をf吏川LJi厄に好詔／をえている．4．FN・−1およびFN−−2型　60Mc帯川として’愛I」Jll居農業協ln掬1合に納人した50Wあよひ15Wの固定機である、タ十観は3図，4図に小す・60Mcにおけし機器は仁機が代表的なもの・，今送F，MS制fh・V　ZI“一本　体　　1図PR　2型固定用超短波無線’，辻話装置　　Fi9．1．　Type　PR−2　　fixed　V、H．F．　rddU）td・｜．・hulle　equiPn1ヒ川．16｛138）13図　FN．．1型6（．l　Mc．　　　FM　無線機（前山　lilllJIソ！こノノFig．3．　TyP←　FN−1G（IMc−FM　radi〔｝sc〔，　〔「rc）nl　、｝cw　c〔｝verupen（td　I．三菱邉機・Vul，2？Ne．4・1953送信受｛，．！L13表it　　｛言　　”i　「］t　l，ぐ弓　詐乏　数　Vll’周　　波　　数　　｛拘　　刀川　　　　　　　　り最大周浪散偏岳多変調周波数ll．�O一’］変、鰯ヘノ」．．〈iI一ソ「’．｛鴎　イf　振　Ii」変　．」リス　ノ　1ノ　ア　．く　幅　刺，IJ／　　　　　　　　　　・s一三S．N　　　　　　比；K　　　　　涼：　　　　　ノs　　　　　ノ］使　　川　　‘∋　　『，Y　　“逓倍う4図トNI型印Mc，　FM．無線機「裏｛旬　聞扉のi：’・．’，）Fig、4．　TypピFN　l6∪［v正c　FN．l　I．adio　sヒOt．（back　　、・itLw　　covel・叩ened　l．FN．1，　FN−2型性能表　54〜68M（・　−20℃一｛5U℃ノ川’、1：用温度に対し　±’�J．005W　t，／lJy　FN　1　5〔〕W，　FN　2　15W　卜15kcikc　ら≒乎．〔1’U．：j　kc　ンr−　．一．】〔‘．5‘ト3db，2kc　．ξごより　：｛kc：soe、：撒〕、　こli（［！］r．・2（）！1i　6‘jdb　トし　i．’lkc　1じU‘�d：　変IJnl．’　：’ji．　　　−2t）tlt，　」．1．1．・17db以｜．41流｝’川、［leL「5u〜｛幻、tss力7｛；T　li．客　↑、∴‘≒発搬，蜜調，第・．・造札1｝V6．イ｝T　　ll，1　況　二湿倍tis．　L7・’・　　11、　μUl‘d波増ll］〔；H6　”　　1・i4　（Siii移制似↓2E・2fi　　　lt、｛z萄　山：噛｛1≒｛．終段電ノ）｝倉川｝2B2y　　　　l　仁　（：なL）　宙：∫片W巾、il’　　　　8　1・1（　）内はFN−2旨ノ｝場‘「数lIz（3／z＾2）受信可能周波数帯周　波　数　安　定　度s〆N　　　　　　　l七選　　　択　　　度／　ソ’　tl　ア　ス　感　度’−，▲ノ．・しi動作範問低　周　波　特　¶無　　　翌　　出　　　JJIu　　源　　人　　り中　　閥　　v，i　　波　　数使　　用　　s’ミ　　空　　管　　　　外形．寸iE巾600　高り17tH｝vH．F無線機・岡谷54−68Mc−20て〜．・5U℃の．嗣；）｝両度にk・lr　L；”〔L�J05↓‘、、　Llh’・11μV　ノ、，」で　15db　t⊥卜　　TOμV　一で　：t5db　」’i，｛．∵・2Ukc　一で　　．6db　　一テ6Ukc　・三．　．．ll．Kbdb−．6Udb人力1‘五V、10μV・’♪問　lkc　4Y“．．〔・｛L3kf：．．r：日りr・3db，3Lゼ　」｝・1ハdb　1000〜　：：・IW　定i富（　王脳，−11UV　　sU、6U〜　第．・6．SMc’　　；君　：　45fikc　6AK5　　　tl：　IT’：1周波増1田川：び第　・混倉　6J6　　　　1’F　局発遥仕　6SD7−GT　3　払　冶一・，第　二11り川1・”1波増fll　6SJ7−　・・　　3　寸、　L）発tv　kし’：1：↓膓　・，　i’i膓　；振巾制巨艮　6SA7．．・GT　I　↑こ　第　二混lr　　6H6（；T　　6Sl．7　tt　　6V6．．・r　　ls．．21i　　．t卜喫行4N）2↓｛1イ、｜／・：1仁15’t：検波むよび雑音検波ス’ノ」1．．i．．1♪よr．）：il£周ilfiifa巾低周波出り定竃ll放屯管Fki3　　　5図　ドRll坦［50McFM無線機国鉄操車場送受信機部，電源部ぶ」いぴ選択呼出部Fig．5，　Typ（・FR．．1150　Mc−FM　yurd　radio　s．　etf・r9・vemnlenl　i・t・ilway　tl’urlsllコittel’．　P・w←r。nurce　and　s・・h・ctiv��C汕ng　devic〔一，4表　　LsV　5｛　jA、　LsV　25A　　　　　　　　　　：．9　　　　　　　　　信受信　　　　　　　　　　性能表LSV−50A　外形寸法　巾760　r『�_’1180　奥行460　mmLSV・．25A　　　”　　　巾825　高．り280　輿i∫520　mmd39）　a15表　FS］，　FM−1性能表　　送信可能周波数帯　　　周　　汲　　数　　偏　　差　　川　　　　　　　　　　J）　　最大周波数偏移　　　変　調　周　波　数　特　性送　　変調人力イン’：’一グンス　　　残　存　擬　巾　変　調　　　ス　ゾ　リ　ア　ス　幡　射　　歪　　　　　　　　率　　S’N　　　　　　北信　　電　　　源　　　人　　　力．使用真空管信通　　　倍　　　数受信可能周波数帯周　波　敢　安　定　度S／N　　　　　　比選　　　択　　　度ス　フ　リ　’r　ス　感　度スリルチ動｛乍範｛用低　　周　　波　　特　　付無　　　　，11　　　出　　　力竃　　　源　　　入　　　〃中　　間　　周　　波　　数使　　川　　貞　　毛　　管FM−1Fs−1出」口ニヒニーグー三　外形寸法　［P鋤　外形†i・11　「｜】450148〜152Mcまたは152〜158　Mc．−20°C〜十50℃の周Pti｝hA度に対し±o．005ボ以｝勺50W〈FM−1は5W，10W，25W）Jt　15kclkc基櫓で0．3　kcで一・10±3db、3kcで0±3db以内：旬0、3�p）〜　で　60fl：，t20115％「以．ドー・65db以下1kc　70％変調に対し　一20　db以卜’−47db以F吏流50〜60〜，100〜110V　（FM−1　は［頁流6V16SJ7．　GT　2本　水11）i，SS辰4♂よび稲｛占6SD7−・’　　　1　：仁　　変調6SL7．”　1本　低1♪搬増llj6H6−　”　　1本　柵移制限6v6．〃　2幽本　第：、第二遊1庭2E硲　　　　1　t；　弟四曲払2B2Y　　　l本　電力掴巾↓FS　1みみ）1（FM．vwは脱63偲た｝．t　2　tt拍四齢凪蝿力増1「1），tt’　　　　9　事（10　4（）24　（2×3x2x2）148〜152Mcまたは152、158　Mc−00°C〜．f500C　ノ）》’］艮月温1変lc　i’tし　　」．0．005、：　MIN入ノJ1μV　K対し20　db以」二，人1／10μV　l⊂対しCO　db　以卜：ヒ20kc　’ζ三　一6db　LII’S，　・t．60　kc　で　　．｜ωdb　ド元下．60db以ド人ts　1μV〜10μVの問1kc．基肖竃で0．3　kc　．ご　±　10　r．3db，；‘kc　でUI．3db　L’ILttIkc　で　1．5W　l／　L空流50、60〜，100、UOV（EM．1け直流6V「）第・，6．8Mc　第：・‘55　kc6AK5　3紫　高周減4ナよぴ第一一避バ6J6　　　1乍　”aA；一！“1部発振6SD7　　3本　第一中川周波増ill6SA7　　1本　　：宕　二日↓f〒｝skび第一二局発6SJ7　　3　本　第　1rlllitlfidiN；？よび振巾制限6H6　　2　仁　族波コノよぴ雄諸検波6SL7　　1本　ス’ノ・しチおtび低周1堤増川6V6　　1本　低周波出ノ∫LS　2B　1　仁　定戒圧放竃　、f卜　16仁　　　600Ω±20Ω高サ170u　奥ff4501窪」寸ナ　〕95　　　奥t了　45U後も各」也｝こ｛吏用されることと思う．　性能および定格を3表に示す．’ノnックダTヤグラヱ、は最後に全機種まとめて表にLたからご覧願いたい．　送f言部はPR−2から，受信部は150　Mc，　FS　1型機（後述）に範を取つて大体類似の形式となつている．　本機はこれにつながつた多くのiE話機を有し，事務所の各室から任意に無線を介して有線電話同様の通話がてきるように特別の勘意が払われている．5、FR−1型　本機は国鉄操車場用の改良型である、昭和25年末以来使用中の第一号機の収良型として2711麻製作されたものである．性能は、k差なく，外型寸’法は一・回1〕小型になつている．第一弓フ機の実地試験については既に本誌昭和26年第25．巻第5号に紹介した．5図を参照されたい．呼出機の安定化を計るため制限器を’段追加してある．なお本機は標準150Mc機FM　lおよびFS．1と同一一シヤシーとし150Mc無線機とLての・標準化を計つた．詳細はFM．ユおよびFS．1の項で説明する．性能18（140）Fig，　　　　　　　　7図　ノ（阪水道局納　　　　　IE）MCIFM移動用無線機送受信部Fig．7．　Mn−1108150　Mc−FM　p（♪rtable　radio　set　lur　　　　　　　i）uretlu　　of　　Osaka　　、、・1・tter　Iv（｝1・ks．　　　　　　　8図　大阪水道局納　15u　Mc　FM移動川無線機電源部．｝は「び‖ill御器Fig．8．　Power　source　and　c（，ntroling　device　6t　Sln−1108　150　Mc−−FM　portnble　radi〔〕　set　fot　　　　bUrean　of　（こ）3aka　Nvatti「　、vorks，はFS　1と同等である．用していることである、特長とLては同時送受ノノ式ft’採6．FS−1およびFM−1型　自治体警察その他・般向150Mc機の標準型である．移動5W，　IOW，25W固定50Wで性能は5表の通りである．使旧真空管および性能においても旧型のLsV25AおよびLSV　50A（4表）に比L一段と収良されている、また同’シャシーで移動固定共通とし送信部に才ハ・一三菱電機・Vo1．27　N，〕．4・1903では日’．ノノヤー1・の取換によつて簡直巨に出ノ」享，変換II∫能で，GT管を使川Lたこの師．機器の標準である．’iヤ，i−‡緯三口・部占r�d等日∫及的に　PR　2とi司一・とL．イミで必・及な複矧fltを避けた・ただし本機はPR　2と異り，・般民間会社等　　　　　　　　　　　　　　　にても使用されるのて外観的　　　　にこの点は考慮してある．　　　　　前述のFR．1型］，’；ヤニ・．・　　　　if本機と全く1iij　・C・ある．tt工｛、、u∫能周波数描周　　｝皮　　数　　偏　　鼎二1川　　　　　　　　　　ノ」！最人周披数偏移　変　調　周　］《　数　†与　ドv．　案調人tJイ：ドー’J‘←　ζ　残　　G　撤’川　案　1洞　『’、　．〆　　リ　　ア　　ノ，　哨i　射　，1｛　　　　　　　　　聯1・・．…　’（1：　　　　焼e’　　　　．．人　　　　　ノ1｛uif　　弔　　　q　　　’人二　　管・近f｛’i　9　図　　2（［OPtlc　l；　iX・．1　超知：波無線’屯話装ligltFig，9．　2｛川）Mc「FM　V．H．F．1’≡tdi《）teleph‘）llぺ・　《・quipmel］1’　　　UiLuln　p三ill　）6表　MS　3　tii三能　1（　　　18δ〜200　Mc　　　．−20℃〜十45℃のLi囲面1食に対し　ゴニO．005’以内　　25W（最高40W）　　　．：．15kc　　　　lkc　4�d；　＿・0、3　k（／　・こ　．．10．5コ：3db，：tkc　’「・　Vt3db　　　60Ωゴニ10Ω　（棚）、鋤〜　　：’）　　　　lkc　100t�`　変調トk・11．．　　1川　IJl・．　　　　一・60db以ト．　　　　lk⊂　80％　室L、踊1こ之・「1．　　．　20db　Lノ’「．　　　　lkc　tio％　　亥よ鳩｝．こ　＿　　　　　　45　db　j．4　i　　　　式流　5U、6U、，　W）〜116V　　　6SH7　GT　2　，・　ト品発振」一・よし邊）詰　　　6SD7　．・　　1　tへ　変調　　　6V6　　．’　　｜　t、　冶　：遡1い　　　　L，Ezs　　　　　I　’tぺ　1カ　1適后　　　ZtlUY　　　　Lt　．卜　第四態ねおよuご運ノノ｝tS’il　　　6SL7　GT　　l　±　低礼」d波増1「」　　　6H6　　／1　　1　仁　1袖移制限　　　，ft　　　gl．　　　36　↓3x2ン〈2x3）　　　受信　∫1∫e．虐メtii皮数手1？　　　　周　　ta　　数　　「．女　　定　　1更　　S．．‘N　　　　　　　　lt　　選　　　　　lfC　　　　度　　　ス　ノ’　リ　ア　ス　感　度　　　　　�d　’L　チ　動i6　範　1哨　　　似　　　周　　　按　　　13　　ドt1　　　　無　　　　　　　　　　Aミ　　　　　　　　　l　L　　　　　　　　　＿1戊違　　鯨．　　人　　」1　　　　中　　　情1　　　周　　　i疫’　　　数信　　　梗　　用　　貞　　�h　　管機1　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘MS−3　外形寸法　巾760　高サ180VH．F．無線機・岡谷188〜200Mc・．20℃〜1．45℃の周囲撮度に対し　O．005％以内人・．力　1μV　にぷ∫L　20db　IJ．上：ヒト“｝kc　C・　−7Udl♪　L⊥　1・．−70db　ll　卜’人）J　lpV〜1（＞FV　の1昌！1kc　agi｛t〆ぐ　U．3　kc　ζこ　ト10．5．tt3db，3kc　で　013dbτkc　C・IW以1：sE．が［50、60〜，　y�J、110V：iン　・，19、20，5Mc　フ窮　：　2Mc6AK5　　　：1↑・　日周波拒川」享ナよび第　・混rT6SD7　GT　3　本　第．・中1言tlhti波hよび第　二中間周波6SA7．　GT　j本　第　：nt・i〒6SJ7−GT　3本　振・1p制限および低周披，増巾6SN7．GT　1本　局部発振6」6　　　　　　　　1　本　　Ji・｝su；発錘亘遍1陪：6H6　GT　Z本　検波およrメ雑音整流6SL7　GT　l本　スケwチおよび低周波増川6V6　G’r　　　1　本　　｛暖周Uttts力LS　2B　　　　1　本　　定電｝．E放電管　　奥行妬Omm　　　　　10　図　　小型1ち動11JJJ　fi！vl波無ぷ’，9・，G−：装i崖Fig．川．　Hands．　POI’辻al〕1｛．’V．H．F．　vadlo　t〔−lel．レtl〔川’、c−r，外観その他は6，7，8図を参照されたい7，MS−3号　海日呆安庁力ごdl文に］こり製y’1い二機‡・hで，同時送受〃式を採用Lた．外観そ力他．150Mcの旧llll（．LsV　50A）と同様であ乙．（．9図）ただ［出りは最高4｛）W，定格ば25Wてある．　k6表参照）8，その他のV．H．F．無線機　以ILは当社の代表自’りな生産機種．くあるf）1，　二の他　：三力、武作機がある．　これらゐも・・バ／　・1，t．：試i乍完ピ後都合1二↓1『「ノて邑：産にぱぺらノ；．？�n．．ノたか，1皮求に応L’一つ．tt，製i’ト’．、．きるr本制にちる．その代表的な’例とL．．：，国警ユ、り，式i．’トの命ご・乏｛1�d．d・一　一f用無、：戻機が力’：，（、10図｝周波数はPR　2．と同じ．C　3�JMc’，ie：．て州1」は5W　：あろ．竃源部，か▲：ヅIS体か・ソなり，防震防本には．と1‥川，意を」ムつてちる．　この他国警向［’／．，ゲーキー一トー一；，・−13�J．’1c．｝・：・150Mc・・ン．ブf一トーi一脇あるが詳細は他の機会に∪ρづりたい。　な．お1表卜’段山：；師は，特殊川途用とLて1剤発中のt，・力で近く量β肴｛こ人シ予う亡のも．ノ）　�d�e，8．む　す　ひ　↓ソ，トを以てノ＼略v1召’i　］＼を終’．・た．　斤1茂の真空管肖己列を次に・括図示L�e二，〔7表）　V．H．F．通信は�e後主すます増加することと思うが、質量共にネ1だ定進諸baとほ多少イ系色、）あろか電気的桝三能」．♪よこノごifilttlk｛ゾ七1’こ，｝♪し・『ご｛よ．ノ＞lllli」　　’」．）し　・、’し｝こ．1±iし一．：し・ξノから，その開きは次第に．狭めLt・れてiJ：（ことで．あろう．当社のV．H．F．無線機か急速に！川1のし・一・Lに十つたのは当無線機部／IY．au）　・致卜1楴、il，設計製1’ドに当つた断占果て．あつて今後共ます’ます品負の向Eと安価なる製品0ゾ主産に専心努力する決意である，d41　119機器名称PR−2q古DPR　2（移）FN　lFN：t1，1，v　25，、LS、一　，i　U．tF、1−1ドs−・1FR．1、｜Sttン小こt�dlli発　ljs（1．；S｝．17−（ボrdSl．「「．（1’ドtiSD’，「GT｛唱1，7．↓．1’r6SJ’7−｛111ぐ〜sJ「r　｛．寸Tti）　J7−．‘IT6sJ7　（IT6SJ∵UF．rt｝SH7．一く．i’1、7表　真空管配列一J覧表（．送信從変　　調tLt，“1）7−（i°r（；Tsi　l｝7　（i「r6St）．し一（」’1”（一；）sl　L）7　｛i’1’｛ilH吐♪’i．4iT6SI．）1．｛ピ11i；9，　1，∵．qiu’d．；sl）7．｛；’1’札S1，’i’．↓tT6］＋1｝．「　‘IT　逓　　倍．　2）61’ll7−GT．　　　6、’↓．｝・｛ピ｜’　2）〔．．i，9117−．《ボr　　　u、’tl　｛輌：1、　　6Sl．）7　↓i’j’　　　匂、’6・《ヂ」．、　　　2｝・：Ll；　　↓；s⊥，’↓．4．ポr　　G、1（i．｛ピr　　　2E2G　　6sJ　7　ユボr．　　　6、�h；　｛�h1、　　　　，su7　　　2B29　　りs．［7　（．ピ」1　　‘iv6　｛÷，r　　　　su’：　　　三B之H　　↓li．［τ　（．�hw　　2）りv6．（．�hr　　　21・126　　‘．：lsJ　7−（；t］1　　2）U、w（］　｛｝〔P　　　2E2G　　（；9L　，17−〔；’r　　2’）t；、’ti−（▲’r　　　2E21；　　t；，91i7−｛’：r　　6V6　（、£1i　　　21’：L）t；　　　21巴91Eノ」ナ曽Ilj　　211su7　　s口7　　：三卜；：tt，　　L’1・：二tt］　　tL｝　B2y　　：tlsx−　　2But［　L｝）L）i・：L）t；5�j〔．八V　）u（」：　　2E2fi　　：！｛．：2f；　　二！f；r♪〜［1ゴ・｝1｛」刊lll6SI／7−↓ドr｛｛sl．7　｛ピr6＞LI．・．1｝．．r「．iSl∴．1　（ピ1’「iSl∠7　｛ポゼt；sL．，．　（ボ「パSl．「．｛；’卜6SL7−〈iFr日SLγ　（，i’F6＼L≡　｛ドr．｛稲｛：釧同il艮（1｝16．｛｝’1パlli’1　1ボrhlいi　1ピr川tlt；　｛1．’t．1；llG．（．1’］）lit．lt；　‘｝Ttifl｛1−（it⊥、（；1・．j　6−｛．“「lit，Sllt；．（i「1’tltlt；．（1．r逓｛1”i数　　　、∨．s1：！1221：1」2・］2．1：t・1：；t；機　器　名P卜｛−2FN−L　FN−．L）Lsv−5uAT．St、アー．25AF、1−1，｝「S−1FR．−lIIS．一け　　　・、20cl42）［自il司り蓬増ilJ｛5SII7．一（ドF6．、1こ52）6．、1く52｝CS，NK5Lt）6．．、1＜51口）」「E、逓ll曽（．｝Slf7．｛ピr6b’．J　7一ゴド1、1｛；．J　61US．N　7−‘ピ1、6、、K5｛s9，17−（．IT6JkS　6SN7−GT6」6真　　ク｝1　緒こ　fi日　ダリ　．．・　］詰　’fCii1｛nl　lliり支：｛．）｛〜Sll7−・（「fPl；｝6S｜）7−‘．1’r：・b〔iS　l｝7．↓」’tl：s）f’hS’D7−．｛iT3）6Sl）7．（戊T第　・i1．冒．r｛｝i　I．17・．｛i「ドt；．、K5‘；．、1く．16．、］〈5「｝．へK5｛‘受　　s‘i；　機）写5　−：｝］・ξ　’］c　一｝　f；S．N7．・｛．；t］1　‘；S．、7、‘；．’F　り＞4二〜7　．ユ］’r　↓；＼．、’：・（i’r　f｝S、、’r　｛IT2　’）　（’MS｝17　G’1’1｛｝［ll｝．（iTi’1．．ilD　i別　目是2）t．；sJ7．↓�b112．）（ss」7．‘�gF2．1‘．が．1二　［ポ1’2）6SJ　7−1．÷’F桓1波t；t｛（；一（IT“ll｛｝．‘i’11｛｝1．lt．；．・《．；1i｛．｝　H　u−　（　　：　タ　1　、｛SLi：．iS−1カ〔1｛tf　t）t；y1目　｛ドrn、f；　｛i’i’f・；、’1；一（；1’6v6−‘．；tr6、．「6−↓一｝T二三菱’「ξ」‘機　・　、．�j，1．　27　Nl．〔’．　4　・　1953i，ll　l5型タイムスイ621．3］6．543　　527．ilツチ名　占’屋　製　1乍　所盲間見滋÷：Type　TS　Time　SwitchesBy　Shigellu　TAKAMINagoya　WUrks　　Type　TS　time　switches　al’e　the　lme　newly　completed　by　Lls　and　are　equipped　withan　elecヒric　wound　spring，　being　classified　into　type　TS−1　und　type　TS　3，　The　foriiie｝’is　suitable　for　the　ξ1utomatic　c（）11tl“o］　of　advertizing　lights，　1・o｛）m　lights，　street　lights，electric　rnotors　and　electric　furnaces，　while　the　］atter　is　used　for　the　autol・natic　meag．　ure−ment　or　register　o士　tvaro　sets　of　meters，　the　use　of　which　ls　dlvided　to；one　for　ordinaryuse　and　the　other　fur　off　peak　time　（1　mid　night，　sunday　and　holiday）　use　in　the　case　《」fs　upPlying　Power，　which　is　s《）called　a　doub｜e　tariff　system　time　switd｜．1，ま　え　が　き　タイムスイッイ．は電力の合U｝！〔1勺使［ljT　．t“丁費節約なtl・Oll的で占くから柿・「！の四式があつて家庭に，商業1目に，公IUIjにあるいはLl業用に広く利川されていた．しかるに屯力に余裕のない・／†日においては規定1・「・」波数に確保されないため，これまでもつとメ）広く普及されてきた同期電動機式のものでは使用不能となつた．Lたがつてタイムスイッチの刊川はほとんど顧りみられない状況となり，その結果いたずらにムソ’な屯力と労力を’�gし国家的見地よりLてその損失は見逃せないものがある，そこで当引：にゴ≧しh：Clよ　上辺三ジ）目白勺にシ合う　タイムスイ　ッチ（7）・工Z・・要性を革：視し研究の結果，川波数に関｛系なく，精度が高（取扱容易な電気巻戊ミ府機構を持つTS．一一1　レ｝μt／11、スfノ．∫・を’完り文しfc、　　’ノ∫，昭和25年電気‡：Ktの1山i期的改］Eにf’ドい大ll電IJ供給に避’だ汕川声電力契約の条項が設け；）れ，供給電力敏，需川電ノ」などを常時と避尖頭時（深夜lf”，｝♪よびH曜，休祭日）にフ♪けて、1川［あるいは表示する必要が生じてきた．中部電力株式会社に二おいてはこの新料斜別を実施するに鑑み，従来の2種料金積τフ：電力計では不適当なばあいがあるので検討の結果，｛票準計器の運用を，汁る目的て・＊技術部2組の計器（枯算電力計，需川屯力計なと）を常時と避尖頭時に分け1刈／・・に自動的に切換えて計景あるいは表示ttLめる〃イムス・fッチの開発が要望されるに至つた．そこで当社にオ♪いては先に完成したTS　．1型を基礎として設計に百rlし，中部電力のご援助の」，とに種1・・研究の結果一ヒ述のll的に沿うTl−31型’xイムスfッチを完成Lた．　以1てこられクfムスイッ∫・の概略について．述べる．2，構造と動作　TS−11『1拐♪1：びTS　31型ヌイムスf・・f．は用途1／本質的な相違はあるが基本的な構造は同　・であり，すなわち時計機構はいずれも電気巻ノミ府｝tでll述のように操作ヒ，前者が24時間の単一llllk転目盛板を備えているに対’し後者は24時間［1．｜1転1−1盛板とこれに関連して35Hで1回転する31il日盛との．複H盛板式でかつ積算電力川’，需用電力川’などの切換川」混磁接触器を備えている，これら2種のタイノ、スf・ノチの　・オ伐自勺仕様お．」：び構成要素の比較を1表に示す．　ア　TS　1型タイムスイッチ　TS　1’IMイムスイッーf・（以ドイく器という）は1表に’ドLた仕様てその外観を1図に，カバ・一・を除いたとこノノ1143〕211　表　　TS・1　）剋およ▼・TS　31　f，！1・ヌ　fム　�df　　　構成．要素．・覧項H　　歩度1Hの時川誤差，　　センーマf谷込電到機　1回路定賂仕　制御開閉器回証各定楕目　　　盛　　　似爪，｝’…　」．ぴ＋ノの最ノくセ〃と数様　　最大外形・｝“法tm｜［い・巨動　　ノ」　　装1｜1置i構　伝　達　　　　i置　　調成　一　　指速　　装　　置t、チの｛i：様、TS　　l　ヲ皐1　　　　　　TS．　31　黄11　　　1分以内11｝0　110、　2り022f）〜「，　50，6〔〕〜　　25｛｝VAC，5A．　　　　　　別に電磁接触器付2・いi！f間8組奥1エ・幅　高ti24時間才テ仁び7曜｛31日fl盛村コ2・1時間川：8組7　曜　　月〕　：5糸「［奥行　幅　高ti100：139；215．5　　　9］二324：2531．Zkg．共共共示　　装　　置　　24時間のみ要　　開閉1制御開閉Zi’；1来装置�j磁接触器接　続　　川　　端　　了・22（144）］14．8k9，通通　　通24時間および7曜（31目ll盛付）　　　　　2｜31図TSI型’xlム川，　　　1’　Yl卜観Fig．］．　ApperanCe　of　type　　　　　TS　l　time　swireh，2図Ts　1型ン仁’パ1ノ　　　チ｛リハ・一を除いノーと　　　ころ1bFig．2．　Type　TS．1　time　　　　　s、vitch　　｛cover　re＾　　　　moved　．　（l．3図　cA）TS−］型rl　f　i、／1、ザ内締構造（左fiVj｝Fig．3．　LA）11mer　cい11stn1Cti｛）n　vf　type　TS−　l　　　　　　　ti111e　　s“・ltcl⊥ピs　　t　l（−ft　　si（lc．　片．3図　（B，TS・1　型タ　fノ、　　　・．f　・−v内部構造　　　・右側［Fig　　：S．　　iBl　　lluler　　etハ11　　　　s，　［ructi・ロ・量typv　　　　「rS　　l　　　　　い111v　　　　hyN，irch（jf，　　1　d’ight　　　　side∫．＃illi」菌1川書ll漂ぎを2図に，内部構造を3図（A）カよひ3図（B｝に小一」，また本器の構成要素は1表に’」｛すように動プJ装置，伝達装置，調速装置，指示装置，開閉装置，レS；び外袖なとに分類されこれらL7）輪列関i系を4図に・」｛づ．　（1）　動力装置イ9器は電気巻時計JC．C“あるから動力源ロ　ー般の機械時計のJlうにバネ鋼板製のヒ．マイを用い，その外端は回転香箱（以ド香箱という）の内1則に内9iM｝は香箱を質く回転軸に固定されている．香箱外側の・部を歯中とし小形同期電動機似卜単に電動機あるいはゼンマイ巻込電動機という）により　・連の減速歯車をfiLて香箱は廻さt1る．すなわちセンマイは巻込まれる，ゼンマイの巻込を自動的に行うため香箱歯卓とゼンマイ軸に固定さ21た伝達歯三菱‘違孟機　・Vol　27　No．4　・L9．　53計川装置調速装置ヒゲ力・‡「堕慌進梼．ノ’i化遼裟置1　〃　番　●　フニ・叶：鐘ぼい、　　　　　　　　　　　　　　　　＼，，番更刊、　累申＼．一＝　＼w〆　　　　’，’メ’　一’　　／，　ン「ρ’　「　　天府，一「）ンキ動ナ　ー80帽盛板／ゾ番重ηナ　　　指・一　羅9］，・．／．　5日／ご蚕車目盛板合丁装置一一　　一　一　　　＿　　　、、≡＝＝1一皇　　一一隅・E一！／r：Tイ　：一ぷ、＼一．2　．、時一1　　一i一・　　　≡〆巴ご一寸〆日盛一　　「　．AF’≡一・　　　　　　　　　二r圭．＼、「」　口＿だ’縮川　ネ∵ご〆春込　　ll二∈ポニ：二　畜勤　桟盲　　ノ］・．・：；1≒ll；1三1〆le　’長‘�h　　1・喉4図　TS−1　r81れ　f∴　「f　，　f’｝輪側1F19．4．　（．’yllndricul　gide　f）｛type　Ts−I　　　　tilU‘・Sl￥t言ch．板を嵌め込み，単相巻線を施Lた固定了による回転磁界により該磁性板中にヒス7’リ’iス損失を生じ，」1つて帽状回転子はヒスi’リシス回転力を得るというにある．1たがつて・名ヒステリシス電動機ともいわ才1ていろ＿この電動機はもとより電気時計用単相1司期電動機として設計されたもので本器のばあいには必ILLil、同期；虫度を得る必要はないが，小形軽量て、人ノ」かきわ’／）て小さ：ほとんと不変でかつ比較的JJ率か良いなヒの特長を取人わたのである．この電動機の仕様を2表に示す．　制限開閉器の定格は　250VAC，5Aで，機構は自動復帰式トツ‘」’・しXカニズム（早人、早切、にLて銀合金授触r・を用いているから動作が確実で耐久度はr吉｝い．　（2）　伝達装置　伝達装置は前項のゼンマでぴ）ノ」を（3）項の調速装置に伝える一一連の増速歯中：で，その回転速度は調速装置によつて規正されることは般の置時計や携者午時計とどう↓：うである．伝達装置の輪列は4図に示すように1番中：から4番車まであり］番車はゼンマイ軸に固定し，ある歯申：比により遂次増速され最終の4番車は調速装i挫のヵン｝中：カナ（カー」とはピニすンのこと）と噛合つている．輪ダ「1［lt2番申：（7）1口｜魁1；塞匡芝は　　1　rph，　4　番車は　1　rp111　でそ　　　　　　　　　！「；L’ノイ春込電勤桂の京騎蓮転撒《睦賑趣L五二E「蟹c　、噛．　　’　一’．　1’1−｛ご’マ’q　1ザll二』tt’ミよぷゼアがコ罰亘ミv．別マfi5・　　　　　　　　　　　　　　臼綿　置転碕面　　　　　　　　　　　　　　．；’／t「］1亨］i蒔「司　　　5図　ゼ・・パ巷込電動機の運遊、状態FiR，　　5，　0peralill　kT　gta／　（，りf　spring　wlnd｝ng　nlotor．・桓1番中）との回・痘ミ数の若にicり応動一9’る制限開閉器か設けてある，二の制限開閉21幸は電動機と直列に接続しセンー．’∫が’定以ト戻ると閉路し，したがつて電動機は運極、Lビン、・1を逢き，ゼンマfが．一定以上巻込まれると開路し電動機は停1ヒLてゼン∵イの巻込は止まる．この1、うにして停電Lない限llセンマイ巻込電動機の運転，停tHl　ts・問はほほ　・定の剛則で繰返さi，　rる．電動機のゼン∵イ巻初めkり定常状態に至る運転、停1卜時間の関係を5図に示ナ．　ピン∵fか巻込ま力電動機が停止寸る1：センマfのト’r−ttにILり壱動機は逆・1憂、の虞力かあるか1｛9｝；のはあいには人なる滅速此に設、亨｝口二あるので逆転｜；戊」止装置の必要はない．　時計の精度と寿命の向Lを計るためセン！イのト・しク常用範囲は香箱の全1［」1転数に対して6図に’ドtようなきわめて小範囲に選定Lている．時計か動作日1最悪の状態ですなわち，電動機が運転直i〕ilのとき停電しても6図より明らかな1：うに　・lrS夜余の持続時｜iijを保有している．　ゼン．tJイ巷込竃動機は7図に示すようなきわめて小形の単相1rij期竃動機の　・種でその原蝉は，非磁性金属板よりなる帽状回転一1：一の内側にヒステリシス損失大なる磁性TS型’tイムスイッチ・高見rrc，《4いll　95’eF−　一酬馴三tS　　　　　／／〆＃　　　　　　　　　／　　　　／　　／ユ＿．．f＿k1　9記�_，�d。，1漂瀦｝一5　6図　香箱1川転数と七…’川1由ト・−7っ関係Fig．6．　Relation　between　thp　speed　”f　c；lnck　　　　　and　spriTlg　axis　tn1’qlH，．1図　ヒ・・’t巻込電動機の　　外観Fig、7．　Apperance　　　windin9！1　　　　　／　　　　　回．｛s．　prlnR　　　　　転t°「・　　　子　　　　2表　セ！−7で巻込同期電動機乃仕有定定格周波極回弁数　電流　人　〃力率出力格�n警数rPlコ1輪翻殻1・，，1・備“H　　　l−　　　　　　！一　‘VA．　W　　‘−　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最「氏起動慧ll�g：11：1：：；�b：；i、溌・篤躍・注：20f）．220V，50．6｛｝〜kll路用にはllil接抵あt器をf」・li．．（145｝23k｜そhの軸は地板表1面に貴川し前者には60分目盛板を後K’には60秒H盛板を嵌めて時問調整の使を計つている・4番中：の形状については調速装置の天府をイぐ1く連動せしめる目的でガンギ中：の軸ノノ向を90度変換するためItフウン歯中：（C「aWn　gear）としている．2番｝pから4番ψ：に至る歯中：はりf：’　’イト歯1杉として摩擦損失を減少L時間精1＜の｜・1・JLを，汁っている．1番中：1紬すなわち一1�dマf軸より4番中：（ケ・ノゥン歯中：）軸に伝達されるト・L　t’と5f箱川転数との実iH［jせる関係川線を8図に示L，この曲線と6図力ユ：び伝達装置の歯1杓七kりその伝達能率を求めると85〜950∩にして常用範囲’は平均93�`・y）高能率となる．　1：り　調速装1首「　，澗速装1置は・ゼン・！イの川力を，｛周整Lこ｛ム達歯中，の111国ム速度を規r王するもの『（ご時計機構中￥）つとも｝靭要な部門である．　その構造は人11fLj：（天府輪とヒft），1悦進機、　liン　i車および緩急針などからなり1枚の地阪に装置Lたものであつてその外観を9図に示す．　天府輪とヒt／’は時計の歩度を規［ビするもので周囲温度が変化Lても尺lflf輪の振動数が・定イミ変であるこ｝二か好まLい・　本器のはあいにはヒt2の材日に弾ナノil率温度係投1D・」・なるLリンパ（NiCrFeWMnSiC　r↑（1）｛）を川いて温度補正ゾノ目的を山している．ノく府輪軸の七白装問1二Lてはもちろん�gイillill受．1：1、て精度．1：存命の向1．を汁つている．　脱進機は〃ン1．中と天府との連結を司り大府に振動勢ノ」ノご与えるもので、本器では簡単なirく，・・型を川いこいる，　緩急針はヒ’・’の」ざさを加1減Lて人1付輪の振重り放を変fヒL時間の遅速を境11ヨーるもので、その調整範P［山一uにつき糸勺　・卜6　f’）で　・i中1荏｛1糸勺　1．5　フ）にlt’1る．tfi、で蓄fi車軸fiFlしdηsiz　　　3　　　i　　　s香　蕾　凹　記　籔　〔〔§〕）　8図　香廿1回転数と4trf　・i・：軸1・しケの関係Fig．8．　Relation　b倒weell　the　speedイ｝い・1，）ck　　　and　N・．4・xi・t・r・1し｜e。24↓146）．籍急針n八’一天　府運転停止八ンドノし9図　調速装構1・り外事「Fig．　P．　Appor・ance　oi　　　speed　　regu−　　　　iating　dcvice．10図　TS　I　TS　31　ft1｜：t仁、・f，i．力爪，○よ：，・・：〆　1’ikr・1（［・　Ca重ches　：ln（I　pnls　《，「lyPc　’1’S　I、　Ts　31　　　　　　hmC　S、vitehe，s．　　仁器の調速装直はRlf計の精�jと存命II’・J　F’．・’）ため前項のノ／・「’ノン歯〔ltに1（つてづV’白こ装置され．かっ外りかよひ塵埃1．り保護するため・；9f・脱自在の〃・・一を、没けこいる．〃…一去面にほノミ府1；i吐・・ント・しを設けagxの運搬休Ill時に不必要なノ＜lf：1：の振動を担」制L・必要なときf，・∫時でtl、運転L得る便を計つている．　目）　指示装置　本器の指示装置は・般の時計のような日の裏装置に対Lて24時問目盛を施した日盛板が時計ノノ向に回転し，時刻は目盛板中心の固定軸に付Lた透川指針により読取る・目盛板ゾ）回・1�d1はゼン．！f軸ぴ川．縮一ネの摩控（”「rll弓亙ll’る歯中：kり伝口さ」，i，その川転i虫度は・ll楠124時問てある．　　1−P・居P《の‖銅1｛▲�d6隻定はH盛版を｜Uf，汁ノ∫「・’・jに一iui　Lてtlうの　一あるか，歯中：の遊ひに1［る時間誤差を修正ナるためそ力Uひノ．け反時・ll’り向に戻Lて指釧｛二rこぜる注心か田・要il）る　標椎目盛Wの目！盛は’ii前、！1後かく12時問づつで最・」・目盛は15フ♪であるが必要に応じ　12時間，・18時間な［：の特殊目盛板とすることもこぎる．　｛5）　開閉装置　開閉装置は前項の「1盛板と絹r「｛｝コlill御川路を1枯定時刻に人，切するもので操作部分し被操作部分1：からなる．操作部培よ人，；…．it・L・LU州の爪とピンからなり、これジ戊を10図に示］．．人切川爪は目！イ8板円周llをスソイドさt’整定時刻にセットLLンで固定d1る．目盛板にセツトし得るぺL；J川」爪かよびピンの組数は最人8組で人切間の最小時間問隔は1．5時間である．人用ピンは切川ピンより操作ヒ幾分七くしてありかつ誤セットを防r［iするたノノ赤色頭部とLて切川と区：別している．　被操作部分は〃ム機構と制働開閉器とからなり川盛板Lにt：・トされたピンが指針lf’E：ドにきた1瞬間にノノム機構刀・応動L．：制碑1開閉器を整定‖］∫刻にli｛人およOl，LU」操作をな｝i、」）6あ“，．制御開閉器び）定格it　250　VAC，5A’L銀hf，〉接触1口早人い1∪」カム機構とにより動「｝は確実で耐久度も高い．開閉器容量は5Aであるから制御回路の負荷容敏か5A以1：か，直流川路のはあいには適当な電磁接触器を併PIJしなけれは幽ならぬ．　（6）　地板，外箱　前述の（1）〜（5）項の各装置は2．3粍Pノ：の2枚の黄一三菱電機・VoL　27　No．4・1953　　11図　TS　31川”it”，”ftt∫．．．1／Jト組Fig．　11『　APPCbl・anCピ　〈）f　tyPc・『「S　31　riMf・swltclコ．　　　12　図　　．rs　：」｜　）i、1�h」　1．．’，．・　・「　・�j　、』内1；｛；Fi9．　1：1，　　ll］si〔1（・山　lyPい　’｜囎S　3｜　t川1【・s“’itいlv．i河仮製地板に二Lつ二階固に，精巧に川、’ノ：．1ら力か・ノ各歯中：軸のi．．ゾ．’ノIWr川茸1に∴川1留を．施1．．こいイ・．　外箱は．美装鉢粥く：製‘力．・一乙とカハ・一三からなり，　ベースは前項の機構を収容L　ド部に∴電動｛幾」．1・よび制御開隊」器接続旧端子‡「iを設けている．　ノノ・・’．には時・i川整定のf更を計うた．ら1二［！薙板川ノノ／’t．＜窓蓋を設け時間整！・t’後封・日川Lイ、ニヒ｝う・で．キ�c．　リハ　．i：　tt・　スおよび．ノノパ．・．．　i：．．ノノノ／，窓蓋問には防目じ装置を施Lて時、汁レり精n乏低卜’を1防rLl．．．二．いる．時計部りアは（〕；n反：製7．t箱ごシ・　・［卜．さ］rているぴ）�c外部磁界（乃影響を受けて二↓メ度が変化」Lる虞れはない．　イ．TS−31型タイムスイッチ　Ts−．31　可1］ソィムスfッチ（：Pλド・1く；提という）は1∫頁に述べた日的で1表に示寸仕様と構I」1ζ要素を持ち，中部電力より要求さdNたド記の条項をナベて満足十る．〔川〔b．1（c’1〔巾〔e）1い（：9）｛h）整定川刻に計器川川路（1汐（｝を山換えイ，．一と．深夜［61あ・よびil耀，休祭口にしり換え得ること，5り｝．ヰひ　60〜に1il．　1・11　−C：．1、歩度は周波数1・こ影罰；き力ない二．！：．24時間の1亭i．Elこも1”i”’iヒ［．ノェい’1．時計の歩度は川12分以内、｜t’，．日：1，30分以内1、　〆　1．．L．ノ　　　　　．／00V，200V　；．こSic・川・．できるこL．切換動作の表示を．ト」‘けること．電源の負担を少くして計器用変成器（以、ドPT，TS型タ．fムスイ．ソチ・1；’川註　　　　CTと呼ぶ）の↓t：．用．ごきること．　．本器は使命．LTS・・ユ型に比して表示装i苦，開閉装置など（V」Vるが基本的要素である時計機構は同・である．本器の外観を11図に，内部構造を12図に，カ．バー内部を13図におよび輪列を14図に示す．以ド本器θ）各装置について述べることとす．（．1＞（「2）（3）（・い動力装置［伝達装置　TS　1　｝til1に1司じ．、凋速装il4一指示装置　メS器の指示装｝削．↓TS　川liり．で述べた24時間［．n1転目盛板とこれに関連Lて35　日て／t・回1転する7曜［【．11転目盛板とがある，7曜［日1転目1瑞板（以ド7曜H盛版という）グ）川転はゼンマfll由の力を伝達する連のi威速歯Fi’ilから得られ，その川転加・「1」は241ilS問「｜盛板とも時計．ノノ［∴Jである．24時間才♪よび7｝曜｜1盛板の1整’定は24時間口盛目｛1則13　図　　TS　3i　型7　iノ、　t，　r　．，ザ．　u「．）ノノハ・−1勺｛’il；　Fi　gT，　13令　　Inside　（，1．　u‘｝veT’‘，f　tyPe　Ts．1111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　i　　1　↑　1　　《三　　　　　s　　c　　s　｛r、L抽芦ψll1］艮1’　頴遠呂宥　　　　↑プ．・ゴ申　＊？　il‘駐／s　番　●�`　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t7騎1占i盈状．iSE目盛板7曜目勲h14図　TS．31刑ソfムパ，チLi♪輪側F｝g．14．　Cylindrical　side　of　tyI）e　TS−−31　　　　　　ti111e　s、V｝tch．（　147　．）25を時計方向に回して｛rう・7曜目盛板には5週分の7賄目盛を施L，　その上に31Hと4日の一ノノンケシ）口盛を施Lた々」・2枚の1，・・］心目盛1・�P・・胎Lてある．2枚ぴノ3111目梓板は7耀目盛1「（に対Lて板ハネを介Lて自由に回］’ことかでき・そσ）目的は7曜川緋回こ内接するノくなる3川用盛板か今りの川寸を小すに々’jLて，ノくなる31日目搭板に内接する’」・なる3111日盛板は翌Jlの日付を’」、’「v’の．fある・7曜口盛W川心ゾ）固定軸には24！｝寺川1盛枚L−「：うように透明指針を設けこの指針ドのカ�_日盛阪の就ノか現在の日付と曜日1L’声’Jk’すノ）である．　（5）　開閉装甘’＄1　本器の開閉装置は211きド）制観開閉11．｝と1個の電磁接触器とからなり制師；月閉器は24時間目llS板と7曜目盛板に応動Lて“人”“Ll」”L．屯1己‘接触器は2個の制御開閉器に！tり動作される．　（b　制御開閉器　制御開閉器は2・1時問目盛仮用と71据日盛板用との2種類かあり，前者はTS−．1　iii’｜］と同　・であるが後者は7向目盛板々V周のセ…阪に上ノトする爪およびビンと．二A｜に応動するス’｝一スイ・’‘川：りなる．7曜日盛枚用爪htひレンは10図に小一｝形状で．爪ば7曜目盛枚外周をスノfドさ・＋］．所’・12の曜川避�h頭休祭H）に整定Li：にてセ・ト板にセ川一する．ll’ト良には35η分さ｝［たセ・ト用ネジ穴を持†・7曜目盛板十の1個の止めイジにょり7曜目寝板とIL：動i．る，ノ．細かく時間の救定をナるたU7曜「｜盛ト反にk．N−］日分．ハ1川滅かでキる．　　ス　＋　ノ　ノ　ス　f　，　i（i宕三格　　25（1、「AC，　5　A　　て，　　そレリト叉作い・・一かlz述の爪に乗降寸る二とに」、つで早人，早切動（’iかなされ，銀合5＞接触r力川1目とに仁・てタf・∫・ノ）寿命を高力・こいる．　以ト2絹の制御川］閉器は並列に接続さカ，「ib項に述くる電磁接触器の竃磁線輪と直列に接糸売Lてあ“f．Lたがりて電磁接触器の電1滋線輪は制御開閉出’；がと1、に閉路あるいはいずカか弓ノが閉路Lたときに付勢さir、とtl，iこ隣甜各したときに津1勢さ才1る．　（i川　1L磁接触器　電磁接触器は15図IZ・」」．　t−］．・’・たTt．．V形で川26（148）15図Fig．15，電磁接触2．，▼・外観APperance（’ielectro　　Illag・netic　contac一tor．途hきわめご小形に設言1士．こある．　その接触子定格は250VAC．5Aで，　IL磁線輪の電圧は　100110V，200220V，5060〜である．3表参照．　電磁接触器の目的は1二述のようにPT，　CTの：次回路を切換え2組の計器（常時と避尖頭時用）のいずtilか・りに計量あるいは表示せ．しめるもので，その接触f�cは計器の電圧素子および電流糸川jのかく2紐を持ち，電圧素力目は計冠あるいは表示する計器の電圧素子を励磁し，屯流素1�c川は計｛1めるいは表示する計器の電流素ジに負荷電流を流しかつ1鯛側計器の電流素rを短細（もちろん竃圧素i’・は1励磁さtirていない）電流ツリ・−1−iク現象の防【上を計つている．　開閉機構はネリ上ノう一ス内に4組の口動復帰式切換接触s’・をvai　tしたものでn∫動接触子は電磁線輪の消勢時にはバネの力でド側の固定接触1�cと接触L，電磁線輪か付勢されるとともに上側の固定接触子に切換えられる．かく接角好は銀僑漫で而寸久度高く安定な接触状態綿ll；持されるのでCTの負担が変化することはない．したがつて非計測側計器の電流素s’・へ分流する；琶流値の変1ヒする虞力は少ない．　計測側計器を機械的に表’トするため衣示板に竃磁接触2k’，　i1∫動鉄心のL卜動作↓付勢，消勢時、をし・…により連動さtl’て操1／1：しノノバーQ）小窓より見ることかできる．　電磁接触器の取付には緩衝装置を施し可動鉄心吸引時の衝撃を吸収して調速装置や制御開閉器なとに悪影響をノkぼす虞れのないように1．てある．　　　（　　6　　）　　　　　そ　　e）　f也　（1）〜　（4）項の各装置は3枚の地板に組肯：『ご（5）項を含めこ防塵構造の外箱に‖冥容LていることはTS　1型と1：’うようであるがさらにつぎの諸項が設けら力ている，　（i）　電動機および電磁接触器の　10f）V　と　200　V　力電｜1：［刀換端f”板を一・一スド左に設けている．　（li）ている．ある．｛　iii　’）端子箱は’・一一スのド部と左右に各1個ずつ設けこk−1ら端1�c箱の接�bは20図Aに示すとかりて・り釦J“i　t．用いそカそ」［ヒt’　）色別1て点検の便を計つて1、・る．　　　（　　　　i　　、　　　　）　　　　　　　　　　　　　　ノ　ーi　　　　　　　C　　，　二　　　　　　t　：　　　　　　｛　戊　　　　｜　］　”　　　j　　f5E　−1　　寸　　　　　　る　　　　．　三周波数配線には電流側に2．Omn1，　　　　　　　一　一一tf．∫　1冠圧　　電intV　　mA1001102（川22058．576．534．5混圧1則に0．6mm−／にkり絶縁tか�_）・で．き，窓3表　電磁接触器の電流、人力、力率50〜48．5　‘1〔L90人　口皮相　電力電力　損失VA　　W5，85　　　2．（，8．40　‘　　2．86．90　　3．0　　　4．1わ率　電流o“　　mAi｛433383938．048．520．527．56（）〜人　　　ノ」皮相：電力電力VA3．85．354．lo6．05損失　WL62．12．63．3力率Oil42396355三菱電機・VoL　27　No．4・1953　・．1！，’・閲es’51ノ「；］山ノ亮、・品「・11，1　・β漸．元．時．墓，岳／：μ�j‘｛：伊試・．ハいく．い．ノ川」ξ．6．1）tJ．’tlて’↓．汐2」タ（’肌1．．ご　　　　　へ　u　こ　．：　v　さ．三二　；こ二：：　≒一言　3t．1、：一：三・5．．�_　汀　　　　　　　　　　　ピ・：こ，．ili6図　TS　LTS　：s1［‘1�gf．’−1、．、　ru等．時性1∪｜線Fig．16奄　Ch・．lt∵eter’istic　eLEI’、．eS　l）l　lyl」t’TS・），TS　：．｝1　　　　　til∫“・swik・1’teg／．　・〃Si’魂：｝虐，　ij←い鉦h　．　　◎ン．〆・、’／3＼　　　　　　　ロ　　　　　　コ　　iV　　　｝∫　　l　　　l：！　　　　　・，．．（∵　　　　　　　　温　　＼　　　　＼　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　へt，．if　　・t‘，111　　・jltξ　L℃1｝7　図　　TS　−．］，TS　　ll］　．型ソ　fノ、　tt　t　’　i□）　i温　．！at’　　歩．度特’門三　Fig，17．　T目llP【三ratLlre　s〔cP　chni’．tCTeri：　tius　o｜−［yi）e　　　　　　TS　］．　TS：Sl．　time　swi【ches，ノノ．ノスは破川の�g1あい｛吏川K’1こ1：”’ノて簡単に取換／三ることがて・き乙．　（V）　カハー？21面｝．こ｛よ屯路接続図銘｛疲ゴ川：�c・カい《iik，＋．ン．力1�d備ll占う・帽i三　一1．、る．　（13図参照．｝3、精　度　TS．−11牲1♪．1：び〃1’S　31型’x・1ムスf・・”i．の精度｛．1，構造上　・般の置ll｛i計仁り1ビ確で杓▲1」．りな携帯‖与計に〕丘い，とく1．ご本器の精度iこ：関Lて杉慮されている．‘∴（はL述ゾパ．�jに　（1）　ゼン　tt　f’ノ）常｝il　l・ILソけ極ノ1・範隣1を使｝村Lてr、・ること．　（21　1凋．速機は川度1｛　li　d　1（［1LL補dl．｝fJ：なされていること、な．どで1二場i．こ」♪け’ぞ，時間調整はフナ，秒lll荏板を、涜み・つン）緩急針をノ川滅し標i！l｛時1汁に対．Lて｜分以内ゾ）歩ばε（周1川i品度の影響8も含．めて’）｝こ狗勺めている．　な，お当社に．｝，・uる精度に関する　：，　1の実験の結果｛．」，　（1）　1廿週1日の停電を与え連統三璽1臥1〃月後の時問誤差の集積は5分程1隻て・あつた．　（2）　20秒遅オLの歩度を持つ、i式料の”、「i’・liff一性1川．線C本器こ・i、」：停屯約］Hi．こ相当する）｛．よ16図↓こ示す好．成績を得た，　（3）　周囲漏度にk・」’する歩度すなわち｝．｝d度特性は17図に示し，この特性曲線」：りこの柿ヌ．fムスイッチのih，i度f系数（温度］°C変fヒに対する歩度）日わ．S”かド．｝2〜3sec．・℃（勘りClあるv，レtf　’J：1｜る，4，特　長TS　l　Uわ1：：ぐノ・L’TS　31　型．ソ　∫．・、プ，　f．ソ　〆ン．．）1ソ∫るTS型ン1ノ．、ノ．　f’f・高．写．18図　ゼンマイ巻．込電　　　　動機，　電磁」妾角虫　　　　器の周波数と人　　　力の関係Fig．18．　Relati“n　bc−　　　t�dveen　frequen・　　　cies　alld　inpu｛s　　　《st’spring　win（1−　　　itig　mu1‘｝r　ttrid　　　tr］eet！’u　111ugl．Le・　　　　TkC　t’OlltUt’k．）1’．liIu9．♪．・　　　f，9、　t”1’VA♪iL＿一＿　r1，フf李L／．＆軸日　幼　　　碗　　　k・　　1・e　　　　■　　ノi‘　鼓　．・、｝一16　　59特長日つぎのとおりで．．ある、　（1）　］琶気巻天lfll：s．W！jl‘il’機｝苗のため周；皮‡k　U）影響は．／“．くな1ほ芋問が1ド確て｝・、ちる．　（lt）　最悪の状態．コ‘1‘屯して！rl、1昼夜余の持続｝1猴問がちる．　（3｝　　1証絢1虫膓ミi；！1コよ　L　リ　ン　’ぷ製ヒ　’ノ．｛．二／：りnl．」、kfi「rをしているのてで海D底f系数が・トさい．　｛．4：｝　各開閉器｛よ1β人甲・L刀機構で銀合金接触ゴ・を用いているから存命が⊥ミい．　（5）　ゼンー，tf巻込屯動機おkび電磁接．触器の人川よ．キわめて’」・さい．2，3表，｝沽び18図参照、96）各目盛板の爪．｝・〔びピンU．）　−t’r…トはきわ．∨・て容易である．　（7）　iiik±：は精細な時1汁機構を持つたy・〜じ期的に分解．掃除を行えば長期の使用｝こll巾ターる．　LS）；念りや騒1・”1を発・］．ろこと｛」．ない，　（9）　’1・形軽｝1｛：・．であろ．5，使　用　例　ア．TS　1型　メミ器はllとして商業川，．L業．用あるいは公共事’菜川を1・1称とL電ノJの．合理「白使1｝」．むkジ人件費シノ節約を目的と〔．て1没計された高級ンfノ、ス．fッチの　・種『（’あるが近代的電気施設を持ン・家庭にも好適で．ある．ユa1ド恒掃小：：ft的1吏用f列を［簡単に紹∫トする．　（川　広告灯（ネ・1ン，電’tDの自動制御　最近宣伝機関の尖端を∩：くネオン．．などの刊川が発．展し都山’はもちろん山川僻地に至るまで普及されているが，これらの使用に当つてIZく告効果の薄くなる深夜や．昼間の点滅に本器の利用は人件費と電力の節約に好適である、19図（A）および（B）参照．　（2：）　室内’た」’，　街路灯の自動制御　百貨店、’9務所，　［1場などにi・ける室内灯あるいは街路川な．レの自動吊il御いイ・1器の利用けノ＼「・に1：る［．点け忘（149｝2iれ」や「消し忘れ」を防止し得る．19図（C）参照、　（3）電動機運転の自動制御　灌概用水電動ポンプや工場，事務所，百貨店などの排気扇，天井扇あるいは送風機，冷却水，揚水電動機などの任意時間の自動運転に本器の利用は好適である．19図（D）参照．　（4）電気帆電気乾燥炉，電気ポイシの自動制御　電気杷電気ボイソ（混気i谷場用，調理用湿木器）などは通電Lてから相当時間後でないと1吏用状態まで所要湿J皇にi主しないた・y／1吏用1芹1W｝　1、2　HSsitljiyjiニノ＼「∵”fス　f　ソ　馴目泌7ふ薫コイ弓蓮．石・i・・1そ1「；1き19図｛A）広告灯，室内灯｛5A　　　　　以下の小容量．負荷の　　　　　ばあい♪Figコ9・（A　J　Advertizillg　lights　　　　　　　and　　roolll　light：　　　　　　　いvhere　the　　load　　　　　　ls　belu“T　5A），7∫一ノ聖ワlL�h・・ぴ電骨イ干竃「劉蛇1器LTS−1�aトつイ七一1イ1・」コF28｛15M19図｛B［　イオ・ンの自動　　　　　制御一一一例Fig．19．（B｝One　exこtlll・　　　　ple　ot　“utOtll；ttie　　　CL）lltrc）10f　l）eUI｝　　　　　［輌9｝ltti．91図（C）室内灯，街路灯，　　　　　広告灯csA以　　　　　Ito大容量負荷　　　　　のばあい）Fig．19．（C）Rc）Om　lights，　　　　　street　］ights　ad・　　　　　vertizing　　lights　　　　　Cwhere　the　load　　　　i、below　5A；．　＿姦額院量7s　−」型タイムズイ・レナ　　｛？oav　m）常騎菌転c’）ばあいI」必要ない団転中亭止しないとき1二用いづ纏藍e5tきに用、δ　　　19図dD）電動機の自動制御Fig．19．（D｝　Automatic　contr《）l　of　inotors電闇m器T5一ノ型ワイムスイツチ　（　2eg　v用）　　　　にLユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す“ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．．．．・．19図（E）　電気炉，電気乾燥炉．電気・卜fフの『1動制御Fig，19，（E｝　AUtOmatic　contr《」　of　e］ectric　funtaee，　　c｜eetrie　drying　kil1〕．and山ctr」c　b・iler・t．チを人力る必要かあるが，本器の使用にkつて使用前に自動的にスイッチを人れまた使川後に自動的にスfッチを切ることができるので熱効率を高めかつ人件費の節約ができる．19図（E）参照．　（5）　遮断器の投人遮断の自動化ビルデング，1：場，屯鉄用変違所あるいは自動発電所用遮断器の投人，1幽新操作の自動化に本器の利用は好適である．19図（F）参照．　（6）信号の自動化　会引，．［場，学校，’｝享務所などの始業，体憩，終業時：培η；機　・、Jol．27　N‘）．4　・　1953軍電漁スイツチ．irL。、　c，　　　19図IF｝遮断器v）自動制御・例Fig．】9，｛F〕　　One　eXample　of　uuluTllatic　Clハnロ’d　　　　　　‘，｛　cilcuit　breakピr，1δ・1聖勺1」」之イL；）L19図（Gl自動信号装置．Fig．19．　．｛G）　AutoTnatie　　　　　　slgn：tt．　　　7：さ一1型フイ山へ［’・．戊二1絡菜用・　　　　［ぱ業1］・碧用）＃iL7　　　19図tH）学校用自動信号装i崖Fig．19．，〔H）　Auromatic　Signal　for　sch‘」‘〕Lの自動II湯装置として本器の使用は好適である，19図（C；　）参照，とくに学校用には12時問目盛の4，のを2組装置し始業，休憩時を別々｝こb：うことができる．19図（H）参照．　イ．TS　31型　本器は1」頁に述べた新電気料金制に基く避ノた頭時竃fJTS型ηイムスfッf・高早契約の場合に適用され契約条件によつて本器と使用計器（常時と避尖頭時用との2組）との組合せは4表に示すような種々の場合がある．この新電気料金制の適用により終日大口電力を使用する陶磁器，電解，肥料あるいは化学薬品丁場などは低廉な避尖頭時電力料金によつて電力料金の節約を計1プ畏品の’1ストを低減することができる、　Ll）　動『作　本器の」、つと・1）簡単な使用例とLて4表Aの場合の動作を電路接続図20図Aにllつて説明寸る．　（a）　常時電力吐の計ウ敏　常時電ノ掻の計敏1蝋積算電力計WH2が計砧する）にt’　t　24　if＄ilkj　l　P、盛b更オ♪よUご7｝曜目｝，fl，1　Nx”y↓　J，’，1（Q）一セ　・ノ　ト杓文｝こ一ヒッ］・したピ’ンおよび爪により応動する制御開閉器LSI，LS，，はと4、に開路しているので電磁接触器MCは付勢さtlていない、したがつて電磁接触器の接触1’・Pai，Pa：，Ca‥Ca2はとも｝こ閉『｛‘しているので積算電力計WH，・（ノ、｛｛則で昼間すなわt，常時IH）の1じ圧線輪　Pi「，　P．i「は励磁され，電流線輪CI’，　Cノには負荷電流が流れて常時奄乃量が、ll量さttる．このとき避尖頭時積算電力計WH，（｛i側で深夜」月1び休祭n用加）電圧線輪P，，P，，は励磁さ」1ていないのて�_汁｝己されることなくかつ屯流線輪CI，　C．，は接触it　Cal，　Ca：に」：り短絡されているので竃流線輸側に流れる電流は・j・で竃流ケ1）ヨ’ングの現象はll加トさin乙　（b）　避尖頭時庵力量の，ii’埴　制御開閉器LS，，　LS2の何れか　一与あるいは両者がかく目盛板の整定時刻で閉路されると，電磁接触器MCtt　f・1’勢され接触］’・Pal，　Pa：，　Ca｜，　Ca：は開路し，　Pbl，Pb，，，　Cb，，　Cl），　（よ閉路する．　LたがつてWI七の電聯泉4表　避尖頭時電力契約ttJ含むt」fムへfッ∫　　　討・器の組合・［⊥　　TS　31型フ　f　！、　石　f　ッ　チ積　算　電　力　計最大需∫｝］電力表示付積算電力計∧　用　電　力　計硫算無効電力計力率を加味Lたぷ　川　電　力　計記録型需用電力言卜電　路　接　続　図A12（）o｛｝0u組合＋t一使用区分と所要｛固数B　　C　　I）1　　1｛1　　　22　　　0（）　　2（▲　　（）0　　0｛｝　　o12｛［220o・・図A2當2晋1・・図A5〔ト5りりkWl詰い（E　　F］　　11）　　22　　　（｝o　　（）2　　20　　02　　2　　　　　　　　　　　　　　　50り‘5（めkW以．上50〈）k、V以トで　　　　　　　　［’常時と遮kw未満で常時で常時と避常時，避尖頭時概略契約条件尖頭時契約ち避尖頭時顧尖顕時契約nよぴ特殊電り’　　　・　　　　」）e：・［“　Y・］の場給　　　の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製約の場合　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ」ξi加味・）　〔り略≡加叫こ）d5い29常喜日寺同用副　　左WR2　cr　BBWRztL．＿．TS　一　31型勾イムヌイ，ソチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　，．＿．一＿人＿．「坦プ〃o〃吻　　　ノ一1’一の接続ほ積算電のば’あいを示苛’A一一圧土7，言避殿墨頭纂時日用電R匿LS　　リ　　ノ　∫　（・ピン　用）E　　ア　／R備考WH，，　WH2三相交流　積．算電プ1言†DMWHb　DMWH，，，　三相交流需用電力　計付積算電ノ」計PT　計器用変圧器CT　　〃　変流器Mc　電磁接触器（積　算電力計切換用｝M　同期電動機ロ　ンマイ・巻込用）T　　電圧切換用端子　板LSi制御開閉器（24　時間目盛板用）LS，・制御開閉器（7曜　目盛板用｝　　　　　　〃fソ　　　　　　f巻込直列抵抗器20図（A｝ρT，cτ付の場合6τ何の場合TS　31型ンfムクイッチ電路接続図　使用fllil　↓その1）　言1’器1積算電力計ひるいは需用Fig．20．（Al　Connection　di：tgraln‘ハf　type　TS　311hme　switch　Clrcuit．輪Pl’，　PiS「は消磁され，　WH1の電圧線輪P，，　P，sが励磁されかつWH1の竃流線輪C1，　C：sの短絡は解かれWH，の電流線輪C／，　C：▲「は接触rCb，，　Cb，，により短絡されるので常時電力最の計量（WH，・）は停止し避尖頭時の電力量がWH1に計量される．　以上の計量操作は必ず何れかソァの積算電力計に限定さ2’tるもので，制御開閉器LS，，　LS，，，電磁接触器MC’r♪よび積算屯力計WH1，　WH2の動作関係を纏めると5表に示すと」刈である一5表　TS　31型クTム’・，イッチの制御開閉器　　　電磁接触器，積算電力計動作関係制御1増閉器LS，閉閉開閉30（152）LS2開閉閉開唱宝磁接・角虫器　MC消　　勢付　　勢付　　勢付　　勢　積　算　電　力　計　WH，　　‘　　WHl（常時月D　�j避尖頭時用）計　　措fi「t量．（2）　PT，　CTの定格負担　本器の使用については竃痴料金の契約条t’1二によつて4表に示すような種々の組合せがあるが，PTおよびCTの一：次負担と，適合するPT，　CTの定格：次負担について簡単に検討してみる．　（a）PT．　PTの負担となるメ」のはイミ器の電磁接触器，回期電動機およびかく計器の促圧素jtである．これらの負担の状況についてはかく計器の電圧素子は連紛芒負担となるが，這磁接触器は避尖頭時のみ，同期電動機は　・定周期で・定時間のみの負担となり，最人負担時はこれらがそれぞれ相加わつたときでこれがPTの定格負担を決定する要素となる．今二，　三の場合について検討して見よう．　PTの最低負担の場rヤは4表A（電路接続図20図Aで計器に積算電力計のみ州いた）に示し，この二次回路を20図Bに示す．これよりPT，，　PT，の電流1、およびれは　　　1・＝1．”H−　1・〃。　　　　　一…　　　　　　　（1）　　　1z＝1ψ、十1・”箇　　　　　　　・　　　　　　…　　　　　　　（2）　こ・i，　tJ、り．三着く電機・、T‘ll．27　Nく）．4　・1953　　　　　　左　　　常隔用膿同用）「一一一’一一寸「一一’一コ　　励　　　　　ww2LY　一一3ノ型91ムフイ・�d・手　　．…L．蓬尖頭特田（硬信吸休曇日田）一’U／”1DMIr’　　、’5H血一m、備考DMI，　DM2　三相交流需用電力計↓ノ．・．ピ　メーク）WHI，　WH2　三相交流績算電力計PT　計器用蓼圧器CT　　ク　変流器E　　ノ’一く雷s　5’日cア＾PT，σ付の場言21図（A）　TS　31型yイz、たf　　　　　ツチ電路接続図　　　　　　使用例（その2）　計器：積算電力計と需用電力計Fig．21．（A）　Connection　dia．　　　　gram　of　type　T531　　　　　time　switch　circuit．cア何の場言　　PT1の負担は　　　」ぼ］ノ1・　　　　　　　　　・（3）　　PT，の負姐は　　E．1，1，・　　　　　　　（4）より簡単に求めることができる．どうようにして4表Cの場「「は：次回路21図B．］：　1）　　11’＝1v−f∫一Jttl−｝一ノ「c1　　・　　　　・t’　　・　　・　・・　…　　（5）」L，「＝∫、u‘’十lmg−1−lra　　　　　・　　…　　　　　一…　　　　　　　　　　　（、6、）　　PT】の負担は　El　，，　ii　　・…　　　…（7）　　　PT，，の負担は　E3ノノ　　　　　　　・（8）　次にPTの最大負担の場合と考えられる4表D，　E，FのうちDについて求めると，　：次回路22図BJ：り　　　lrtt＝ノ’．’，十lmi一トlt，＋ム1　’・・・……・…・一・．（9）　　　万〃＝ゾ1κ＋了“，，＋£，＋云2　・・…一一・・（10）　　　Iyr　lの負担は　El，ll’r・・・・・・・・・…　（11）　　　IMr，の負担は　　E3　L，　−L2rf　　　　　　　　・（12）使　用　表4のA411〕B4しりC4のD例図20A．B．20A．B．参照21A．B．22A．B．PTPTlPムI　，rl　”1i”lkPT1ノ”1：2PT1IVI72ノ’ハ｛’ri　12PT　区　分電　圧　V　110tt「ttf「f「1fttr」flt6表　PTの最大負担と適合」・る定格t次負担周波数〜506（1506050605（）60506050605060506050605060？イムスfツチTs　31＊○＊＊∩＊∩＊＊仁・，＊（’1＊＊∩¶c．＊＊（ハi＊c1＊＊○注：＊印は電動機の負担、料印は電磁接触器の負担Ts型txイムスfッチ・高見　　PTの負担状態積　、算‘需川電力計付需電力計積算電力計1電力計1電力計WHOc）○○用積算無効最大二次DMWH　　DMr’1∩仁‘○○∩○S｛n∩∩〈’／0　　⊥PTの負担VA　8　　6　12　10　12　　9　15　12　12　10　16　13　15　12　19　16　12　10　20　17PTの最火位相　角　60°　70°　706　60°　60°　55り　65°　60°　55°　65°　65°　60°　60°　55｛）　55°　50u　60り　55°　70°　60°　適合する：PTの定格に次負担　　VAl　　　1515〜2｛｝20〜502f）〜505｛1（153）31備考WH1，WH2湘交流積算電ノ」，デトDM1．　DM2　　tt　　需用電力言1・SMb　SMコ　　tt積算無効電力計P1、　　　　　　　　　，言十kl“｝IS変rF．−Z：きCT　　　　　　　〃　　変流器22図（A｝Ts31K！！　’Jf．’、川　　　　　ツチ電路接続図　　　　　使川例（その3｝　　汁器：織算電力計，需川電力　　　　計およひ積算無効電力計Fig．22．（A｝C・nnection　Dia−　　　　gram　　r）f　type　TS　31　　　　1ilne　s、witch　circllit。o，・i，7　　　左常時廣1司臼1「t−“b　　切’2］［St121「三三コ　’1　〈lx．くt　、w・｝牌酬「　、　　　　　ノ　♪1、f．　Ta二｝贈II端子・、lti　　　　遇※≡蚕時↓夜信1および休禁日用）「一］「　］「’一『一　5”ノ　　　　レ〃ノ　　　　Dtl．1tIS−，lllv）’／レピ・　　　20図cB｝PT　’次回路Fig．20．（B｝　Sec∩rld《try　cll’cuit　nf　PT，T，R二，31　　　　　　w目　　　　　　　　fiMi6Vtl｝／・’ド　1ん1・m3　　　21図（B）PT　’次IIII路F）9．21．｛B）　Secondarxr　circuit⊂pf　PT．τs−3．1　　　∀H　　　　DM1∫t・VtLi5xn22図cB）　　　　Fl9．22．dめ　　　PT1，　P7　：s　　　CT　　　TS．31　　　WH　　　DM　　　Sili　　　l，，kr．　ll’1　　　1M　　　IMC32〈154）ISl　　　PT　　こ次回路SeCOn（輻｛rv　circuiユ‘）f　PT．　　　　。『｝器川変圧器　　　　評器川変流器ソlt．・、｛戸　　　　積算電力，汀・　　　　熱型需用電戊」，d　　　　積算：無効電力計∫’1�_　・ノ」　　’，？タご哉1枇　　　　同期電動機電；」　　　　電磁接触器の励磁電流CT／ll？　　Xt3　　　　ごトいンピーヲン寿Z／　　　20図〔C）CT三次回路Flg．20．｛C）　Sec（，ndary　circuit　of　CT．nCJ　Xas　rtJ言威インピーダンス＝Z2　　　21図（C）CT　：次回路Fig・2］．IC）　Sec《川dary　circuit⊂）f　CT．ec3●Xc3　rt3　Xs3　nSJ　　　　　　　　訓インピーダンス・z3　　　　　　　22図（O　CT・：次回路　　　　Fig・22．（C）　Secondary　circuit（，f　CT．lmi−i”’i　　　WH電圧来子の励磁電流1’膓、ノtL，　　　DM電圧素子の励磁電流ムt．∫・LT　　　　　Sin　電「Eヲ｝ミ子垣力囹《電Mtt”ic，　　　　　　　CT　　“次回路配線v」抵抗’ソ1、t’・　n　　　WH電流素子の抵抗（万、，非計景但9）’”い砺　　　　DM電流素子の抵抗（’・’，∫非表示側）tlN・1，’ls’n　　　Sill電流素子の抵抗↓t’N3非計靖佃ID・x’・　1，・Yt　’n　　WH電流来子の・戊7’ク／／ンパ品、非計細1いX・1・Xs’n　　Sin電流素子のリアク’Kンーグ｛品　非表示側i　　　　　　　　　　　　　三菱竃機・VoL　Z7　Nt）．・い1953使　用　例C’1’図　二�k流瑚竺数‘配　　　　204のA　　　　AC　　　　204のB　AC　　　　参照　　　　214のC　　　　AC　　　　224．�d）P　　　　AC55555506（戊506｛）506050605｛160で、7表　CTの最大負担と適合〕る定格＝次負担　　　　（）Tの　負　担　状　態　　　タ　イ　2・ス‘　手青線二fツチ　　　　　　　　　　　ーTS　31／．　，　　　　　　　　　　　　　　　　　CTの電・繋當淵；舗�轄ﾅ9JIE次c‘c’、注．1．配線は2．U　n）iii軟銅線10　m使川する享，のとす．　　2．　タfムぽノチの負担は電磁接触器の接触抵抗とその配線の抵抗なとてある．より求めることができる．　，汁器のIW−｝三素S’・の119流はメ・−fJによ一）て異るカS最人と思われるオ，ので（1）〜（12）式を，1卜算（省’略）すると6表に・J｛す値となり，1たがつてPTの定格：次負担は多少の余裕を見て同表に’Jkすf直のものをflSいるのが好まLいt　（b）　CT．　CTの1次負担は：次側に接続されるイン1：一タンスによつて決るもので，1く例の場合では電磁接触器接触一」”の接触抵抗，計器の竃流素J：のインピーダンスおよび配線の抵抗などの合成fンピーダンスより求めることができる．今4表A，C」♪よび1）について求めてみる．　CTの：次lnl路20図C，21図C」♪よひ22図Cよりそれぞdl合成インピーダンスを求めこれをZ、，　Z：，」♪よひZ，sとすilぱ　4表Aの場17のCTの1次負1’t1は　1：1，　・（13）　4表Cの場1このCTの1次負f｝1は　12ZPt・…（14）　4表Dの場合のCTの：次負｝11は　17　Z3　一・（15）として求めることができる．計器の電流素子インピーダンスはメーカにより異るが最大と思われるものを川い配線に2mm軟銅線を10m接続するものとして（13）〜（14）式を計算（省略）すると6表に示す値となり各項とも相当の余裕をみて定格：次負担15VAのCTで充分である．　’ノきに6表に示す計器とPT，　CTの組合せでタ・f　A7．f・ノチの屯磁接触器や同期lti’動機が問｝歌的に励磁され　　　　　　　　　　　’（‘334．54．04．o3．54．54．05．04．5CTの最ノく位相　用20’）20025°25v30’，：3ud，25”25’・’）20020°適合一1．るCTの定格t次負担VA1515151515るためPT，　CTの負担が変動する場r�e計器の誤差の変動が問題となるが，これは同表に示す定格：次負担を札つPT，　CTを用うれぱきわめて僅かな値であるから問題とするに足らない．6．あ　と　が　き　TS　1咽およひTS．31刑タイムスfツーfはともに電ぷ巻天府式時計機牛黄を基体として設計された高精度’1イムスイッチで上述のように幾多の特長と効用を持ち，前者がド｜動制御による電力の合理的使川および人件費の節約に寄与するに対して後者は新電JJ料金制用計i則装置の・種として不可欠な存在にある．　今後竃源開発が進むにつれ電力の利用も漸増し，こ］iら’1イムスイッチの真価を発揮し得る途のますます広く開拓されることを期待し，これらに対するご批判，ご指導を賜りたく切望して筆をおく．　終りにこの機種の完成に当つてS，E　1，・ご協JJドされた諸氏に，とくにTS−−31型については中部電ノ」株式会社本社配電課ならびに試験所の方々よりご懇切なるご指導，ご鞭縫に預りここに紙上より深甚の謝意を表する次第である．支献　｛1）　1」∫木　保　　時計　IL　318　（H，’｛23、TS　雪望タ　fムスf　ノプ　・1：’：」見（155）33ト口リ　都巾交通のII−・一ヒ／x　［fl」Lのために当社の％日の経験を活かして製作し，京都llf交通局に納ぺ［たトロ1レー’・くの屯気品について紹介いたLE　−i’．　定員50人で満載弔：吊：9トン起重り加速度2．5、1km．hs表定速度15kmhてあります．　トlr　V…’・タの特色は騒肖が川ないこと，　・般のハく仁り輸送能りが人C　k，ること，　眉i、没1：’封（7）fiY’1巨ノitこと，　で各1／1自iよりハロー1されこおります．ll電動機は75kW直流直巻電動機1子rこ，制醜装置は自動加速1！ll接制御方式で117sノツノで円滑な起動をし，制御電源は24Vの電動発屯機に；：リます．標準としては電気制動，弱め界磁制御のものが容積を増加せず僅かな変更でできます．器具はいずれも速度増加電力消費軽減のため小型軽吊1ヒに意を用い，かつ充分に｜耐震杜を考慮しております．1．回転機　a．　1三電動機　：t’一ケは鋼板i容接の∫し形⊂6｛，oV，75kW，1700　rPm，　rfi．：tll．670　kgて軽｛辻て故障｛ノ）絶無を期したものであります．　b．電動発電機　24VとLて設計L　600、：｛50Vの線電日変動に対して全負荷で18Vをドリ恒⊥‘ん，　Lたかつて制御回路動作の確実と照明の明lll�g）ない二とを計つ・ご」了り　ま寸一．　容｝吐｛／　1k、V，　230｛〕1’1）M　ヤC−r戸：量｛よ　220　kgであります．　c．電動空気圧縮機　小型，［’保’．鼎『」単な直結駆動式こ容吊は19．　0　1，’minて屯量は100　kgであります．2，制御装置　a．−1三幹制御器　足il吉式で前後進川ハントノしと加速川・μ’・しがあり，内部はド’ノムを納め相η1に機械的連鍵してあります、一・グ・しを踏めば起動屯tfiiを泥に保ちながら自動的に川滑な起動をLます．なお運転台につけた切替開閉器で加速度を3段に変化することが二LS，運転の融通性があります．MB　1004　A型卜1，リ…ハ�a用kll．，：動機定格（］時間）最大，；1’容回転数75kW6ぴ）vl、12A17｛｝（しrplll34りOVPIII　b．　i三制御器板，カム接触器板　共にIJI形銅を組合せた枠のヒに点検保守レこ便利なように各器具を取付けたものて，中：の後部に並べて取f・1’けらtpます．　llな器｝［は回路を切替える遮断容吊のノミきい電磁接触器と，ス・’‘ッフ・り刻みをつかさとるトノム形lli日序1用ぱ1器と，　1三回路抵抗を短絡ナる小型なηム接触器lhと，その1山渚の回転をする24V，1．8H予の操作電動機と，そdlより川昆接f：を通Lて2段減速て動力を伝達する歯中：装置とがありまS．そぴ）他に電流を一定にする限流継電器，川路の負荷を保護する過負荷継電器かあります．とくにカム接触器は　1，TC・tsZ入、‘］耐者与ハネと　Lて｛吏し・，　［封d弓よニツノノ　’t　ケ　け　ム銅と燐fl　i：銅叙｝物を組rr吐．て耐摩‡［性をもたせ，回転部の軸’受は寸イ・しレペ’＼アリンクをiljい給油のf’数を「皮しません．　c．　i三抵抗器　リホ戸『｜！で耐震性あり，冷却効果が人なるためグリ・ソ／｝｜i’1．！（／）3分の1・・）i9三：1辻であります．3，集電装置　トけll　’一小’つし式でべ一ぐは’1＜’ド川転L中の偏椅に応じトー・ノ1は軽箭拍1靱な引板銅管で，・・ットは摺動式（ハーノがLド／r｛右にドMkに回転を，i”1：し中．の｛扁イ奇に応じ，　＜ノfゾーは焼結合金で走1｜二粁の柏加を計つてあります．XC　6ユ21A　リム接触器板MU　61L’IB　l制御器目ビ34（156）業務連絡のスピード化に三菱FM式超短波無線電話機30Mc帯・60　Mc帯・150　Mc帯・固定・移動各種　周波数変調方式（FM）無線電話機は，従来の増巾変調方式（AM）に較べ，高性能で，雑音に妨害されることがなく，しかも価格も低廉であるため，国警，市警，消防，検察庁，新聞肚等に早くから使用されてきましたが，最近業務連絡のスピード化に本機の設置は不可欠のものであることが各方面で認められ，官公庁，電力，ガス，水道，鉄道，鉱山，運輸，港湾，銀行，証券等の会社または組合，工場，作業場等に多数使用され出してまいりました．　当社は，周波数変調方式（FM）の特許権所有者である米国ウエスチングハウス社との技術提携により，日本国内における本特許の実施権を獲得すると共tCt技術的にもきわめて優秀で，現在我国製造業者中一番多くの納入実績を有しております．FM無線電話機納入実績国家地方警察本部札幌市警察局川口市警察局大阪市消防局愛知県農業協同組合札幌地方検察庁中部電力株式会社秩父セメント株式会社野村証券株式会社名古屋市警察局尼崎市警察局茨木市警察局大阪市水道局愛知県庁岩見沢地方検察庁申国電力株式会社大和証券株式会社其他京都市警察局門司市警察局布施市警察局大阪鉄道局名古屋地方検察庁釧路地方検察庁千代田銀行日興証券株式会社昭和28年5月1日印刷「禁無断転載」スピ＾カー’、ン〆セツF　　昭和28年5月10日発行定価1部金60円　　　　　　「三菱電機」編集委員会委員長　岸本久雄委　員　浅井徳次郎　荒井　潔　安藤三二　石橋英樹　　　市吉惟浩　伊東帖義　岡屋精二　梶谷万亀次　　　川田勝利　小林治一郎　進藤貞和　渋谷pa　一　　　田宮利彦松田新市毎熊秀雄前田幸夫　　　松尾米太郎松岡　治宗村　平　森　　範　　　薄井廉介幹　事　吾郷侃二　成富公一　　　　　似上50音順）編集兼発行人印　刷印　刷発　行　東京都v代田区丸の内2丁目3番地　吾　　郷　　侃　　二所東京都新宿区市谷加賀町げ目大日本印刷株式会社者東京都新宿匿市谷加賀町1’r目　村　　尾　　一　　雄所三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部　　　　　　　　　　　　　　鋼匡　言舌　手1｜田　倉　　（20｝　1　6　3　1　　　　　日本出版協会会員番号　213013一・・’10，000台の生産実績をもつ家庭用3年間の無償保証付一一効率のよいMR200D型7立方限品です．素晴らしい特長！L美し、、スタイル！．！へ＼＿ノ2．最高の品質！発売以来圧倒的な好評を博したMR150B型5．5立方唄品です．’


■■■■■■D　●■●命■D，’、、　・，　　．　　　　　1　　t’’●｛Ilrrt＝9i　’fi：　；’vn，1ヒニ・一一．’》多フー一’｝liLlliir：’f・llva1：目一一〆　　lt丞7ar　，・’”‘黙，　　　　　T“，砥一磁，一〜’lf　輪”・−z／7〆＿　　　　　　　　　　　，Ptざ．筆91i’1　　’l　　　　　　　　　　　　　　　lし’：llT1、川ll°　　．1’幅z．1t．！rラ／　‘一f”−PtN・1号／／／／Vo　I．27　19S3　　　4　’イ磯は東京電ノコ株式フ、社鶴見発電所に納ぺいたしました・・’一’・’ントV−・し汽罐通風機でありますにも非常に効力を節山上ます．長ノξb〜　　　ヘ　　　　　ヨ　　ぽ　〆�d　　　桓一一vメε　．、　　　り‘‘‘え・　　　　　鷺，　　　　　　　　　：了締・一般的な特長1．効率が高い．　　静圧効率て791）6近くある．2．耐蝕性，耐摩耗性か大きい．　　扇］レ：には特殊鋼板を使用している．　　誘引通風機の扇中：は特殊な構造になつている．3．優秀なベーコントu−・レ装置を備えている．　　a．制御効率が非常に優秀である．　　b．風量制御作用が迅速にLi；動し，汽嬬の自動　　　　燃焼装置の性能を100％に発揮できる．　　c．構造が簡単で，故障なく，作動が確実であ　　　　　る，1．強圧通風機　　風　　量　　風　　圧　　1司転数　　電動機　　風埴制御2．　　元秀弓1通屈（‡幾　　風　　量　　風　　圧　　同転数　　カス温度　　電動機　　風llll制御1800mびmin250nlm　　水右i≡970728rpm　2段速度13065kW　1000750　rpln　2段速度ベーンコントU一ル方式3300MJ3　nli11250mm　水柱735r’588　rpm　2段速度200℃260150kW　750600　rpmべ一ンコントU−・し方式’］　　　　表紙説明表紙のペン画は真鶴町漁業協同組合納入AA型高速多気筒アンモニヤ冷凍機でありますが，従来この種冷凍機が3eO〜40｛〕回llのものてありました処、本機の完成によ）製氷，冷凍，冷蔵等大型装置あるいは各槌｝［温恒湿装置等，多くの分野において冷凍幾の新しい方向をトする草Jのとして新機軸を開いた＃ユのであります．本機cMA−436；j4）は6気筒，8（，O〜100〔1回転，　Stiti．人40冷東屯の能力を有し，小型の綱に高性fiEで自動B転ができる特長を有しております．なおxlA型には4〜8　k（筒の3種類があります．昭和28年第27巻第4号目次よ三髪電榔賦禽而t斥　　社東京都千代lll区丸の内（東京ビ，L　）　　　（電）　即田倉（20）代表1631・2331rli　究　所　兵庫県尼ク．崎市南清7xP戸製作所神戸市兵庫区和田崎町tl占弄（婁呈作所・名　tif屋市　東　区　矢　川　川1’Jy丹製作所兵庫県尼ケ崎市南清水乏崎製作所長崎市平戸小屋町こ船工場帥奈川県鎌倉市大船’｛：川谷工場東京都世田谷区池尻町ls山工場福品県郡山市字境橋町亘山工場福山rli沖聖∫上川Y5路工場兵庫県姫路iti千代田田∫ll歌山工場　和　歌　山　市　岡　Il｛】’・1津川工場岐阜県中津市駒場安森6岡工場福岡市今宿青木L幌修理工場札幌市北二条東ユ2（阪営業所大阪市北区堂島北町8番地1　　　　　　（電）　福葺5　（45）　5251　9〜占屋営業所名古屋市中区広小路通　　　　　（電）本局（23）6231−5引岡営業所祠岡市天神町（三菱ビ，け　　　　　　（a：’tLa）　1旦　（2）　5821　　5825L幌営業所札幌市南…条西5の14　　　　　　（電）　（2）　3378・39．　11［｜台事務所仙台市東一・番丁63　　　　　　（　’tE）　Wll台　2573●8（戊57藪　［il事務Jりf　富　　【｜1　了｝∫　安　f主　IliJ’23　σ）　2　　　　　　（電）　’t’aL’lIl　4692・5273こ島事務所　広島市袋町1（り］治生命ビ・川　　　　　　（’IE）　r｝1　1069・4824放電管を使用するイグナイト1・ン変換器の点弧回路　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（故）浜田ABFM形多段式電中：制御装置’V．H．F．無線機TS型タイムスイッチ・賢・’ド塚　篤・・2松田新市・8岡谷屯雄・15’高見　滋tt21（］23　’）　153−12イグナイト口621。314．653　：621．316．776．5研究所（故）浜田　ネ賢・平塚　ホホ篤Ignitor　CirCuitS　Of　IgnitrOn　COnverterSusing　Discharge　TubesMasaru　Hamada，　Atsushi　HiratsukaEngineering　Laboratory　　Analytical　studies　were　made　and　the　merits　and　demerits　were　compared　on　charac．te「i・tics　reg・・di・g　th・ee　ki・d・・f“ig・it・・circ・it・・f　ig・it・・…n・erter・・i・g。di・ch。，g。t・b・・”th・g・id・f　whi・h　is　released・t・p・・per　tim・，・fter　c・nd・n・ers。，e　ch。，g。dfrom　A−C　source　through　reactors　or　rectifiers，　to　discharge　and　supply　current　to　aload，　the　ignitor　of　the　ignitron．　　Of　three　ki・d・・f　ig・it・r　ci・cuit・，　tw・・f　th・m　are　rea・t・・ch・・gi・g・ircuit、；。neof　them　being　one　cycle　charging　and　the　other　a　half　cycle　charging，　and　the　rest　is・・ectifi・・ch・・gi・g・i・cuit・tw・・f　th・m　b・i・g・1・e・dy　in　a　p・a・ti・al・・e．　This　rep。，tis　believed　to　be　of　service　to　the　design　of　ignitor　circuits　of　tl〕ese　kinds．L　ま　え　が　き　放電管を使用するイグナイトUン変換器の点弧回路としては，H・C・Myers，　J．　H．　Cox氏等u）により5種類の回路が提示されているが，ここに報告する回路はそのうちの1種およびそれに示されていない2種類の回路についてである．　すなわち交流電源からイングスタンスまたは整流器を通して静電蓄電器を充電し，適当な位相で放電管の格子を開放し，蓄電器の放電電流を負荷に与える回路について報告する．これら3種の回路については，G．　N．　GIa−soe，　J．　V．　Lebacqz氏の著書（1）に解析の結果が記載されているが，これに対して本文は多くの拡張を行つたものである．　なお本文に述べる2種の回路はすでに実用されているものである．2　（124）＊　＊＊　電気第一研究室　　　　　　Aリア�nト1し克電堅回路　ノ．ノ　（∂川伐イOIL兎電回路　　　　　　δ整流器克電型已路yl　　　　　　　　　　　1　，、　　　　　　　　　　　1　　1　1〔嚇吻θ｝　　　1図　放電管を使川する点弧回路F三g．1．　Ignition　circuits　using　discharge　tube．　　A．Reactor　charging　circuits．　　　（a）　　one　cyCle　charging　CirCuits．　　　（b）　half　cycle　charging　circuits．　　B．　Rectifier　charging　circuits．三・菱電機・Vo1．27，　No．4・1953？，リアクトル充電回路の基礎式　．こ1．二1］　jr　tt　tlト’1’充竃ll11路とは，1図（a）（b）の1．うに交流電源からfン’iクtlン＜Lを通して蓄電器Cを充1£する回路の呼称て，（a）は放電管γの格i”の1リfツノし毎の「剤放によりCの電荷も1リイクノし「｝1位で充放屯されるから，これをい｝イソ・し充電回路といい，（b）図では逆並列の2il占1の放電管V，，万はそ力ぞ力逆の半り　f　t／・し中に十’3」’一カミ1用litされ，　Cは各半刃　イ　ケ・し11｜に充放電寸るからこれを半．日’イクノし充電【口1路という．負荷1則端1”は1白：接または結合変圧器を介Lて負f・1∫（点弧jt）に紀は］｜る．図においてRはfンrl’・：仁タ．い」．ひ変｜1：器の内部抵抗である．　ア．蓄電器の放電　実際の点弧川路は1図の負荷とLて直接鵬�d、弧itが結はかまたは紬合変］［｛kl“を介して点弧」：に結ばれこの変圧器によつて川路とイグナイトuンか絶縁され，または点弧1’・に与えれらる電圧が昇圧または降圧される．Lたがつて点弧回路の負荷の等価回路は　’般には糸【k　〈k変圧器の漏洩リァク’1ンス，内部容箭および点弧j’・　tcより表わされる．励磁インピーダンスと内部容1辻が閑却し得る場合は，負荷はリアケtxンスと点弧壬抵抗の直列回路となるか，寸、つとも簡単な場合として，負荷として点弧jtを代表する純抵抗1・’，，を杉えた式を誘導する．　ただしここに点弧i”を純抵抗Ri・て表わしたが，実際は点弧‘電流により，輝点が形成さカるまではほぼ一・定抵抗を保つか，輝点か形成されて点弧川：部から陰拘｛に向けて電弧が発生すると，負荷はすなわち電弧電圧となり、　七記の如く抵抗R。では代置し得ないが，本文てltこのことも杉慮に人れず，単に負荷としてR、、を杉えることとする．このような仮定を設けても，実際は結果において不都合を生じないのは要はCの放電電流の幅が狭け身1ば本文の解析が適用できるからてある．　1図　（a）tたは（b）において回路に　　　‘1．一万．si11（ωtlφ）・　　…　　　　（2・Dなる竜川：を印1川L，　放電管の格J’・を解放する位相φに」川るcの電圧の棚η匝をEl・，　Lの電流の初1導値をL，，放電管の屯圧降ドをE，，とし，Lまたは変圧器θ）抵抗を表わ寸Rを簡単のため省略して川路リ程式を解けば，結果を単純化して次の近似∫Vを得る．・一ξ｝二1・・sφ・・s（…φ・・1・・い一｝、1�jE・、．一・II…R・1，，bF　：a“’1，一ξ1コ…φ一c・s（・，・・φ・・んt・，一（1’；．iただ1．　　1　　　↓Ejt．一呪『・R，1“）e　「nパreiiE。．−R．いξ｝「t・1・1｛，t　’，　R“lv　　　　　　　1’f・‘＝2人�jC（2．　2）‘吊E管を使用］るイ：・，一∫トれン変換器の点弧回路・洪目いユド塚i、，＝｛｝　‘じノよる川ナ1昌17，・／1　．1二　111は　（2．2）　Jk」、り　　　（IC，ドー∫てi，．−R，Ill，＞E・．’n’nrl＝　　　li，i；i．・’i”1・・sφ．−c・s（・・’剛一R，，．L）（・・3）　ニォ！を（2．2）式の蓄電2糾6」”電圧v，・の式に代ぺ抄1は，放電電流の巾が狭：，／1≡oと杉元．得る塒　　　　　　　，・，ct1）　：−Lノゴ，，　　　　　　　　　　　　　　　　で2・4）　イ．蓄電器の充電／1以徽電管は碗導1聴とノズバCはLを迎ご充電趨1るから，この充竃電流liにっいご微分ノ∫程式を禽け14　　　　　　　　　　　　1　−c　　　　　　（2．5）Llh　・Rピ1‘．’’”t　”｛’　｛CD　／二／1においこ，1．記の如：パrl）、百・’・↓＝i（t1）tあるから菅野氏の記りを川いご　　　・（の．6戸醐つ・ψ）’一・川　・（・・6・　（2．　6）式を川いて（2．5）∫Vに菅野氏の〃−P変換を施せば　　　・一恥。，ξ）守い・i（tT）一司（2・・）ただL　ri’＝R2L，γ＝v’βLバ，β一・1∵ムC・（2．8）　ここにRはLおよひ電源変1｛1器の巻線抵抗て小値なる故ッは実数て，tl→なわち臼よ振動的な場合のみll’t扱う．（2の式に公式を釧仁こ細川蜘痴隅酋程を省略Lて）次式を得る・　　　ωL∫二　　　　1　　　　「sill（η・’＋φ一一μ）　　　E．，　　、’Jt．t（1−一んり2・　　　　一ε．．n・t．1・i・（φ・−IL）・・）Sβ’」ん…（φ　　　　一・）・…堪留1・．・n・t・・sβ・　　　　．ノぼ一「tt’・inβ》．．　　　　＿（2．9）E，，、　　h　　　〃�d　　1・’！　　　c。sピ．，／・φノL’）　　　　　　　　（1−ki：ドいi‘；，u　、　　　　　　」L’・　　　　∋・・S・φ一1・・）・・S・：・・t；・…φ　　　　　・）…β・1い雲炉’si・β・　　　　・畜：：F・・c・sβ・　　　　・川たた�J・・ニーiil・ls，，．　li・一・パ…一，い　　　　　　　　　　．」θ　　　　　　　　　　　　、β1＝んθとなるから，i，ど’・・　rの／二θ　と・彗｛｝ii　〆ピ》L　2は」を’・ノX・一？とするゐおよひθ（ノ）函数となる．　（2．2浪，（2．9武，（2．10）式が1’・’川・・し充〜琶回路の基礎式てある．なか以ド，本文においては電圧・電流゜ノ」率・能率讐は無名数をゴビ・て・般的に求めて図示さカr［いる．3，点弧回路の出力電圧　負荷が抵抗こあるかジ、放電管の格ゴ・を日｛敬するli三揃の〔125）3一ノーJ了∂）ノサfノ川兄電回路L：　　　　　　　「φ．ti＼ξfft！）M　twtしφ．「−一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・；：1‘／川い，イノリi兄電回路‘＝i，，s　A＝e．．1φ．．13fi’　　．tlc　　　2図　　リプクレ1充電回路しノノ電流電圧波形Fig・2　Voltuge　and　curre　nt、、’ave　fc，rmイ〕｛rFフ｜ct‘：｝r　　　　　eharging　cireuit．　　　　　　　　　・　（a）　one　cyde　charging　cil’cuit．lb）half・ycle　cha・ging　ci・・uit．Z万・の値はすなわち回路の出ノ」電圧の尖頭値である．点弧回路が定常状態にあればLの電流iは蓄電器の放電の際，1サイク・レ充電川路にあつてはその初期値万，に，半サイクノし充電回路にあつて（t　．−f，1に戻らなけhぱ’ならぬ．かかるL，を決定して同路の川ノ戊竃圧が求められる．　　またこ（1）　Iu　をHjい，itは（2．9）（2．1↓め式：Lり　↓，　v，．ぴノ波形が2図の如く求められる．1・＝oとなるφをφ・と効ぱ：，φ昧る触は後述の如く点り卿路の使用条f初・腰な縦｜い・となる．（3図）　2図，（a）・（b）はll・lfク・しおよび半リ．イ…し充電回路のリアクト・し電流i，蓄琶器晒V，、の波励、�戟F値を示す・図において1　−J．イク・し回路ではt＝τ＝2π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イけまた半サイク・L回路ではt＝7「＝・πにかけるv，．が川路　　　　　　　　　　　　　　　　（t，の出力電圧Enである．4・点弧回路の最大出力電圧　両回路が最人出力電圧を川し得る条件は1リfク・し充1馴路では…（φ一μ）一一1，’11・り・fク・・充電｜。1路一C“｛、icos（φ一μ）＝1であり，」＝0なる場r↑，1．ll・イク・し充罐躍：］�l隠三隠ぷ�l一方cの放電直後，放竃管ぴ）陽極に加わ碗圧ドナーなわちCのIWI｛の極性を見るとs，li（篇い・（蹴．1，一…爵　・・．いであつて�M…，，・・”・な・・き（�g’L∴…なり，Cの旋電直後放屯管の陽極は正となり，（2，2）式のt・の式で見るようにCの5文竃電流に引続き電源（Ullから電流が流れ込み，　・般に1日1路の川力竃圧は拷るしく小さくなる．　したがつて1．リ・fク・し充電回路に対してはL，：〈　OT4↓126♪ぽ36n却z翻2狙勲シ1〃聞de↓δ〕’サイワル克電回路太冥線△＝〃太真線△・〃杉細冥線ノ8卿（△・o／）乞．’−ノ8〃、（a・o∫）便用可能範囲吻〈o一　一一一1，プフー〜／〃％　，「一一←　bニ9熾一一一一）ゼ．　’　　　　　／　』一一一一一＿＿　ク一一’／ti／二　：／・r一一一一一一一〜＿＿尭一一一＝一一’乏／／』　　，ノ「i，　／iYき〃�eジ、、、、、、Oク　　fi，ラ　　〃　　　ノS　　r70　　，？．5　　．）n　　．↑5　　10　　　　　　　．一‘；．グん　　　（b）峯サ1クル．免電回路359．12§28s一一≡∨−w“、←一’≡噌　一＿＿＿／／／　／　　2．　　　　　　　　／　　　　てク一　一一一一，，一一使用可能範啓，，、獅呼　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／．一γプτ一］　　　　　　r　　　　　　　　　　°　ノ　　r、　メ　f　　　　　　：／2tg一一一一一’一一一　一−一一一一3fig’・　A’ζ：…“・二　」／　　　　　　　　　　　／　一一　一一2凹ろ，」’、F．瓢φ〃一一一←一一−．一「＾−P−　．一一〜r．＿．．＿＿＿＿二≧．、、．．一一．一．，賄嚢ぺ手．緯ムニ〃11〃細　・3肺，」6fi↓jtl．　il　t∧　・fl　l）閲v「7−〕｛ぺ今縛A一βゴ　’〃F　　　〆el1．a2．6se‘〃　　　　　　　　　　　　一ψ＝μ・∂　3図　充電’・流初期値んか零となる放電管点弧位相φ〔，Fig・：｛・Ig・iti・・ph・se　angl・φ。・f　di・cha・g・1。b・，　wh。，e・tarti・9・alue・f・ha・gi・g　cu・r・nt　i・・e・d善5tfi｝ノザイノ川し完電回路�n4・苦1�d1e　　．！　　乃　　ノfit’、フ、喜｝115　　　　3魯　　　　2s　　　　．｝6　　　　．　sE．　　　　4　c一　《＝　込／；dかIL叶1「01［克電回路1’c　　　　　　　　　　　｝r」　　　　　　　　　　ic　　　　　　　　　　．IE−一一一＿＿一一一Hgln　　　　　　　　　　　　−一’t＿u，：　　　　　4図　り”ト・し充電回路の最：ノく出力電圧　　　　　　△一｛Ll太実線　負荷時最大出力電圧　　　　　　　　　細実線　　無負荷時≡最大μ〃」電圧Fig・↓The　maxillluln・utput・・lt・g・・f・eact・・ch・rgi・9　ci・・。it三菱電機・VoL　27　No．4・1953　　ノセMぷi似　fi　7　　　fi∫ザイ’］叫．克竜回路△・gl5．リアクトル電流の直流分0　　〃5　ノ〃　15　7P　25　ノ〃　35　躍　　　　　一k・％　　5図　リア’rト・し電流の平均値1，t、Fig．5　　Nlean　value　Of　reaet《）r　CUrrent：1．，よぴ、さ∫言‘t　　　　6図　変圧器’次電流実効値∬t’ttFig．6．　Primary　current　of　trallsformer　in　effectlve　　　value：1。，s1ミ：’］“｝．‘グ　1＞t1’川口畜回路ノ、ざ　　　《1　−Ki／　　口　　一一一　s　・　B．・thミ。．、fi�_14“b）4’　＋iイリ｜［R富回据　　ハ　　aβ　　fi　J「　　1η　　　　　　　　　　　−一一Z．βωFig，7．7図　1戸・’：Jいし電流実効値んReactor　current　in　effectivc　value；1，1なわちφ≧φ，1なるφが点弧回路の使用範囲て，5図（a），（b）にハッチを施した領域がそれぞれ上述の点弧回路使用可能範囲を示す・　以上の判定万法，すなわち3図により両回路の最人出JJ電圧を求めると4図を得る．　4図　（a），（b）はそれぞれ1．り・イク’し充電Iltl路，半・リ’f　・・　．・・　Ad電回路躍畑鵬・・三（£）一を計算に・・求めたものて，太い実線がその曲線である．　太い点線は放電管に電源側から電流が流れ込む3図の使li］　｛〈　rTJ能領域に属し，実現不可能のものである．　細線は無負荷，すなわち放電管の格J’一が放電・e流を抑えている場合の雌鮒・瓜�株@・紺る�eめる．　1図　（a）のインダク’xンスLの砲流｛、／直流分を含むから，鉄心インダクタしスを使用するためにはこの値を知らねばならぬ．半日イケ・し充電回路でltLの直流分は存在Lない．・一順る齢・闘ピ‘鷲い澗こ・つて求めると5図の如くなる．6，リアクトル電流の実効値　D川ク’し充竃回路ては6il述の如くIDつト’し｝包流に直流分∫，，t，が含まれているから，リノ’クトt｛毒流の交流フナ　Lia　iよ　1、・a＝二、’fl，　コー∫，，芦　　と　し．て；i〈・vノらオi、　こjt　1．　iこ電i｜東変圧器（1図ア）の巻線比を乗tlて変［ll器の　・次電流か求めらカる．　7図　（a）か」こひ6図は1＋｝一イク・し充屯回路σ）リ〆川一し電流かよび変圧器’次竃流の実効値み，ノt，ffを計算により求めたものて．7図（b）は同様に半サイクノし充電回路の1，、を計算により求めたものである．ただし1．ttt．＿　、　　　　　，　　T、　　　　i‘：｝ll図においてE＝　　　　　　　　　てある．　　　　　　　N’271力率および能率　電源変圧器τ｛1図）のき線☆を1と1川．L　1｜｝fJt・し充電回路の変圧器・次竃流実効値は前述O）・llF1くん・＝　Vle：　一　1．，，L’とLて求ゾノら］1，ノ」率P．　F．は電源屯｝」1実洲を・・芦・す枇　　　四�_L｛貼・；⇒　　　・7’1）　’ドリf〃・し充屯回路では　　…1，・・一払R翻姻日　　　・7・2・として求められる．8図（a），（b）ほ，（7．1＞（7．2）∫Vから求めた力率を示す．18ns．・・肺1　　，ヘロ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　’ied　／fi．zlノ　，7ht（∂川＋｝．でηJL免電回路＾、、、＼−L　．91　　　　　、△−1放屯管を使用ナるfグナfいり変換器の点弧回路・浜Hl・　・i’：塚ノβ，7θ　　　　’1；ソ　Plss　　　i9　　　　！s　　　》e　　　こ1，　　　　6　　　　→£・．九　　　（ρ1土サイOlし亮電回路　　、1・　　ti　fi〃5　　1．o　　i5　　、］fi　　25　　　　　−s一妬JO　　j．．s　　de　　　　8図　‘‥’川・充電川路の力率ノ’ノ・：Fig．　S．　　Poxvtr］・ねdけr　‘）l　rcaclor　uharging　cir〔：uiい　1’・F・日．　Z7　．）51’J’　・ft・　．・L充宙回路こ川nl路の能率・バ」　　　　　　　　　　　1：f∫（）ESk　　　　　　2り＝R1好CE茜ガn　1”（7・3）IJ：il　fンノし充電回路’ては　　　　　ノCE’，，”　　リ＝一」？万2十一fCE，L，　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　（7・4）9図（P），（b）は能率，ノをti　JCから求めた結果を、J沽．8・整流器充電型点弧回路　1図（B）は交流電圧を牌流29R，，・を通し・1　cを充電するノノ式で，充電�c流〆が角度ei，ごθにな川1尺，は電流の逆流を阻止するからそれ以後Cの竃川v，はθ。における電圧」E・‘を保ち，適当なW帽て放電管の格itを開くと旋電々流が負荷（点弧1’・）に流れる．ア．　出　力　電　圧　負f苛力：」坂わt　R．　cり場r↑，　才？よσここAtと　f　ン　タ　ク　タ　ン　スム、が直列につながれてCがR，），L，1を通して非振動的または限界放電を行い，屯i弱｛違圧が負の川にCの屯圧がθになる場合充竃�c流iの徴分ノ∫程式は1ぞパーとヂ・・」’−E、“・・n・・1　・　（川　これを／＝Oにおいて，V，＝Oなる初則条f’1：（解けは　　。6瓦一、1�j：1　’1…（・…）一…〃・川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8．2）　　£−」�j、1・�M・…．・・）・・θ∋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8．3）ただ…一・R，　t・1声Lθ一・・〆Mリァ・ト・し充電回路の］附を減する変数k｝．；／ゴで（1｝あつたが，整流器充電回路ではヒ記のようにん二ωCRとなる．　t・＝’−Oなるとさ　θ＝θけ，1，，・二万”と’tると，E｝が川力電　／”　　　　｛d1／け↓「月1〒ど電「司路げ、肪｝：ゾ、．∬liiJfi、t：“　　’　　・、　∴1　　・　　．’　i’・　ノ　　　　一f�d1　いいr川言回芯li　fl−　；c　、�_　；［　　　　　　　　−−f．ん　　　9図　‘川”ll・充tll�_9．　9．　　E臼iciel1C｝・　（⊃f　reaet（ハ6c128）t�d　　　iF　　川　　　・4／．．：】1路し撒）能Lt・Llηcharging　circui．t．η　　　　　　　　ミ皐　　　　　　　　ぺ10図整流器充電　で∵　lill路の充笥：々流　終了角度e”、　及　ぴ出力電圧」・ヒ　　s　i　l　〕　　θ｛　1　　｛　　　＝　　Er　］　　　万，，，　　｝Fig．　IO，　　　Pllase乏mgle　and　t）utput、o｜tage　ratil）　（）「rect．itierchargingciT’CUit　三11“r｝ilehch，trglng　eurrent＞ktl）ps，11図　充電’・流の　実効値万，　二れ　の交流分L’qお　よひ平均値　∫，ハ　（整流器充電1川　路）Fig．11．　EffectivevalueぱJ　aTter−llating　Currentc《・mPonentぱ，，）nnd　Tllean　Valueげ“ル・frecti丘ercharging　Current・：、1‘繍t，t“”ze　・seミ＼ミv5　f，01．z刊〃91〃tl　／，　iO’E・e，）cn＿ge　ごやl　　一E−za・L’P　i；o　　　”tl’コ当悪／？E／”　　12図　整流器充電lrli路の充電電流　13田　整流器充電回路〔『けj率　最大値1川1へとその位‡目角el　　　ノ”　F．　A・よひ能率ηFig・12・Mそtximum　value｛1川ll、｝，　Fig．13．　Power　factorげ�dE）　and　Ph・・se　angl・1θ）・f・ec．　and・fH・iency（η）・f　re。．　tifi・・Ch・rgin9・Urr・nし　　　　tifi…　h・・gi・g・i・CUit．　圧てあつこ，々＝O−一1．Oに気川，θ，，を数値的に求めた結f・・f，ll，一・一なわ・…e，，　！・・　1・図・こ示す．　イ．充電々流の実効値・平均値・尖頭値および回路の　　　力率・能率　　充電回路の設計にあたり，電源変圧器・整流器（乾式　　　　　　　　　　　　：菱TE機・V‘｝1．27　No．4　・1953第1表　リγント・【充電li］1路（パニo．1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1サfク・し充電回路1半”iイクル充電回路　1　＿一一．一一　　一一一一一　一　　　　　　寿＝0．9（1ヨら’」F−m）〕n】、＼　　　　3．2−　　一　　　一1　ノ」　　　　率　　　　　　（，．94能　　　率　　　　r）．39k＝1．43．20．8（）．84k＝0．852．17−　　　−lo．89｛｝、57え＝2．12．420．88o．9】整流器・熱陰極整流器・放電省；）等に対Lて充電々流実効値・’ド均値・尖頭1直を知る必要がある故”二〇、1．Oに対し計算した11図と12図を示す．また力率および能率を虎の函数として計算した結果目13図の如くなる．9、3種の点弧回路の比較　ア．　出力電圧，力率，能率・1臓・・（E，Er，’）一、をユヒ輌飾・・と・…1・，4図，1・図のうち整流器充電回路が問題なく劣る．次・こ4図（・），（・）・…いて（£）＿が最・二・耐示すkに対Lノ」率・能率を表示すれば1表の如くなる．　1表から三つの特性が一様に勝オtている卍リイク・t充電のk＝1．4なる回路が最も有利のように見られる．しかし次のvqつの蜘・・つて（ξ1）＿は小であ酬・tナイク・し充電回路の〃＝2．1なる選択が最も有利である．すなわち，（1）1・けイ’1・し充電ln｜路a）h＝L4に才♪けるヒ表の値は，φ二φりすなわち五二〇におけるもので回路は動作不安定であるからφをthtpより小にとれば川ノ」屯圧は飛躍的に激減する．こiLに反L半りfク・し充電回路のk＝Z1にオ亘いてはφ二2π斗μ，1”．　Oてあるから回路の動作は安定である．（2）　半一｝｝一イク・し充電ln｜路は1簡のLとC，2箇の放電管を用いて180v位相の呈《る2簡の点弧rを起動することができ，］−IJイクノし充電回路に比し，設bca一費と空間の節約になる．（3）半サfク・し充電1咄各てはリァク1・ノしが【鰯〔励磁を受けないからリアクトルが楽になる．（4）IIJイクJt充電回路と’1フ・＋iイク・し充竃回路とを北較すると，点弧1：についてE1，と　Cが定まるレLr前K一はリアクトルがノ〈きなものになる．　イ．イグナイトロンの出力制御　リアクト’し充電回路では電源電圧に対し，放電管の最良の格j”制御角は定つているのに対し，整流器充電回路ではθ　、φ＝27rなる格1’制御角φにJi）いて川JJ電1　1は不変てある．したがつて点弧1∀）点弧位相」舅整によつてイグナイトvンの出力を制御する場合，小範囲ならリアク1・　，し充電回路でもφを変えてよいが，100％からou6まで川力をドげるなどの広範囲な制御を行う場合1こは刷こ放屯管の格儲ll御のみで足り，かつ迅速飼樽整回路を構成しやすい整流器充電回路が有利である．　ウ．電源周波数の変動の影響　kを1表の値のように選んだ場合，電源周波数の変動によつて出力電圧の低ドする程度は，4図（a），（b）から判る．ただL1−1｝仁’・し充電回路の々＝1．4の場合，iP＝116uに調整するから，周波数がヒつてφ“が尺となり，φ・一／C　thuとなると川川よ激減する．1表i｝叱記以外のkにおいては，φ二π＋μまたはφ＝μに選ぶからかかる考慮は不必要てある．　・ノ∫整流器充電回路では周波数の変動による出力の変化はり一ブ〃1・　・t充電回路程苫るし（ないことほ10図から判る．10，む　す　ひ　以ヒの報告において方セ電管を使用する3種の点弧回路，すなわち2種のilアクト・し充電回路および整流器充電川路の解析を行つて，G．　N　GIasoe，　J・V・Lebacqz氏（2）の所論に多くの拡張を行い，回路特性を明かにして各回路の優劣を比較したが，点弧」t’の位相制御によるイグナイt1・ンの川力制征1がイく必要または小範囲a）場佃よ半｝1イク・し充電のk−2．1なる回路が最も有利であるが・lWJ制御の程度力：広範囲で迅速を要する場合はtJ率・能率が余り良くはなくとも整流器充電1μi路の戊∫が取扱いやすい．　なおこの解析に；1り，この種点弧回路の、，1↓計ノ∫到が明かにされた．　最後にご教示と激励を頂いた横須賀｜王寿技師，数式の取扱い（とくに2。1節）についてご教示を頂いた菅野［E雄技師およびリアクト’レ充電川路の数値ril◆算に協JJして頂いた当所，阿部久康技師に深く感謝一▲一る．参　考　丈　献口）　H、C．　Myels；」．｝｛．　C〔｝x．　Exeit：ttiun　Circuits・　tOI’　　　　Igni【r〔）n　　Rectifires，　　E．　E．’Vr．　　V‘）L　　60　　｛）cL　　1941・　　P・　　　　943〜948．（2）　」，N．　Glasoe；」，V．　LebaCqz：Pu］se（｝elle，1：“toc．　　　Mc　Graw−Hill　Bo〈）k　C（）．1948，　P．38｛｝．（3▲　浜田　賢、阿部久康；格r一付：重早型水銀整流器の：相　　　　失｛瓜現象，　　　三萎≡荏1：機，　4膓　25　t≡，　第　7　号，　11　月・放竃管存使用するfク’f卜Fl　；・変換器の点弧回路・浜H−rt家（129．　｝’53　13621．337．45伊丹製作所松　田　新　市÷くType　ABFM　Multi−Step　Electric　Car　　　　　　　　Controlling　DevicesShil｝ichi　MATSUDAh．anti　、〜「Ol・ks　　lncr’easing　the　speed〔｝f　electric　cars，　yet　with　safety　and　eco1｜omy　is　a　missi《）ncharged　up‘川　the　electric　equipmellt　of　c三irs．　hn　order　to　nleet　this　requirement　acontrolling　of　novel　design　to　use　b〈）th　electric　and　air　brake　by　mealls　of　multi　stepcontrol　valve　operatioll　using　24　steps　has　been　completed．　With　respect　to　this　de、・ice【he　fしMCtiOll　of　eacll　machine　at　starting　alld　acceleratioll，　the　experimental　results，｛ハperatlon　systenl　ill　l　he　case　（♪f　joillt　use　（」f　electric　brake　and　air　brake　and　its　testI・esults　are　inい’uduced　herein．　　Further，　this　device　is　to　streiigthen　the　protectiveequipment　ttnd　enl’iance　the　illter’1’u））tillg　capacity，　which　is　intr《）duced　in　this　article　aswell，L　ま　え　が　き　屯申：をさらに速く乗心地kく安全で経済的にするために制御装置とLて要求される点はつぎの諸点である．／／・　体　．．・　”ノ　真G、・nc［“｜、1U・、s．8（　1　：So　．i　’　｛・：u割’‘｝技1帖｛川．．a．b，c，d．e．f．9．h．i．弔：提の軽減起動時の衝撃減少加速時の牽引力の変fヒの減少1：．：」　力nj虫」匡高減速度電気制動の常川故障電流に対する保‘i貨装置の強化運転のノしキシピリ・∫・一保守点検の容易　今回新設1目‘の制御装｛置はヒ記条件を満足するよう検討計画したもので24ステッゾの多段式としたこと，ならびに操作弁の操作により電気空又〔両制動を併用｛制御する等，従来と異なる新機軸を織込んでいる．すでに名Ilr屋鉄道へ10両，さらに最近西日本鉄道へ4両納人して優秀な成績を納めることができた．なお性能については運輸省技術研究所の’r：で名占屋鉄道現｝P試験により都召密な調査が行われ，Rl’ili：なデータが得られたので以ドに本装置の特長と動作の概要につき説明する．　　　　　　　　　　　三菱宙機・V‘⊃L27　No．4・19．　5：1正fn　iie加速度吻or／％　　｛1　　＿＿4；　　11　　　．一　！　ト　　　　　．　　　　　11　　　　　　　，ge5　　　　　　　　　　1fi　　　　　　　　｜．5　　　　　　　　　20　　　　　　　　　25　　　　　　　　　3fior　　　　Ofb　　　l　sθo、195IQ5、｝｝fi　1彗9・、｝tl　S　k壇rp　L：蔓盲3フi．．コ・2．ア当竺1＿−r⇒1．．jfi牽弓ln　i’a笈化％〃pr�_9．’フうフ呈寸霞．土・］遠きi‘≒］1．i1老　　き立；：已　ls．‘ff8　atEn　　’FE7t・t弩，ft，li、．．．「5�c合」2ノ紗・／肪25｝s這η、c5　【互二旦」　　　1o−o9tpガ．．ボ廓．i．〒5η芋．TLtil　．．ゴ　．．t：�d；、�_：，下は1IiiJ竺；1も：ilf彊輪．　　　2図（a）　主回路ツ　ナ寸．Fig．2．（a）　Connectic）n　of　iu【lin　circuit．へ／gt　　　　／s　　　　　！6「　　フテ・りう敬tSJU1　図　　　ス　）　ソワ．数と7＊三り1力ぴ）変イヒ．｝♪よこ；：　”tL　Y＿，Jh9速度曲線　　牽引力の変化は平均牽引力に対すろ変化．：”表わ］　　平均加速度は定格電流の｛直を　1〔N）．Ud　とするFig，1．　Curves　sh《、wing　changp　of　traeti’vo　f〈：，rc《綿　　　　　w▲th　step　nUmberg　and　av〈・rag・・　　　　　　　　　acce｜eration　speed，2，起動および加速　限流1’1動1川速り≧剃、ン：スイッチ方式でわずかに100Wの操作電動機FCよつて1・．’．7ム形順序開閉器を進めて起’動する．　ア．ステップ数　起動時の衝撃減少，加速時の牽引力の変化の減少ならびに高加速度起動をするには，どうしてもステップ数を増加しなければならないが，ステップ数の増加には・定の限度がある．ド屯動機の尖頭電流を一定にし．た場合におけるステップ間の牽引ノ」の変化と’ド均加速度の関係を表わしたのが1図で’ある．　これによれば18〜20ステヅノよりステップ数を増加してメ，ステップ数の増加の割合に効果は表われない．ステップ数を増加することは接触器を増すことになり車：量の増加保守点検の複篇［を．伴い効果が相殺さ才しるσ）で18ステッソ．程度が適当と思わ才Lる．　これに起動時の牽りIJ）を抑えるための拾ステヅノ才♪．よび抵抗が理想的にとれ．ない」易合を杉え，　さらに弱め界磁も2ステッゾ程度が必要となろので　　　　直　　　列　　　12’　　　　並　　列　　10・合、1卜　24ス」’ッゾとした　　　　弱め界磁　　2このうち最初の3ステッゾはいわゆる捨ステップとして起動時の衝撃の減少を計り，弱め界磁は80％，60％の2ステッ．／として円滑な起動ならび‘こ加速を得るkうにLた．　1島．　　　　1〕lil’，・ll　‘｜量tSl　w・嬉88800101ρ〃烏β焔�s烏B∫ノノP剰d：ド［　．1一。1θ叶i9．1一br墨罷o＆80厭）←do9　［OIOIO亜6ioo　　　Ob’．．き88．墓〃OIOL　looJitb聾聯lu∫・寵otユoooo　；oo。rn8G昔±‘∫tooOO0601．O量OO・°誌。列1［1膓OOooOooo一1（汀ooioo十o1doooo1−8tOOoooo91ioo．ooOOO90ooQΩoooooooo書罰む9o｝oo．ooooΩoooo三毛．βRrr没u此万撒∫）StJρ6Hγρ已／oOooto0ooooooOoooo（）1「oooooooooooooooooooo9oooo〃oooooilooooOoμooooOoOOoABFM形多段式霞．申制御装置・松団　　　2図〔．bl．，L回路ツー∫1．．’Fig．2．tb）C・nnpぐti‘，n・f　lnain　circuit．電這L（ノ『　ク当リ）　3図　ノッヂンつ曲線Fig．3．　Notching　curves．（131）g　イ．橋絡渡リ　多段式にして加速時の牽リVIO変化を減少して乗心地をよくしても，渡りにおいて同様に牽引力の変化の少い橋絡渡りにしなければ効果が半減する．しかし橋絡渡りにすると抵抗を2群に分けるので抵抗が有効に使えぬこと，スイッチ数が増加すること，配線が複雑になること，速度が高いときの渡りでは橋絡スイッチが過ノ＼な電流を切ること首の欠点もある．本装置では配線はできるだけ簡単にして抵抗スイッチ」ゾ仁びsji’」め界磁スで・ソーSには小形軽景の2極単位スイッチを使いかつカム式では得られない直列と並列のシー’tンスの吋変性を活かL，橋絡スイ・ソチもカムKfッチ1：りi遮断能ノJの人きい単f、‘〆・べ1ソチを使用して以Lの働点を解決［ノ�d（2図a．bV　1：び3図，4図参照）　　　4図　∵極単位”f戸Fig．4，　Tw（》pole　single　LMit　sxviteh．叶匪晶霊［翻10（131t）〒lil、t　　5図　限流継電器説明図Fig・5、　Currelll　limiting　t“lay．．／i”ti：｝方jlLifr，：∫．11／．「り　　6図　限流紺；1丘器Fi　hr．6．　Cu【’r川1【1川】it川g　rel：ly，　　　　／1／／／∴ニコニープ　　　　　　〔　1’　　　＼／三／／一日1．　　　　　．’　　　　　．　　　　　　　　1　　・　．　←　一，　　　　　　←　　1．’　　i　　『　　1　　’　　1　　11」＿＿⊥＿L＿」一＿⊥　」一．L　　　　＿．一⊥．　　⊥＿1．figfi　　　　　　　　　　　　　　　9．n駐il　　　　　　　　　　　　　　3、1淘‖　　　　　　τ線輪♪ムvT｝回翻　　　7図　限流継電器特性曲線Fi9．7，　Charucteristic　eurve　ofいUrrenf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　i　　r　　n　i　　r　　i　　T　1　　9　1−　e　i　　こ1　　》「　　．　ウ．限流継電器　多段式にすると各スプッ／問の屯流の変fLが少いのて確実かつ高感度の限流継電器が必要となり，これがなくては多段式にしてもノッチ飛び等のために運転のi，i頼性がなくなる．従来のものはいずれも吸引力は単に電流に比例するものであるが，これを電流の2乗に比例する如くすると高感度が得られることに市目し試作fiJf’；tの1：はじめて実施した．これはグイー」一モS一タ形計器の原理を利用するもので，従来の形のものと同様にll∫f・Lの作る磁場の中で別にシャン’トからフ♪流する1三回路IE流に．1［：例する電流を流すpj動’f・しを設けて高感度を得る．rとに成功Lたものである．｛5図〜7図参照）　エ．順序開閉器　限流継電器に次いでノ・・チ刻みにノく切なメ、のは順序開閉器であつて，特性の良い（L）19動機操作順序開閉3＃を利用するのが良い．従来の屯磁空禄式に比して起動時間はlr「・くステッゾ問の時1川が・定して滑り角度4）小さい．これを電動カム軸式と比較すると回転部分のi麟tが小さいので起動制動時の尖頭電流が小さく起動停止は迅速で滑り角度が少く，　ステ・ノノを多くとれるし，さらに小占い出力の電動機lt・足りるという利点もある，1菱宙機・V・1．2’‘N，，．4・　］y53　　　8図　電動機操作順序IXI閉器Fig．8．　Motor　operati（m　sequence　sw三tch．　操作屯動機は　100V　　　　　　　　IOOW　1600　rpm．　　　　　　　　歯弓工上ヒ　9）s18＝162　　　　　　　　市：量　14kgの’卜形軽量てある．（8図）3，起動加速試験の成績　ア．加速電流　限流継電器の限流値調整を全界磁の場合210A弱界磁の場合170Aとした時のAシLlグ・7ムを9図に示す．　限流継電器の限流値調整を全界磁の場合260A，弱界磁の場合220Aと1た時の一a．＞lrグニ・ムを10図に不t’．　　　　　　　　　仁L、ぺ，一一二ニー一二ニー一＿　　　†　　　　　　ユ刻礼　　　　　繋☆≡一一＿「一一一　　　　　｛　・］二　・r：，・亘ニーN’：F尺ffク危・吻5⊂ノッチィノ．伽‖1”40け紗一　　　←速匿細n翻5｝鯖1司促）　　　　　　の　　　〃459∬時同卿・日汲6�jノ‖��醐晒9　　　　　9図　川戸）v’”∴FT9．　q．　Oscill∩gran1∩f　Star†ing　and　acceleratlon．，．．、竺　一一工ニミ・N＿ee、　　　　：，享　．r，」　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　lH・　r’＼「＼＼ぺ・v司　　：・　　　　v；　　rミψンヒ’＼ly＾＼巨尽＼＼〜〜ぺ＼守汗�aで・詮⇒蒙≡一一了マ＿　　　　　　　−　　　1　　−1　　　　　　F、　　　　T−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　一　一　　　　　　．　　　　　10図　力行オー’ケノムFig．1〔［．　（．）SC三IlOgramく｝f　Starti叫4乏md　aUCeleratlOn．Bφ｛司　　　OFn内の6字mステップ数を示苛　IT図起動時の衝動F輌9．1］．　Impulse　at　start｛ng．　起動制御時ノッチ刻みの際に生ずる尖頭電流の最大は限流継電器の限流値に比例して増大し，限流値210Aにおいて254A（定格の14gQ6）同じく260Aにおいて314A（定格の184〔〕。’）であつてノッチ問の突流電流は限流値210Aでは47−A，限流値260Aでは59Aとなり，限流値に対しいずカも22．5％　となる．尖頭電流，突流電流とも各ステッ’ノ「にかいてほぼ’定であることは円滑なる起動加速であることを示している．　イ．車両の衝動　起動制御時の／ッチ刻みの際において突流電流のために車両に生ずる衝動は11図のとおりで，ステッノ’数が多いために非常に少く0．059以一Fである、また橋絡渡り方式を使用しているため渡りの際の衝動はほとんど生じない．4・電　気　制　動ABFM形多段式電申：制御装置’松田　ア　予備励磁　電気制動の開始にあたつては電動機の界磁の強さは残留磁気だけであるため磁束の増加に時間を要Lて電圧の誘起がおくれ，したがつて制動力の1’ノ：上りがわくれるおそれがある．そこで制動開始にあたり，あらかじめ界磁／Jイ・しに電流を流してやる予備励磁のノ∫法をとるのが運転のf，瀬性から見て必要である．，試みに50kW，95A，600Vの電動機で予備励磁の効果を試験してみると，従k・のり式では定格電圧の80％の・’川抄までに6秒強を要Lたものが定格電流の1伊hト1｝渡を流してやるだけ（”，0．3秒に短縮される，したが’ノて定格電流¢）］oo6程度の電流を竃動発電機を電源として流’］一チ備励磁方式をとり人れて効果をあげている、　予備励磁の電源は架線から直接とる戊」法と電動発電機または蓄電池からとる方法とあるか，架線から直接とる　　L　架線電圧の変化が激しいと励磁の強さがこれに　　　　比例して変動する．　　2．高圧の接触器ならびに抵抗器を必要とする．等のためあまり感心しない．電動発電機または蓄電池かd33）11らとるとこの穴点は除かれ．て好結果が得られる．　凸衛励磁の時問は1秒程度であるので竃動発電機の容続に対する影響は問題とするに足らない．　イ．電気制動と空気制動との併用　電気制動と空気制1動を併：旧L，　これを1司　・ハント．’U・こltり単．・に操作するば．かりでなく，電1く（制動を主体と［，空ぷ制動を補助的に使川して制輪fv’）1肖ほを助けるノノ式が最近の制動万式の傾向となりつつある．電気制動は低速度になると制動力か激減するから氾気制動の最糸冬段階において，一淀速度以ドになると空：＜（制動に切件ノー，またある・定速度以i：の高速度になると電動機に過電圧を生ずる心配もあるので、空気制動ll体へLl」昔えることか望まLい．　Lたかつて1包気，空気両制動のll｝：用は常用制動位置においては例えば最高運転速PΣか」，1001〈m’hの速度までは空気制動を1三体とLた制動力で減速L．，可00kmhから15kmhi程度まては電気‖1｜1動をi　／ts’とL．た制動力に白動的に切替え，さらに15kmh以ドの速度においては再び空又（制動へ白動的｛こ切替えるノノ式を現想とする．アXilhに，］’“いて｛．にのIJ式はP．c・叉1、．の‥．．卯ノ」・一において最初試与ら別，そ加以後最新の交1汐V電申．，1．t］iド鉄電申．はf列外なミニ・7）ノノ．rじを採川1．己），　．．，．・　1’．ン」也卜’鉄新．中：の（M．EEノノ式は最d、理想的な完備し．た制．動ノ∫式である．／｝川ばこの1三旨にICり電1〈制動を常用とし．．空三（制動を補助的に似∫卜目すフ膓はかり．こ．なく制動弁ハンドμに．kる単一』操｛乍｝‘二．Lり電気制動，空ス（制動のr↑川的制伺1と運転操作の簡．易1ヒをはかつた2、の．．こ，日ド1はこ：ノ）ノノ．式は最初の試みである．電気（制動は自動発電制動ノノ式一であつて，4ノ．ノチj2．タ’．ノ．ノあり限流継電器に．より自動的にス・．ッ・を進め．二『減速．．1る．川2図）Wl　　　　　　　　　　iUlt　　　　辻，．．n．t：L．》モー9つ［Dta・ク　　　　｜2　図　　∫Eタyli　i−11　／lSlノ　ノ　・．i’llll圭；kFig．12．　Notching　curve　‘）f　electric　brake．12C134）　エ．制動弁　制動筒のト部に電ご（制動用のトノム形接点を取卜1け二制動弁ハント’ノしの操1乍にltり、電気制動と空気制動とを制御する構辺てある．　制動弁ハンド1Lの111ブ置はつ．ぎの通り’こC従来の空気制重力単独の」易合とハント．lrの位i茜コ．よ何み∬異らない．刊1　　　　　　　　／ノ直　　通　　1巨：　　り1ド［　通　　制　　動1’1　動　　！s．：　　り自　動　制　動　　　　’・ン1・lt．取外1　　　．）1．　　　　　　常11）　1自：通制動（Release　’）（Lap，　Straigr　h．t｝（Service．　Straight）（Lap．．Alltr））｛i　ervice．　Aut〈戊｝日一landle　f．）ft’）（Fmergency．う　最高速度から約15kmhノ返度ま．（は電ば蒲｜働にて波速し，15km　hになると自動的に空気制動をfll：川しはじy），電気制動が効ノ」を失うと．！　1；・に空k（制動が発効するた．め氾三（から空気へσ．〉移行はきわ．．めてlii滑に行わA｛る．Lたがつて最後の停申：fJノ：置‘ノ」調整は在）k・‘ノ．）空気｛副動単独の場1↑の・・ント．・L．1’Xi作と「‘il　i羨．である．この場合の空k（圧は1．5kg　Cm21’あつて．；II：’くiから空’く（’、の｝al動U川ア．は’．1）連動弁1こL．’・”｛「・�_，連動弁ほ1，ISピ∫；〕　ノの2　　　13図　連動チFFig．13　　1ntc−rl∩cking　valv¶，　　　14図　連動プトFig．14．　Interlocking　vai・−c．三一三．萎≡1E機　・Vol．　27　No．　4　・1953’　，よ　絃11s．三　　「t：　”重‘　　iJさ〜一一　一．一．＿s−’N　　　　　　　　　15図　11｝｛：通制動オシ｜「ケ1コ’　　　F19．1in．　S．　tr；lighl　servlce　hraking　t｝．sいiilngr／mn．　　　・ごトー一叉　　．．：：’一一一一　≒・．三；＼こF・一’一・＝　　＿−r）E．一　　一竃二、三二．一誤だミ⊆ニ　　　　　　　デ　　　　　　　　　T6図　直通制動S，　・r〃’，�d　　　Fig．16．　Straighl　serK・ice　braking凧川∩gran・，1「『こ二丁「二il’rc「1，sw，、　　　L　一　一＼＜・：、　　　・…　　　一　；一　；．，‘．霞こご二〉＜∴�b二三ll簗遊竺二［：こ誉蓮目鍔　　　　　　　　　　　　　　　簡「自ド評　　　　　　　　　　　　｜1　図　　　1白：ゴ重　‖｝11重り　牛寺・｜」レ　　　FiR．17，　Str　ni　kr　h　t　s（・rvic（・hraking　characteristic．一パ・’）‘占「磁ナドとi成川1すド、　flじ糸6ナト，　i別ソξナド．∫．t・；1ぴ2一ノ’の1口llllfド呈：L　りメCり、　　：動弁と箭IJ動‖奇び）1昌狙こ、没｛tる．　1璽・巨云f・1’：定［竺は1Llij’F！！’f【弦チr・（．‡「ド1任�lさ暑1一こし・るカ1，　’壱三くて笛「」動力・ら’乍fk（‖｝‖重り・、：り手多「」．t：｝tt’｛二1山島｛』∫Lく隻づ↑i：t垣力硅1きイ1、　JN〜くU．｛戊Jを　ト≒司・｛tL力て制動jJを発川寸る．（13，14図）　　（2）　　川動市｜」重り　　こV）f　｛diiil’ご｛よ葺↓《JJ　fj・らム11姿ま’1（・1U！x（i，Ml動と♂乍又U刊」動とカ：i｝’Fl‖となる．　　二しり」坊rこゾ）τEノ）くUi｝r」Utb（ま1；N　if［ド1動渉髭」虫’（ト才ノり，’・ド気制動は3．51（9．cm2σ）空tノく（圧である．　　（3）　　」｝：’r営；｛司重iJ　　こゾ）f�gi置も王最拓」カ・ら茸乏1姿ま．『．f’］じ’K（吊｜1動と’虐ノくG｛損動とカ↓ig：lll　tなる，　∫包〜くU聞動iゴド1動箭1」動u）場r�eと変り｛まなし・カL空’く（制動の空’式UEが4．5kgcm　L’となり．したがつて］’liiil」重力JJtt　l’1重IJ；｝；IJ重り（ノ）］易、�eL　り　1＼き　L・．　　〔4　）　　i紅り（iikJLI〕ノお」；こ」r・’1．’1動）　　一，ワ．）Wパi号．てi±”セ’．ct　Fiii」重加ゴ召1．）k−（7）’空ヌ（箭ll動章誉，独の与；it　’」〕」易1ご．Lい」ぢ∬　‘頃：1〕　．　とオnるカs，　r｛6　kC　−tt・iU動ぴ）ノノも抽ξ｛乍手琶動機かf亭1上し．こ，その時の・ぐ・ソフのままの状態を保持することとなるのて電気，空気共にこの位置では「屯り．iとなる．　ABFpt・1　‖多多Eとヱt1ピ・li：i旨r」翻1ナ芸i置・杜hL11｜1　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　（5）　弓也vノ　　この位置は運転状態を？（・2．・　L，電中：のJJ｛J：運転はこの位置と電気的にfンヌーISッIlしてあるため，万・間違xノて　1三卓W庁IJ位’II2｝手ハン　ト　’Lを｝」fJ：fUli？ll｝こ才弐L・たJki態で1‖jl」動弁ハLいしを進めても1川1川路が開いて後，制動川路を［’11る故心配はノCい．5、制動試験の成績　ア．直通制動　15図は制動初速89kmhにおける直通制動のオシv「／・ム（あつて16図は‖ill動初速76　km　hにあ・Uる1肖通制動の寸シttグソノ、．17図は制動初速81　．5　km　ihに；♪｛†る‖flJ重力］：jr申1．�n’・ある，　17　図｛（．t−g　l‘↑る　　BC　l柱1糸泉t’t・浩‖重力・t’「⊥を・IL−‘一コ　　　　　　　　時同　　　　　　　一一］二：］一一　ew−一一一LS　　　　IR図　rl動制動オーけ一‥、Fig．19．　Aut∩matiいbrl・k｛n9・N川1・gmm．叫：”1、i4．m　▽　∧　蹴i，ooノ1リア励汐　jOfi，，／F／ltt「ra，7　2クl！fit7　．．izal　　！tlPfi　6　Pifi　｛；．　Sgt　　　　　　　　｜9　図　　　自重り‖；lj正力才↓・’「’［：Fig．19．　Automi！6c　braking　charac亡eristic．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓135）　13Drif　e5∫、　；mPldines　Ft　　　　　　特　間騨一一一］二「一一一一一一一一一　一一一一　　　　　，ζ　　　　　20図　非常制動オ〆T’Tラ’ノ’　　　Fig．20，　Emergency　braking　oscillogram管圧力を表わす曲線であつて，15kmh前後における制動管の空気の立上りを良く表わLている．　イ．　自動制動　18図および19図は制動初速44kmhにおける電空併用制動のオシグフムならびに制動特性である．　ウ．　非常制動　20図は制動初速9f〕kmhにおける電空非常併用の一」ltt7’アムである．61遮断能力の強化　変電所容量の増大と並列運転のために故障時の電流は次第に増大してくる傾向にある．これの保護装置を強fLすることは故障電流が流れたとき，両端の変電所の高速度遮断器を選択遮断することも現在完成の域に近づいているが，車両において4，これを確実に十ることは中両焼損，架線断線才♪よひノY命を損傷するぺ揃文のおそれがあるので1〈　rT∫欠のことである．疏枚電流が人きくなると相当尺容量の断流器をもつてきても遮断はイミ可能となる．これは従来の断流器が動作開始までに0．15〜0．2秒を要し，電流か最大値に達してから遮断を開始することとなるからである．kつて動作開始時間を早くL，電流が小さい中に遮断Lかつ時間的にも早く遮断するu）高速度断流器が必要となる．こオ1は電FP用断流器に高速度遮断機構を付加Lたk9、ので遮断開始が0．008秒程度てある．1か［高速度断流器のみで遮断すると大きな背後電ナjのある場合，やはり相当大形となり，また一り一ジの出ることもある．目的はいく遮断を開始することにあるから，こAlを‘1輪故電流の減満［器として使い速かに減流すると，減流抵抗値を適当に選へば減満［川の高速度断流器と断流器の負荷を均等に［て両者と］、に小形のものとLかつ迅速確実に異常這圧を少くして遮断できる．2図はHBか減流用高速度断流器てあつて，LSは断流器てある．7．結　び　電車制御装置の多段方式と電気制動は今後の新製電申の当然具備すべき必須の状件である．とくに電気制動と空気制動との併川制御あるいは速度の広範囲にオ）たる電気制動の制御は新しく開かれた電申：の研究分野てある．拘信すると従来の竃車は電動機も制御装置1，走ら｛ことのみに電気の制御を杉慮Lて．巾をとめることについては　・WJT：を引いていた形てある、　今回のABFM形多段式制御装置は｝二記の，｛樂題に対七るつの回答といえkう．輯こいずtlメ、優秀な成績�e運転中であるが，さらに各位のご批判を得てより良き制御装置を生み出したいものと念願している．【い12｝〔3）14）参　考　文　献松田・「「t菱宙機1昭24、6．L．G　R｛1ey：　「A．LE．E．　Transacti松田；「電氣車の科’学1昭27｜．宮内；「三菱電機1昭254．、　v，，1．‘市194714（136）三菱電機・Vo1．27　No．4・195353−14V．H．F．無線62］，396．61．／．62，029．62機伊丹製作所岡谷重雄＊V。H．　F．　Radio　ApparatusShigeo　OKAYAltami　Works．　　　V．H．　F．　portable　radio　commしmicatioll　upparatug．　which　is　under　rapid　developmentis　being　most　exclusively　produced　by　our　colllpany．　They　are　of　frequency　modulationtype　which　are　adapted　to　type　PR−一・i　and　then　to　type　PR　2　apParatus　supPlied　tothe　National　Police　as　the　Inost　pertinent　apparatus　and　used　ill　the　front　line　of　thepublic　peace．　They　are　also　used　for　the　service（，f　the　autonomous　police，　the　NationalRailway　and　other　private　institution．　　　The　particulars　pertaining　their　characteristics　and　operating　conditions　whichshow　their　excellency　are　given　herein．1、ま　え　が　き　V．H．F．帯にisける通信は，近年急激に利用される、iこうになつた、現在まて’に当社が製作したV．H．F．帯用無線機もそれぞれの用途に実｝拐されて担�dその種類もκnlIO種にわたつている．今後研究開発さるべきもの数種を除き，現在まて’ic製占占化さY，［た無線機について簡単に紹介する．3，PR−2型　　本機は現在国産V．H．F．無線機の代表的機種であつて，国警において簡’ぐ仕様の険討，統．・が進められ，約2ヵ年にわたる試作期間を経て制式化されたものである．　PR−1型はこの前身であり，　PR　2型を今日に迄標準1表2，分類および用途　V．H．F．無線機の分類法としては，旧途lCよるものと，使用周波数または出ノ」による方法等があるが，各機器の性能，機構の類似性から分レ類するならはt，やはり使用周波数にkるのが適当ではないかと杉えられる、　　1表に当社製品の一．・覧表を・Jki−．　IH途は代表的なものを記したので，この他にさらに多くの用途に使用できることはいうまでもない，　　以一ド各機種．毎に大略の性能等をご紹イ「する．　＋無線機部　　　　　　　　　　使用周波数va　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機器名称　30Mc帯（29．5・−44　Mc）　60Mc帯PR−2定格出力　150Mc帯（148〜156Mc）200Mc帯（188〜200Mc）移動　25W固定　50WFN−−150WFN−215WLSV−25A25W・・V−・・AlFM−1FS−1巨R−1edw一5W，10W，25W50W10W・・�`。。。。瀦主要用途国警．自治瞥農業協同組合そ　　の　他jt27〜38．9Mc140〜48Mc70〜100Mc1自治瞥および一般SlltLSV−25Aの改．良型tt国鉄海上保安庁1．5W0．35W　　　　10W最高出力40WLSV−50Aの改良型同時送受話方式同時送受話方式車載bよび可搬型可　搬　　型多重回綻用t137）15送送Ft．可能窟弓i皮数帯周　波　数　偏　差出　　　　　　　　力最　大　周　波　数　偏　移変　調　周　波　数　特　性変調入力fンピーグンス残　　tF　振　　巾　　変　　r凋ス　　ノ　リ　ア　フ、輻　射t・・1歪　　　率　　S’N　　　　　　北　　電　　源　　K　　力　「‘璽用頁4　管　　　　　　　　機　．　　　　　　　　2表　PR　2型1・倍敏受慣可能9d波数帯周　波　数　安　定　度1　0，3〜3kc　−〔lt　60二！・10Q　sgtg’レ’⊥．ド　　25〜50Mcの111｝で一70　db　L：），．1”1　　その他で　　　　　一60db以ド　1kc　70A，，変凋に対し一．2�Jdb以幽1・’‘　　−45db　s．’1・ド　交流　100V　50、60〜（移動は　6V，1｝C）．　　6Slf7．｛ンr　　3　6ミ　　小こ‘象4さ撤，　1−．，　：窮　　逓f音i6SD7イ｝T　’1　イ　　変，Sl　6Vtiイ「T　　　I　4；　第　　逓倍　t．A「一蜘γ　　　2　仁　　しJJ±tellj（移動のt旭合1い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　6SL7−（；「p　　l　t　　低周波増川　6H6−GT　　　i　↑・　｛桶移制VJ↓　　汁　　　　　y　tこ　（移動は8本）　　　8　　（2κ2ソ2）　29，5〜44Mcl　−20℃、→・50℃の」「ii囲囚1良に対し　：t．0005W川内　人力　1μVに対し　20db以上　人力10pVに対し　35db　j’4ト　ゴニ15kc　てe　6db　Vlレ勺　ゴニ40kc　で　70db　L’1．’i！　−70db　L富1ご　1kc　基埠で0．3　k℃　で　・日0．5−1−2db　　　　　　　Ll　kc　で　．−6．’、2db3kc　て・　．・t’l　t　2　db　IW以1：　久流　100V　50、hO〜（移動’t‘；V．　Dし二）　　＃　’4．3Mc　　　着6．：　455kc6sH7−GT　g本　高1，liiff増巾，第29．5〜44Mc−20℃〜・｝・50℃の周囲湿度に対し　±O．OO5％『以内50W（移動機25W’）±15kclkc　基・準で　0、3kc　ドご　一10．5ニヒ2db，2kc　一ご　十6ゴ：2db3kc　で　十6士2db以1勾　　，受1．t機S’N選択比度’」．　ノ　リ　ア　ス　感　度低　　　周　　波　　4．？　　el，無中1：　　出源．　　人itll　　1・F，1　　波カ｝）使　　eiJ　　貞　　空　　管1ぱ‘遣機外片シ・ri」、　　　　　　　・混ゴ〒，痴　・，千、｝発，　第一中間周波，第．：中間「］波，撤巾制PN，雑三増ll」第ニリ給検波」♪」．び雛肖幣が［んう　tL　i．お］　！：ww・±・lr惰増’ll低周汲川り定竃月放A古　　　　　6SA7−｛｝T　l．S　　　　　6H6．　GT　　2　4＾　　　　　6SL7｛〕T　1　↓ミ　　　　　6VtLイ｝T　　I本　　　　　　　　　　　1，s−2B　　　　　　　j　　4、　　　　　　．ll幽　　15】11i　斑｝　　‘二，　ti　　17“）　　じ郵「f　t4　rs）d，e｝b　2図　PR．2型　移動川起短言皮無線這話装置送受信部・電源部弓も榊器．i“よ▽シい，一．Fig・2・TyP・PR・2t・anSmitt・・一，。we，　s。U，e（“，　　　　ぺ川旧1〔jling　de、・iCt・：md　hand　seLfヒ．3る圭こ・には・国警当局お1：ひ’t　’一　）ノも・1レ∵たらぬ努力と犠判を払つたの．ごある．現在国警に最も多1使用Nれてぶり，近来自治体警察にお一／�d使用されEJ、1’，ドなつた．　ノ＼略の性能を2表に、」k・す．　同定機の外観は1図，移動機は2図てある．30　Mc帯は現イ印櫓のll・・で占められている←s・1・1；［，胎体袷む）の．こ害lj合に柑！t：の1：渉にkる混！ξ［もない1：うであり，　また　’応この程皮の性fi旨であれば混信，その他の問題も発生Lないと杉えらtil，現状においては技両し　一　．1しからk，えても割合に適当な基叩てちると杉夕・られる．　な宕移動川の防震ゴム杉・〃，1ンは当社の杉案による：屯クッシ’ンて，いかなる衝撃，振動に対Lても充分持ちこたえることができる．他の移動機に］，すべてこ」，［をf吏川LJi厄に好詔／をえている．4．FN・−1およびFN−−2型　60Mc帯川として’愛I」Jll居農業協ln掬1合に納人した50Wあよひ15Wの固定機である、タ十観は3図，4図に小す・60Mcにおけし機器は仁機が代表的なもの・，今送F，MS制fh・V　ZI“一本　体　　1図PR　2型固定用超短波無線’，辻話装置　　Fi9．1．　Type　PR−2　　fixed　V、H．F．　rddU）td・｜．・hulle　equiPn1ヒ川．16｛138）13図　FN．．1型6（．l　Mc．　　　FM　無線機（前山　lilllJIソ！こノノFig．3．　TyP←　FN−1G（IMc−FM　radi〔｝sc〔，　〔「rc）nl　、｝cw　c〔｝verupen（td　I．三菱邉機・Vul，2？Ne．4・1953送信受｛，．！L13表it　　｛言　　”i　「］t　l，ぐ弓　詐乏　数　Vll’周　　波　　数　　｛拘　　刀川　　　　　　　　り最大周浪散偏岳多変調周波数ll．�O一’］変、鰯ヘノ」．．〈iI一ソ「’．｛鴎　イf　振　Ii」変　．」リス　ノ　1ノ　ア　．く　幅　刺，IJ／　　　　　　　　　　・s一三S．N　　　　　　比；K　　　　　涼：　　　　　ノs　　　　　ノ］使　　川　　‘∋　　『，Y　　“逓倍う4図トNI型印Mc，　FM．無線機「裏｛旬　聞扉のi：’・．’，）Fig、4．　TypピFN　l6∪［v正c　FN．l　I．adio　sヒOt．（back　　、・itLw　　covel・叩ened　l．FN．1，　FN−2型性能表　54〜68M（・　−20℃一｛5U℃ノ川’、1：用温度に対し　±’�J．005W　t，／lJy　FN　1　5〔〕W，　FN　2　15W　卜15kcikc　ら≒乎．〔1’U．：j　kc　ンr−　．一．】〔‘．5‘ト3db，2kc　．ξごより　：｛kc：soe、：撒〕、　こli（［！］r．・2（）！1i　6‘jdb　トし　i．’lkc　1じU‘�d：　変IJnl．’　：’ji．　　　−2t）tlt，　」．1．1．・17db以｜．41流｝’川、［leL「5u〜｛幻、tss力7｛；T　li．客　↑、∴‘≒発搬，蜜調，第・．・造札1｝V6．イ｝T　　ll，1　況　二湿倍tis．　L7・’・　　11、　μUl‘d波増ll］〔；H6　”　　1・i4　（Siii移制似↓2E・2fi　　　lt、｛z萄　山：噛｛1≒｛．終段電ノ）｝倉川｝2B2y　　　　l　仁　（：なL）　宙：∫片W巾、il’　　　　8　1・1（　）内はFN−2旨ノ｝場‘「数lIz（3／z＾2）受信可能周波数帯周　波　数　安　定　度s〆N　　　　　　　l七選　　　択　　　度／　ソ’　tl　ア　ス　感　度’−，▲ノ．・しi動作範問低　周　波　特　¶無　　　翌　　出　　　JJIu　　源　　人　　り中　　閥　　v，i　　波　　数使　　用　　s’ミ　　空　　管　　　　外形．寸iE巾600　高り17tH｝vH．F無線機・岡谷54−68Mc−20て〜．・5U℃の．嗣；）｝両度にk・lr　L；”〔L�J05↓‘、、　Llh’・11μV　ノ、，」で　15db　t⊥卜　　TOμV　一で　：t5db　」’i，｛．∵・2Ukc　一で　　．6db　　一テ6Ukc　・三．　．．ll．Kbdb−．6Udb人力1‘五V、10μV・’♪問　lkc　4Y“．．〔・｛L3kf：．．r：日りr・3db，3Lゼ　」｝・1ハdb　1000〜　：：・IW　定i富（　王脳，−11UV　　sU、6U〜　第．・6．SMc’　　；君　：　45fikc　6AK5　　　tl：　IT’：1周波増1田川：び第　・混倉　6J6　　　　1’F　局発遥仕　6SD7−GT　3　払　冶一・，第　二11り川1・”1波増fll　6SJ7−　・・　　3　寸、　L）発tv　kし’：1：↓膓　・，　i’i膓　；振巾制巨艮　6SA7．．・GT　I　↑こ　第　二混lr　　6H6（；T　　6Sl．7　tt　　6V6．．・r　　ls．．21i　　．t卜喫行4N）2↓｛1イ、｜／・：1仁15’t：検波むよび雑音検波ス’ノ」1．．i．．1♪よr．）：il£周ilfiifa巾低周波出り定竃ll放屯管Fki3　　　5図　ドRll坦［50McFM無線機国鉄操車場送受信機部，電源部ぶ」いぴ選択呼出部Fig．5，　Typ（・FR．．1150　Mc−FM　yurd　radio　s．　etf・r9・vemnlenl　i・t・ilway　tl’urlsllコittel’．　P・w←r。nurce　and　s・・h・ctiv��C汕ng　devic〔一，4表　　LsV　5｛　jA、　LsV　25A　　　　　　　　　　：．9　　　　　　　　　信受信　　　　　　　　　　性能表LSV−50A　外形寸法　巾760　r『�_’1180　奥行460　mmLSV・．25A　　　”　　　巾825　高．り280　輿i∫520　mmd39）　a15表　FS］，　FM−1性能表　　送信可能周波数帯　　　周　　汲　　数　　偏　　差　　川　　　　　　　　　　J）　　最大周波数偏移　　　変　調　周　波　数　特　性送　　変調人力イン’：’一グンス　　　残　存　擬　巾　変　調　　　ス　ゾ　リ　ア　ス　幡　射　　歪　　　　　　　　率　　S’N　　　　　　北信　　電　　　源　　　人　　　力．使用真空管信通　　　倍　　　数受信可能周波数帯周　波　敢　安　定　度S／N　　　　　　比選　　　択　　　度ス　フ　リ　’r　ス　感　度スリルチ動｛乍範｛用低　　周　　波　　特　　付無　　　　，11　　　出　　　力竃　　　源　　　入　　　〃中　　間　　周　　波　　数使　　川　　貞　　毛　　管FM−1Fs−1出」口ニヒニーグー三　外形寸法　［P鋤　外形†i・11　「｜】450148〜152Mcまたは152〜158　Mc．−20°C〜十50℃の周Pti｝hA度に対し±o．005ボ以｝勺50W〈FM−1は5W，10W，25W）Jt　15kclkc基櫓で0．3　kcで一・10±3db、3kcで0±3db以内：旬0、3�p）〜　で　60fl：，t20115％「以．ドー・65db以下1kc　70％変調に対し　一20　db以卜’−47db以F吏流50〜60〜，100〜110V　（FM−1　は［頁流6V16SJ7．　GT　2本　水11）i，SS辰4♂よび稲｛占6SD7−・’　　　1　：仁　　変調6SL7．”　1本　低1♪搬増llj6H6−　”　　1本　柵移制限6v6．〃　2幽本　第：、第二遊1庭2E硲　　　　1　t；　弟四曲払2B2Y　　　l本　電力掴巾↓FS　1みみ）1（FM．vwは脱63偲た｝．t　2　tt拍四齢凪蝿力増1「1），tt’　　　　9　事（10　4（）24　（2×3x2x2）148〜152Mcまたは152、158　Mc−00°C〜．f500C　ノ）》’］艮月温1変lc　i’tし　　」．0．005、：　MIN入ノJ1μV　K対し20　db以」二，人1／10μV　l⊂対しCO　db　以卜：ヒ20kc　’ζ三　一6db　LII’S，　・t．60　kc　で　　．｜ωdb　ド元下．60db以ド人ts　1μV〜10μVの問1kc．基肖竃で0．3　kc　．ご　±　10　r．3db，；‘kc　でUI．3db　L’ILttIkc　で　1．5W　l／　L空流50、60〜，100、UOV（EM．1け直流6V「）第・，6．8Mc　第：・‘55　kc6AK5　3紫　高周減4ナよぴ第一一避バ6J6　　　1乍　”aA；一！“1部発振6SD7　　3本　第一中川周波増ill6SA7　　1本　　：宕　二日↓f〒｝skび第一二局発6SJ7　　3　本　第　1rlllitlfidiN；？よび振巾制限6H6　　2　仁　族波コノよぴ雄諸検波6SL7　　1本　ス’ノ・しチおtび低周1堤増川6V6　　1本　低周波出ノ∫LS　2B　1　仁　定戒圧放竃　、f卜　16仁　　　600Ω±20Ω高サ170u　奥ff4501窪」寸ナ　〕95　　　奥t了　45U後も各」也｝こ｛吏用されることと思う．　性能および定格を3表に示す．’ノnックダTヤグラヱ、は最後に全機種まとめて表にLたからご覧願いたい．　送f言部はPR−2から，受信部は150　Mc，　FS　1型機（後述）に範を取つて大体類似の形式となつている．　本機はこれにつながつた多くのiE話機を有し，事務所の各室から任意に無線を介して有線電話同様の通話がてきるように特別の勘意が払われている．5、FR−1型　本機は国鉄操車場用の改良型である、昭和25年末以来使用中の第一号機の収良型として2711麻製作されたものである．性能は、k差なく，外型寸’法は一・回1〕小型になつている．第一弓フ機の実地試験については既に本誌昭和26年第25．巻第5号に紹介した．5図を参照されたい．呼出機の安定化を計るため制限器を’段追加してある．なお本機は標準150Mc機FM　lおよびFS．1と同一一シヤシーとし150Mc無線機とLての・標準化を計つた．詳細はFM．ユおよびFS．1の項で説明する．性能18（140）Fig，　　　　　　　　7図　ノ（阪水道局納　　　　　IE）MCIFM移動用無線機送受信部Fig．7．　Mn−1108150　Mc−FM　p（♪rtable　radio　set　lur　　　　　　　i）uretlu　　of　　Osaka　　、、・1・tter　Iv（｝1・ks．　　　　　　　8図　大阪水道局納　15u　Mc　FM移動川無線機電源部．｝は「び‖ill御器Fig．8．　Power　source　and　c（，ntroling　device　6t　Sln−1108　150　Mc−−FM　portnble　radi〔〕　set　fot　　　　bUrean　of　（こ）3aka　Nvatti「　、vorks，はFS　1と同等である．用していることである、特長とLては同時送受ノノ式ft’採6．FS−1およびFM−1型　自治体警察その他・般向150Mc機の標準型である．移動5W，　IOW，25W固定50Wで性能は5表の通りである．使旧真空管および性能においても旧型のLsV25AおよびLSV　50A（4表）に比L一段と収良されている、また同’シャシーで移動固定共通とし送信部に才ハ・一三菱電機・Vo1．27　N，〕．4・1903では日’．ノノヤー1・の取換によつて簡直巨に出ノ」享，変換II∫能で，GT管を使川Lたこの師．機器の標準である．’iヤ，i−‡緯三口・部占r�d等日∫及的に　PR　2とi司一・とL．イミで必・及な複矧fltを避けた・ただし本機はPR　2と異り，・般民間会社等　　　　　　　　　　　　　　　にても使用されるのて外観的　　　　にこの点は考慮してある．　　　　　前述のFR．1型］，’；ヤニ・．・　　　　if本機と全く1iij　・C・ある．tt工｛、、u∫能周波数描周　　｝皮　　数　　偏　　鼎二1川　　　　　　　　　　ノ」！最人周披数偏移　変　調　周　］《　数　†与　ドv．　案調人tJイ：ドー’J‘←　ζ　残　　G　撤’川　案　1洞　『’、　．〆　　リ　　ア　　ノ，　哨i　射　，1｛　　　　　　　　　聯1・・．…　’（1：　　　　焼e’　　　　．．人　　　　　ノ1｛uif　　弔　　　q　　　’人二　　管・近f｛’i　9　図　　2（［OPtlc　l；　iX・．1　超知：波無線’屯話装ligltFig，9．　2｛川）Mc「FM　V．H．F．1’≡tdi《）teleph‘）llぺ・　《・quipmel］1’　　　UiLuln　p三ill　）6表　MS　3　tii三能　1（　　　18δ〜200　Mc　　　．−20℃〜十45℃のLi囲面1食に対し　ゴニO．005’以内　　25W（最高40W）　　　．：．15kc　　　　lkc　4�d；　＿・0、3　k（／　・こ　．．10．5コ：3db，：tkc　’「・　Vt3db　　　60Ωゴニ10Ω　（棚）、鋤〜　　：’）　　　　lkc　100t�`　変調トk・11．．　　1川　IJl・．　　　　一・60db以ト．　　　　lk⊂　80％　室L、踊1こ之・「1．　　．　20db　Lノ’「．　　　　lkc　tio％　　亥よ鳩｝．こ　＿　　　　　　45　db　j．4　i　　　　式流　5U、6U、，　W）〜116V　　　6SH7　GT　2　，・　ト品発振」一・よし邊）詰　　　6SD7　．・　　1　tへ　変調　　　6V6　　．’　　｜　t、　冶　：遡1い　　　　L，Ezs　　　　　I　’tぺ　1カ　1適后　　　ZtlUY　　　　Lt　．卜　第四態ねおよuご運ノノ｝tS’il　　　6SL7　GT　　l　±　低礼」d波増1「」　　　6H6　　／1　　1　仁　1袖移制限　　　，ft　　　gl．　　　36　↓3x2ン〈2x3）　　　受信　∫1∫e．虐メtii皮数手1？　　　　周　　ta　　数　　「．女　　定　　1更　　S．．‘N　　　　　　　　lt　　選　　　　　lfC　　　　度　　　ス　ノ’　リ　ア　ス　感　度　　　　　�d　’L　チ　動i6　範　1哨　　　似　　　周　　　按　　　13　　ドt1　　　　無　　　　　　　　　　Aミ　　　　　　　　　l　L　　　　　　　　　＿1戊違　　鯨．　　人　　」1　　　　中　　　情1　　　周　　　i疫’　　　数信　　　梗　　用　　貞　　�h　　管機1　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘MS−3　外形寸法　巾760　高サ180VH．F．無線機・岡谷188〜200Mc・．20℃〜1．45℃の周囲撮度に対し　O．005％以内人・．力　1μV　にぷ∫L　20db　IJ．上：ヒト“｝kc　C・　−7Udl♪　L⊥　1・．−70db　ll　卜’人）J　lpV〜1（＞FV　の1昌！1kc　agi｛t〆ぐ　U．3　kc　ζこ　ト10．5．tt3db，3kc　で　013dbτkc　C・IW以1：sE．が［50、60〜，　y�J、110V：iン　・，19、20，5Mc　フ窮　：　2Mc6AK5　　　：1↑・　日周波拒川」享ナよび第　・混rT6SD7　GT　3　本　第．・中1言tlhti波hよび第　二中間周波6SA7．　GT　j本　第　：nt・i〒6SJ7−GT　3本　振・1p制限および低周披，増巾6SN7．GT　1本　局部発振6」6　　　　　　　　1　本　　Ji・｝su；発錘亘遍1陪：6H6　GT　Z本　検波およrメ雑音整流6SL7　GT　l本　スケwチおよび低周波増川6V6　G’r　　　1　本　　｛暖周Uttts力LS　2B　　　　1　本　　定電｝．E放電管　　奥行妬Omm　　　　　10　図　　小型1ち動11JJJ　fi！vl波無ぷ’，9・，G−：装i崖Fig．川．　Hands．　POI’辻al〕1｛．’V．H．F．　vadlo　t〔−lel．レtl〔川’、c−r，外観その他は6，7，8図を参照されたい7，MS−3号　海日呆安庁力ごdl文に］こり製y’1い二機‡・hで，同時送受〃式を採用Lた．外観そ力他．150Mcの旧llll（．LsV　50A）と同様であ乙．（．9図）ただ［出りは最高4｛）W，定格ば25Wてある．　k6表参照）8，その他のV．H．F．無線機　以ILは当社の代表自’りな生産機種．くあるf）1，　二の他　：三力、武作機がある．　これらゐも・・バ／　・1，t．：試i乍完ピ後都合1二↓1『「ノて邑：産にぱぺらノ；．？�n．．ノたか，1皮求に応L’一つ．tt，製i’ト’．、．きるr本制にちる．その代表的な’例とL．．：，国警ユ、り，式i．’トの命ご・乏｛1�d．d・一　一f用無、：戻機が力’：，（、10図｝周波数はPR　2．と同じ．C　3�JMc’，ie：．て州1」は5W　：あろ．竃源部，か▲：ヅIS体か・ソなり，防震防本には．と1‥川，意を」ムつてちる．　この他国警向［’／．，ゲーキー一トー一；，・−13�J．’1c．｝・：・150Mc・・ン．ブf一トーi一脇あるが詳細は他の機会に∪ρづりたい。　な．お1表卜’段山：；師は，特殊川途用とLて1剤発中のt，・力で近く量β肴｛こ人シ予う亡のも．ノ）　�d�e，8．む　す　ひ　↓ソ，トを以てノ＼略v1召’i　］＼を終’．・た．　斤1茂の真空管肖己列を次に・括図示L�e二，〔7表）　V．H．F．通信は�e後主すます増加することと思うが、質量共にネ1だ定進諸baとほ多少イ系色、）あろか電気的桝三能」．♪よこノごifilttlk｛ゾ七1’こ，｝♪し・『ご｛よ．ノ＞lllli」　　’」．）し　・、’し｝こ．1±iし一．：し・ξノから，その開きは次第に．狭めLt・れてiJ：（ことで．あろう．当社のV．H．F．無線機か急速に！川1のし・一・Lに十つたのは当無線機部／IY．au）　・致卜1楴、il，設計製1’ドに当つた断占果て．あつて今後共ます’ます品負の向Eと安価なる製品0ゾ主産に専心努力する決意である，d41　119機器名称PR−2q古DPR　2（移）FN　lFN：t1，1，v　25，、LS、一　，i　U．tF、1−1ドs−・1FR．1、｜Sttン小こt�dlli発　ljs（1．；S｝．17−（ボrdSl．「「．（1’ドtiSD’，「GT｛唱1，7．↓．1’r6SJ’7−｛111ぐ〜sJ「r　｛．寸Tti）　J7−．‘IT6sJ7　（IT6SJ∵UF．rt｝SH7．一く．i’1、7表　真空管配列一J覧表（．送信從変　　調tLt，“1）7−（i°r（；Tsi　l｝7　（i「r6St）．し一（」’1”（一；）sl　L）7　｛i’1’｛ilH吐♪’i．4iT6SI．）1．｛ピ11i；9，　1，∵．qiu’d．；sl）7．｛；’1’札S1，’i’．↓tT6］＋1｝．「　‘IT　逓　　倍．　2）61’ll7−GT．　　　6、’↓．｝・｛ピ｜’　2）〔．．i，9117−．《ボr　　　u、’tl　｛輌：1、　　6Sl．）7　↓i’j’　　　匂、’6・《ヂ」．、　　　2｝・：Ll；　　↓；s⊥，’↓．4．ポr　　G、1（i．｛ピr　　　2E2G　　6sJ　7　ユボr．　　　6、�h；　｛�h1、　　　　，su7　　　2B29　　りs．［7　（．ピ」1　　‘iv6　｛÷，r　　　　su’：　　　三B之H　　↓li．［τ　（．�hw　　2）りv6．（．�hr　　　21・126　　‘．：lsJ　7−（；t］1　　2）U、w（］　｛｝〔P　　　2E2G　　（；9L　，17−〔；’r　　2’）t；、’ti−（▲’r　　　2E21；　　t；，91i7−｛’：r　　6V6　（、£1i　　　21’：L）t；　　　21巴91Eノ」ナ曽Ilj　　211su7　　s口7　　：三卜；：tt，　　L’1・：二tt］　　tL｝　B2y　　：tlsx−　　2But［　L｝）L）i・：L）t；5�j〔．八V　）u（」：　　2E2fi　　：！｛．：2f；　　二！f；r♪〜［1ゴ・｝1｛」刊lll6SI／7−↓ドr｛｛sl．7　｛ピr6＞LI．・．1｝．．r「．iSl∴．1　（ピ1’「iSl∠7　｛ポゼt；sL．，．　（ボ「パSl．「．｛；’卜6SL7−〈iFr日SLγ　（，i’F6＼L≡　｛ドr．｛稲｛：釧同il艮（1｝16．｛｝’1パlli’1　1ボrhlいi　1ピr川tlt；　｛1．’t．1；llG．（．1’］）lit．lt；　‘｝Ttifl｛1−（it⊥、（；1・．j　6−｛．“「lit，Sllt；．（i「1’tltlt；．（1．r逓｛1”i数　　　、∨．s1：！1221：1」2・］2．1：t・1：；t；機　器　名P卜｛−2FN−L　FN−．L）Lsv−5uAT．St、アー．25AF、1−1，｝「S−1FR．−lIIS．一け　　　・、20cl42）［自il司り蓬増ilJ｛5SII7．一（ドF6．、1こ52）6．、1く52｝CS，NK5Lt）6．．、1＜51口）」「E、逓ll曽（．｝Slf7．｛ピr6b’．J　7一ゴド1、1｛；．J　61US．N　7−‘ピ1、6、、K5｛s9，17−（．IT6JkS　6SN7−GT6」6真　　ク｝1　緒こ　fi日　ダリ　．．・　］詰　’fCii1｛nl　lliり支：｛．）｛〜Sll7−・（「fPl；｝6S｜）7−‘．1’r：・b〔iS　l｝7．↓」’tl：s）f’hS’D7−．｛iT3）6Sl）7．（戊T第　・i1．冒．r｛｝i　I．17・．｛i「ドt；．、K5‘；．、1く．16．、］〈5「｝．へK5｛‘受　　s‘i；　機）写5　−：｝］・ξ　’］c　一｝　f；S．N7．・｛．；t］1　‘；S．、7、‘；．’F　り＞4二〜7　．ユ］’r　↓；＼．、’：・（i’r　f｝S、、’r　｛IT2　’）　（’MS｝17　G’1’1｛｝［ll｝．（iTi’1．．ilD　i別　目是2）t．；sJ7．↓�b112．）（ss」7．‘�gF2．1‘．が．1二　［ポ1’2）6SJ　7−1．÷’F桓1波t；t｛（；一（IT“ll｛｝．‘i’11｛｝1．lt．；．・《．；1i｛．｝　H　u−　（　　：　タ　1　、｛SLi：．iS−1カ〔1｛tf　t）t；y1目　｛ドrn、f；　｛i’i’f・；、’1；一（；1’6v6−‘．；tr6、．「6−↓一｝T二三菱’「ξ」‘機　・　、．�j，1．　27　Nl．〔’．　4　・　1953i，ll　l5型タイムスイ621．3］6．543　　527．ilツチ名　占’屋　製　1乍　所盲間見滋÷：Type　TS　Time　SwitchesBy　Shigellu　TAKAMINagoya　WUrks　　Type　TS　time　switches　al’e　the　lme　newly　completed　by　Lls　and　are　equipped　withan　elecヒric　wound　spring，　being　classified　into　type　TS−1　und　type　TS　3，　The　foriiie｝’is　suitable　for　the　ξ1utomatic　c（）11tl“o］　of　advertizing　lights，　1・o｛）m　lights，　street　lights，electric　rnotors　and　electric　furnaces，　while　the　］atter　is　used　for　the　autol・natic　meag．　ure−ment　or　register　o士　tvaro　sets　of　meters，　the　use　of　which　ls　dlvided　to；one　for　ordinaryuse　and　the　other　fur　off　peak　time　（1　mid　night，　sunday　and　holiday）　use　in　the　case　《」fs　upPlying　Power，　which　is　s《）called　a　doub｜e　tariff　system　time　switd｜．1，ま　え　が　き　タイムスイッイ．は電力の合U｝！〔1勺使［ljT　．t“丁費節約なtl・Oll的で占くから柿・「！の四式があつて家庭に，商業1目に，公IUIjにあるいはLl業用に広く利川されていた．しかるに屯力に余裕のない・／†日においては規定1・「・」波数に確保されないため，これまでもつとメ）広く普及されてきた同期電動機式のものでは使用不能となつた．Lたがつてタイムスイッチの刊川はほとんど顧りみられない状況となり，その結果いたずらにムソ’な屯力と労力を’�gし国家的見地よりLてその損失は見逃せないものがある，そこで当引：にゴ≧しh：Clよ　上辺三ジ）目白勺にシ合う　タイムスイ　ッチ（7）・工Z・・要性を革：視し研究の結果，川波数に関｛系なく，精度が高（取扱容易な電気巻戊ミ府機構を持つTS．一一1　レ｝μt／11、スfノ．∫・を’完り文しfc、　　’ノ∫，昭和25年電気‡：Ktの1山i期的改］Eにf’ドい大ll電IJ供給に避’だ汕川声電力契約の条項が設け；）れ，供給電力敏，需川電ノ」などを常時と避尖頭時（深夜lf”，｝♪よびH曜，休祭日）にフ♪けて、1川［あるいは表示する必要が生じてきた．中部電力株式会社に二おいてはこの新料斜別を実施するに鑑み，従来の2種料金積τフ：電力計では不適当なばあいがあるので検討の結果，｛票準計器の運用を，汁る目的て・＊技術部2組の計器（枯算電力計，需川屯力計なと）を常時と避尖頭時に分け1刈／・・に自動的に切換えて計景あるいは表示ttLめる〃イムス・fッチの開発が要望されるに至つた．そこで当社にオ♪いては先に完成したTS　．1型を基礎として設計に百rlし，中部電力のご援助の」，とに種1・・研究の結果一ヒ述のll的に沿うTl−31型’xイムスfッチを完成Lた．　以1てこられクfムスイッ∫・の概略について．述べる．2，構造と動作　TS−11『1拐♪1：びTS　31型ヌイムスf・・f．は用途1／本質的な相違はあるが基本的な構造は同　・であり，すなわち時計機構はいずれも電気巻ノミ府｝tでll述のように操作ヒ，前者が24時間の単一llllk転目盛板を備えているに対’し後者は24時間［1．｜1転1−1盛板とこれに関連して35Hで1回転する31il日盛との．複H盛板式でかつ積算電力川’，需用電力川’などの切換川」混磁接触器を備えている，これら2種のタイノ、スf・ノチの　・オ伐自勺仕様お．」：び構成要素の比較を1表に示す．　ア　TS　1型タイムスイッチ　TS　1’IMイムスイッーf・（以ドイく器という）は1表に’ドLた仕様てその外観を1図に，カバ・一・を除いたとこノノ1143〕211　表　　TS・1　）剋およ▼・TS　31　f，！1・ヌ　fム　�df　　　構成．要素．・覧項H　　歩度1Hの時川誤差，　　センーマf谷込電到機　1回路定賂仕　制御開閉器回証各定楕目　　　盛　　　似爪，｝’…　」．ぴ＋ノの最ノくセ〃と数様　　最大外形・｝“法tm｜［い・巨動　　ノ」　　装1｜1置i構　伝　達　　　　i置　　調成　一　　指速　　装　　置t、チの｛i：様、TS　　l　ヲ皐1　　　　　　TS．　31　黄11　　　1分以内11｝0　110、　2り022f）〜「，　50，6〔〕〜　　25｛｝VAC，5A．　　　　　　別に電磁接触器付2・いi！f間8組奥1エ・幅　高ti24時間才テ仁び7曜｛31日fl盛村コ2・1時間川：8組7　曜　　月〕　：5糸「［奥行　幅　高ti100：139；215．5　　　9］二324：2531．Zkg．共共共示　　装　　置　　24時間のみ要　　開閉1制御開閉Zi’；1来装置�j磁接触器接　続　　川　　端　　了・22（144）］14．8k9，通通　　通24時間および7曜（31目ll盛付）　　　　　2｜31図TSI型’xlム川，　　　1’　Yl卜観Fig．］．　ApperanCe　of　type　　　　　TS　l　time　swireh，2図Ts　1型ン仁’パ1ノ　　　チ｛リハ・一を除いノーと　　　ころ1bFig．2．　Type　TS．1　time　　　　　s、vitch　　｛cover　re＾　　　　moved　．　（l．3図　cA）TS−］型rl　f　i、／1、ザ内締構造（左fiVj｝Fig．3．　LA）11mer　cい11stn1Cti｛）n　vf　type　TS−　l　　　　　　　ti111e　　s“・ltcl⊥ピs　　t　l（−ft　　si（lc．　片．3図　（B，TS・1　型タ　fノ、　　　・．f　・−v内部構造　　　・右側［Fig　　：S．　　iBl　　lluler　　etハ11　　　　s，　［ructi・ロ・量typv　　　　「rS　　l　　　　　い111v　　　　hyN，irch（jf，　　1　d’ight　　　　side∫．＃illi」菌1川書ll漂ぎを2図に，内部構造を3図（A）カよひ3図（B｝に小一」，また本器の構成要素は1表に’」｛すように動プJ装置，伝達装置，調速装置，指示装置，開閉装置，レS；び外袖なとに分類されこれらL7）輪列関i系を4図に・」｛づ．　（1）　動力装置イ9器は電気巻時計JC．C“あるから動力源ロ　ー般の機械時計のJlうにバネ鋼板製のヒ．マイを用い，その外端は回転香箱（以ド香箱という）の内1則に内9iM｝は香箱を質く回転軸に固定されている．香箱外側の・部を歯中とし小形同期電動機似卜単に電動機あるいはゼンマイ巻込電動機という）により　・連の減速歯車をfiLて香箱は廻さt1る．すなわちセンマイは巻込まれる，ゼンマイの巻込を自動的に行うため香箱歯卓とゼンマイ軸に固定さ21た伝達歯三菱‘違孟機　・Vol　27　No．4　・L9．　53計川装置調速装置ヒゲ力・‡「堕慌進梼．ノ’i化遼裟置1　〃　番　●　フニ・叶：鐘ぼい、　　　　　　　　　　　　　　　　＼，，番更刊、　累申＼．一＝　＼w〆　　　　’，’メ’　一’　　／，　ン「ρ’　「　　天府，一「）ンキ動ナ　ー80帽盛板／ゾ番重ηナ　　　指・一　羅9］，・．／．　5日／ご蚕車目盛板合丁装置一一　　一　一　　　＿　　　、、≡＝＝1一皇　　一一隅・E一！／r：Tイ　：一ぷ、＼一．2　．、時一1　　一i一・　　　≡〆巴ご一寸〆日盛一　　「　．AF’≡一・　　　　　　　　　二r圭．＼、「」　口＿だ’縮川　ネ∵ご〆春込　　ll二∈ポニ：二　畜勤　桟盲　　ノ］・．・：；1≒ll；1三1〆le　’長‘�h　　1・喉4図　TS−1　r81れ　f∴　「f　，　f’｝輪側1F19．4．　（．’yllndricul　gide　f）｛type　Ts−I　　　　tilU‘・Sl￥t言ch．板を嵌め込み，単相巻線を施Lた固定了による回転磁界により該磁性板中にヒス7’リ’iス損失を生じ，」1つて帽状回転子はヒスi’リシス回転力を得るというにある．1たがつて・名ヒステリシス電動機ともいわ才1ていろ＿この電動機はもとより電気時計用単相1司期電動機として設計されたもので本器のばあいには必ILLil、同期；虫度を得る必要はないが，小形軽量て、人ノ」かきわ’／）て小さ：ほとんと不変でかつ比較的JJ率か良いなヒの特長を取人わたのである．この電動機の仕様を2表に示す．　制限開閉器の定格は　250VAC，5Aで，機構は自動復帰式トツ‘」’・しXカニズム（早人、早切、にLて銀合金授触r・を用いているから動作が確実で耐久度はr吉｝い．　（2）　伝達装置　伝達装置は前項のゼンマでぴ）ノ」を（3）項の調速装置に伝える一一連の増速歯中：で，その回転速度は調速装置によつて規正されることは般の置時計や携者午時計とどう↓：うである．伝達装置の輪列は4図に示すように1番中：から4番車まであり］番車はゼンマイ軸に固定し，ある歯申：比により遂次増速され最終の4番車は調速装i挫のヵン｝中：カナ（カー」とはピニすンのこと）と噛合つている．輪ダ「1［lt2番申：（7）1口｜魁1；塞匡芝は　　1　rph，　4　番車は　1　rp111　でそ　　　　　　　　　！「；L’ノイ春込電勤桂の京騎蓮転撒《睦賑趣L五二E「蟹c　、噛．　　’　一’．　1’1−｛ご’マ’q　1ザll二』tt’ミよぷゼアがコ罰亘ミv．別マfi5・　　　　　　　　　　　　　　臼綿　置転碕面　　　　　　　　　　　　　　．；’／t「］1亨］i蒔「司　　　5図　ゼ・・パ巷込電動機の運遊、状態FiR，　　5，　0peralill　kT　gta／　（，りf　spring　wlnd｝ng　nlotor．・桓1番中）との回・痘ミ数の若にicり応動一9’る制限開閉器か設けてある，二の制限開閉21幸は電動機と直列に接続しセンー．’∫が’定以ト戻ると閉路し，したがつて電動機は運極、Lビン、・1を逢き，ゼンマfが．一定以上巻込まれると開路し電動機は停1ヒLてゼン∵イの巻込は止まる．この1、うにして停電Lない限llセンマイ巻込電動機の運転，停tHl　ts・問はほほ　・定の剛則で繰返さi，　rる．電動機のゼン∵イ巻初めkり定常状態に至る運転、停1卜時間の関係を5図に示ナ．　ピン∵fか巻込ま力電動機が停止寸る1：センマfのト’r−ttにILり壱動機は逆・1憂、の虞力かあるか1｛9｝；のはあいには人なる滅速此に設、亨｝口二あるので逆転｜；戊」止装置の必要はない．　時計の精度と寿命の向Lを計るためセン！イのト・しク常用範囲は香箱の全1［」1転数に対して6図に’ドtようなきわめて小範囲に選定Lている．時計か動作日1最悪の状態ですなわち，電動機が運転直i〕ilのとき停電しても6図より明らかな1：うに　・lrS夜余の持続時｜iijを保有している．　ゼン．tJイ巷込竃動機は7図に示すようなきわめて小形の単相1rij期竃動機の　・種でその原蝉は，非磁性金属板よりなる帽状回転一1：一の内側にヒステリシス損失大なる磁性TS型’tイムスイッチ・高見rrc，《4いll　95’eF−　一酬馴三tS　　　　　／／〆＃　　　　　　　　　／　　　　／　　／ユ＿．．f＿k1　9記�_，�d。，1漂瀦｝一5　6図　香箱1川転数と七…’川1由ト・−7っ関係Fig．6．　Relation　between　thp　speed　”f　c；lnck　　　　　and　spriTlg　axis　tn1’qlH，．1図　ヒ・・’t巻込電動機の　　外観Fig、7．　Apperance　　　windin9！1　　　　　／　　　　　回．｛s．　prlnR　　　　　転t°「・　　　子　　　　2表　セ！−7で巻込同期電動機乃仕有定定格周波極回弁数　電流　人　〃力率出力格�n警数rPlコ1輪翻殻1・，，1・備“H　　　l−　　　　　　！一　‘VA．　W　　‘−　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最「氏起動慧ll�g：11：1：：；�b：；i、溌・篤躍・注：20f）．220V，50．6｛｝〜kll路用にはllil接抵あt器をf」・li．．（145｝23k｜そhの軸は地板表1面に貴川し前者には60分目盛板を後K’には60秒H盛板を嵌めて時問調整の使を計つている・4番中：の形状については調速装置の天府をイぐ1く連動せしめる目的でガンギ中：の軸ノノ向を90度変換するためItフウン歯中：（C「aWn　gear）としている．2番｝pから4番ψ：に至る歯中：はりf：’　’イト歯1杉として摩擦損失を減少L時間精1＜の｜・1・JLを，汁っている．1番中：1紬すなわち一1�dマf軸より4番中：（ケ・ノゥン歯中：）軸に伝達されるト・L　t’と5f箱川転数との実iH［jせる関係川線を8図に示L，この曲線と6図力ユ：び伝達装置の歯1杓七kりその伝達能率を求めると85〜950∩にして常用範囲’は平均93�`・y）高能率となる．　1：り　調速装1首「　，澗速装1置は・ゼン・！イの川力を，｛周整Lこ｛ム達歯中，の111国ム速度を規r王するもの『（ご時計機構中￥）つとも｝靭要な部門である．　その構造は人11fLj：（天府輪とヒft），1悦進機、　liン　i車および緩急針などからなり1枚の地阪に装置Lたものであつてその外観を9図に示す．　天府輪とヒt／’は時計の歩度を規［ビするもので周囲温度が変化Lても尺lflf輪の振動数が・定イミ変であるこ｝二か好まLい・　本器のはあいにはヒt2の材日に弾ナノil率温度係投1D・」・なるLリンパ（NiCrFeWMnSiC　r↑（1）｛）を川いて温度補正ゾノ目的を山している．ノく府輪軸の七白装問1二Lてはもちろん�gイillill受．1：1、て精度．1：存命の向1．を汁つている．　脱進機は〃ン1．中と天府との連結を司り大府に振動勢ノ」ノご与えるもので、本器では簡単なirく，・・型を川いこいる，　緩急針はヒ’・’の」ざさを加1減Lて人1付輪の振重り放を変fヒL時間の遅速を境11ヨーるもので、その調整範P［山一uにつき糸勺　・卜6　f’）で　・i中1荏｛1糸勺　1．5　フ）にlt’1る．tfi、で蓄fi車軸fiFlしdηsiz　　　3　　　i　　　s香　蕾　凹　記　籔　〔〔§〕）　8図　香廿1回転数と4trf　・i・：軸1・しケの関係Fig．8．　Relation　b倒weell　the　speedイ｝い・1，）ck　　　and　N・．4・xi・t・r・1し｜e。24↓146）．籍急針n八’一天　府運転停止八ンドノし9図　調速装構1・り外事「Fig．　P．　Appor・ance　oi　　　speed　　regu−　　　　iating　dcvice．10図　TS　I　TS　31　ft1｜：t仁、・f，i．力爪，○よ：，・・：〆　1’ikr・1（［・　Ca重ches　：ln（I　pnls　《，「lyPc　’1’S　I、　Ts　31　　　　　　hmC　S、vitehe，s．　　仁器の調速装直はRlf計の精�jと存命II’・J　F’．・’）ため前項のノ／・「’ノン歯〔ltに1（つてづV’白こ装置され．かっ外りかよひ塵埃1．り保護するため・；9f・脱自在の〃・・一を、没けこいる．〃…一去面にほノミ府1；i吐・・ント・しを設けagxの運搬休Ill時に不必要なノ＜lf：1：の振動を担」制L・必要なときf，・∫時でtl、運転L得る便を計つている．　目）　指示装置　本器の指示装置は・般の時計のような日の裏装置に対Lて24時問目盛を施した日盛板が時計ノノ向に回転し，時刻は目盛板中心の固定軸に付Lた透川指針により読取る・目盛板ゾ）回・1�d1はゼン．！f軸ぴ川．縮一ネの摩控（”「rll弓亙ll’る歯中：kり伝口さ」，i，その川転i虫度は・ll楠124時問てある．　　1−P・居P《の‖銅1｛▲�d6隻定はH盛版を｜Uf，汁ノ∫「・’・jに一iui　Lてtlうの　一あるか，歯中：の遊ひに1［る時間誤差を修正ナるためそ力Uひノ．け反時・ll’り向に戻Lて指釧｛二rこぜる注心か田・要il）る　標椎目盛Wの目！盛は’ii前、！1後かく12時問づつで最・」・目盛は15フ♪であるが必要に応じ　12時間，・18時間な［：の特殊目盛板とすることもこぎる．　｛5）　開閉装置　開閉装置は前項の「1盛板と絹r「｛｝コlill御川路を1枯定時刻に人，切するもので操作部分し被操作部分1：からなる．操作部培よ人，；…．it・L・LU州の爪とピンからなり、これジ戊を10図に示］．．人切川爪は目！イ8板円周llをスソイドさt’整定時刻にセットLLンで固定d1る．目盛板にセツトし得るぺL；J川」爪かよびピンの組数は最人8組で人切間の最小時間問隔は1．5時間である．人用ピンは切川ピンより操作ヒ幾分七くしてありかつ誤セットを防r［iするたノノ赤色頭部とLて切川と区：別している．　被操作部分は〃ム機構と制働開閉器とからなり川盛板Lにt：・トされたピンが指針lf’E：ドにきた1瞬間にノノム機構刀・応動L．：制碑1開閉器を整定‖］∫刻にli｛人およOl，LU」操作をな｝i、」）6あ“，．制御開閉器び）定格it　250　VAC，5A’L銀hf，〉接触1口早人い1∪」カム機構とにより動「｝は確実で耐久度も高い．開閉器容量は5Aであるから制御回路の負荷容敏か5A以1：か，直流川路のはあいには適当な電磁接触器を併PIJしなけれは幽ならぬ．　（6）　地板，外箱　前述の（1）〜（5）項の各装置は2．3粍Pノ：の2枚の黄一三菱電機・VoL　27　No．4・1953　　11図　TS　31川”it”，”ftt∫．．．1／Jト組Fig．　11『　APPCbl・anCピ　〈）f　tyPc・『「S　31　riMf・swltclコ．　　　12　図　　．rs　：」｜　）i、1�h」　1．．’，．・　・「　・�j　、』内1；｛；Fi9．　1：1，　　ll］si〔1（・山　lyPい　’｜囎S　3｜　t川1【・s“’itいlv．i河仮製地板に二Lつ二階固に，精巧に川、’ノ：．1ら力か・ノ各歯中：軸のi．．ゾ．’ノIWr川茸1に∴川1留を．施1．．こいイ・．　外箱は．美装鉢粥く：製‘力．・一乙とカハ・一三からなり，　ベースは前項の機構を収容L　ド部に∴電動｛幾」．1・よび制御開隊」器接続旧端子‡「iを設けている．　ノノ・・’．には時・i川整定のf更を計うた．ら1二［！薙板川ノノ／’t．＜窓蓋を設け時間整！・t’後封・日川Lイ、ニヒ｝う・で．キ�c．　リハ　．i：　tt・　スおよび．ノノパ．・．．　i：．．ノノノ／，窓蓋問には防目じ装置を施Lて時、汁レり精n乏低卜’を1防rLl．．．二．いる．時計部りアは（〕；n反：製7．t箱ごシ・　・［卜．さ］rているぴ）�c外部磁界（乃影響を受けて二↓メ度が変化」Lる虞れはない．　イ．TS−31型タイムスイッチ　Ts−．31　可1］ソィムスfッチ（：Pλド・1く；提という）は1∫頁に述べた日的で1表に示寸仕様と構I」1ζ要素を持ち，中部電力より要求さdNたド記の条項をナベて満足十る．〔川〔b．1（c’1〔巾〔e）1い（：9）｛h）整定川刻に計器川川路（1汐（｝を山換えイ，．一と．深夜［61あ・よびil耀，休祭口にしり換え得ること，5り｝．ヰひ　60〜に1il．　1・11　−C：．1、歩度は周波数1・こ影罰；き力ない二．！：．24時間の1亭i．Elこも1”i”’iヒ［．ノェい’1．時計の歩度は川12分以内、｜t’，．日：1，30分以内1、　〆　1．．L．ノ　　　　　．／00V，200V　；．こSic・川・．できるこL．切換動作の表示を．ト」‘けること．電源の負担を少くして計器用変成器（以、ドPT，TS型タ．fムスイ．ソチ・1；’川註　　　　CTと呼ぶ）の↓t：．用．ごきること．　．本器は使命．LTS・・ユ型に比して表示装i苦，開閉装置など（V」Vるが基本的要素である時計機構は同・である．本器の外観を11図に，内部構造を12図に，カ．バー内部を13図におよび輪列を14図に示す．以ド本器θ）各装置について述べることとす．（．1＞（「2）（3）（・い動力装置［伝達装置　TS　1　｝til1に1司じ．、凋速装il4一指示装置　メS器の指示装｝削．↓TS　川liり．で述べた24時間［．n1転目盛板とこれに関連Lて35　日て／t・回1転する7曜［【．11転目盛板とがある，7曜［日1転目1瑞板（以ド7曜H盛版という）グ）川転はゼンマfll由の力を伝達する連のi威速歯Fi’ilから得られ，その川転加・「1」は241ilS問「｜盛板とも時計．ノノ［∴Jである．24時間才♪よび7｝曜｜1盛板の1整’定は24時間口盛目｛1則13　図　　TS　3i　型7　iノ、　t，　r　．，ザ．　u「．）ノノハ・−1勺｛’il；　Fi　gT，　13令　　Inside　（，1．　u‘｝veT’‘，f　tyPe　Ts．1111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　i　　1　↑　1　　《三　　　　　s　　c　　s　｛r、L抽芦ψll1］艮1’　頴遠呂宥　　　　↑プ．・ゴ申　＊？　il‘駐／s　番　●�`　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t7騎1占i盈状．iSE目盛板7曜目勲h14図　TS．31刑ソfムパ，チLi♪輪側F｝g．14．　Cylindrical　side　of　tyI）e　TS−−31　　　　　　ti111e　s、V｝tch．（　147　．）25を時計方向に回して｛rう・7曜目盛板には5週分の7賄目盛を施L，　その上に31Hと4日の一ノノンケシ）口盛を施Lた々」・2枚の1，・・］心目盛1・�P・・胎Lてある．2枚ぴノ3111目梓板は7耀目盛1「（に対Lて板ハネを介Lて自由に回］’ことかでき・そσ）目的は7曜川緋回こ内接するノくなる3川用盛板か今りの川寸を小すに々’jLて，ノくなる31日目搭板に内接する’」・なる3111日盛板は翌Jlの日付を’」、’「v’の．fある・7曜口盛W川心ゾ）固定軸には24！｝寺川1盛枚L−「：うように透明指針を設けこの指針ドのカ�_日盛阪の就ノか現在の日付と曜日1L’声’Jk’すノ）である．　（5）　開閉装甘’＄1　本器の開閉装置は211きド）制観開閉11．｝と1個の電磁接触器とからなり制師；月閉器は24時間目llS板と7曜目盛板に応動Lて“人”“Ll」”L．屯1己‘接触器は2個の制御開閉器に！tり動作される．　（b　制御開閉器　制御開閉器は2・1時問目盛仮用と71据日盛板用との2種類かあり，前者はTS−．1　iii’｜］と同　・であるが後者は7向目盛板々V周のセ…阪に上ノトする爪およびビンと．二A｜に応動するス’｝一スイ・’‘川：りなる．7曜日盛枚用爪htひレンは10図に小一｝形状で．爪ば7曜目盛枚外周をスノfドさ・＋］．所’・12の曜川避�h頭休祭H）に整定Li：にてセ・ト板にセ川一する．ll’ト良には35η分さ｝［たセ・ト用ネジ穴を持†・7曜目盛板十の1個の止めイジにょり7曜目寝板とIL：動i．る，ノ．細かく時間の救定をナるたU7曜「｜盛ト反にk．N−］日分．ハ1川滅かでキる．　　ス　＋　ノ　ノ　ス　f　，　i（i宕三格　　25（1、「AC，　5　A　　て，　　そレリト叉作い・・一かlz述の爪に乗降寸る二とに」、つで早人，早切動（’iかなされ，銀合5＞接触r力川1目とに仁・てタf・∫・ノ）寿命を高力・こいる．　以ト2絹の制御川］閉器は並列に接続さカ，「ib項に述くる電磁接触器の竃磁線輪と直列に接糸売Lてあ“f．Lたがりて電磁接触器の電1滋線輪は制御開閉出’；がと1、に閉路あるいはいずカか弓ノが閉路Lたときに付勢さir、とtl，iこ隣甜各したときに津1勢さ才1る．　（i川　1L磁接触器　電磁接触器は15図IZ・」」．　t−］．・’・たTt．．V形で川26（148）15図Fig．15，電磁接触2．，▼・外観APperance（’ielectro　　Illag・netic　contac一tor．途hきわめご小形に設言1士．こある．　その接触子定格は250VAC．5Aで，　IL磁線輪の電圧は　100110V，200220V，5060〜である．3表参照．　電磁接触器の目的は1二述のようにPT，　CTの：次回路を切換え2組の計器（常時と避尖頭時用）のいずtilか・りに計量あるいは表示せ．しめるもので，その接触f�cは計器の電圧素子および電流糸川jのかく2紐を持ち，電圧素力目は計冠あるいは表示する計器の電圧素子を励磁し，屯流素1�c川は計｛1めるいは表示する計器の電流素ジに負荷電流を流しかつ1鯛側計器の電流素rを短細（もちろん竃圧素i’・は1励磁さtirていない）電流ツリ・−1−iク現象の防【上を計つている．　開閉機構はネリ上ノう一ス内に4組の口動復帰式切換接触s’・をvai　tしたものでn∫動接触子は電磁線輪の消勢時にはバネの力でド側の固定接触1�cと接触L，電磁線輪か付勢されるとともに上側の固定接触子に切換えられる．かく接角好は銀僑漫で而寸久度高く安定な接触状態綿ll；持されるのでCTの負担が変化することはない．したがつて非計測側計器の電流素s’・へ分流する；琶流値の変1ヒする虞力は少ない．　計測側計器を機械的に表’トするため衣示板に竃磁接触2k’，　i1∫動鉄心のL卜動作↓付勢，消勢時、をし・…により連動さtl’て操1／1：しノノバーQ）小窓より見ることかできる．　電磁接触器の取付には緩衝装置を施し可動鉄心吸引時の衝撃を吸収して調速装置や制御開閉器なとに悪影響をノkぼす虞れのないように1．てある．　　　（　　6　　）　　　　　そ　　e）　f也　（1）〜　（4）項の各装置は3枚の地板に組肯：『ご（5）項を含めこ防塵構造の外箱に‖冥容LていることはTS　1型と1：’うようであるがさらにつぎの諸項が設けら力ている，　（i）　電動機および電磁接触器の　10f）V　と　200　V　力電｜1：［刀換端f”板を一・一スド左に設けている．　（li）ている．ある．｛　iii　’）端子箱は’・一一スのド部と左右に各1個ずつ設けこk−1ら端1�c箱の接�bは20図Aに示すとかりて・り釦J“i　t．用いそカそ」［ヒt’　）色別1て点検の便を計つて1、・る．　　　（　　　　i　　、　　　　）　　　　　　　　　　　　　　ノ　ーi　　　　　　　C　　，　二　　　　　　t　：　　　　　　｛　戊　　　　｜　］　”　　　j　　f5E　−1　　寸　　　　　　る　　　　．　三周波数配線には電流側に2．Omn1，　　　　　　　一　一一tf．∫　1冠圧　　電intV　　mA1001102（川22058．576．534．5混圧1則に0．6mm−／にkり絶縁tか�_）・で．き，窓3表　電磁接触器の電流、人力、力率50〜48．5　‘1〔L90人　口皮相　電力電力　損失VA　　W5，85　　　2．（，8．40　‘　　2．86．90　　3．0　　　4．1わ率　電流o“　　mAi｛433383938．048．520．527．56（）〜人　　　ノ」皮相：電力電力VA3．85．354．lo6．05損失　WL62．12．63．3力率Oil42396355三菱電機・VoL　27　No．4・1953　・．1！，’・閲es’51ノ「；］山ノ亮、・品「・11，1　・β漸．元．時．墓，岳／：μ�j‘｛：伊試・．ハいく．い．ノ川」ξ．6．1）tJ．’tlて’↓．汐2」タ（’肌1．．ご　　　　　へ　u　こ　．：　v　さ．三二　；こ二：：　≒一言　3t．1、：一：三・5．．�_　汀　　　　　　　　　　　ピ・：こ，．ili6図　TS　LTS　：s1［‘1�gf．’−1、．、　ru等．時性1∪｜線Fig．16奄　Ch・．lt∵eter’istic　eLEI’、．eS　l）l　lyl」t’TS・），TS　：．｝1　　　　　til∫“・swik・1’teg／．　・〃Si’魂：｝虐，　ij←い鉦h　．　　◎ン．〆・、’／3＼　　　　　　　ロ　　　　　　コ　　iV　　　｝∫　　l　　　l：！　　　　　・，．．（∵　　　　　　　　温　　＼　　　　＼　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　へt，．if　　・t‘，111　　・jltξ　L℃1｝7　図　　TS　−．］，TS　　ll］　．型ソ　fノ、　tt　t　’　i□）　i温　．！at’　　歩．度特’門三　Fig，17．　T目llP【三ratLlre　s〔cP　chni’．tCTeri：　tius　o｜−［yi）e　　　　　　TS　］．　TS：Sl．　time　swi【ches，ノノ．ノスは破川の�g1あい｛吏川K’1こ1：”’ノて簡単に取換／三ることがて・き乙．　（V）　カハー？21面｝．こ｛よ屯路接続図銘｛疲ゴ川：�c・カい《iik，＋．ン．力1�d備ll占う・帽i三　一1．、る．　（13図参照．｝3、精　度　TS．−11牲1♪．1：び〃1’S　31型’x・1ムスf・・”i．の精度｛．1，構造上　・般の置ll｛i計仁り1ビ確で杓▲1」．りな携帯‖与計に〕丘い，とく1．ご本器の精度iこ：関Lて杉慮されている．‘∴（はL述ゾパ．�jに　（1）　ゼン　tt　f’ノ）常｝il　l・ILソけ極ノ1・範隣1を使｝村Lてr、・ること．　（21　1凋．速機は川度1｛　li　d　1（［1LL補dl．｝fJ：なされていること、な．どで1二場i．こ」♪け’ぞ，時間調整はフナ，秒lll荏板を、涜み・つン）緩急針をノ川滅し標i！l｛時1汁に対．Lて｜分以内ゾ）歩ばε（周1川i品度の影響8も含．めて’）｝こ狗勺めている．　な，お当社に．｝，・uる精度に関する　：，　1の実験の結果｛．」，　（1）　1廿週1日の停電を与え連統三璽1臥1〃月後の時問誤差の集積は5分程1隻て・あつた．　（2）　20秒遅オLの歩度を持つ、i式料の”、「i’・liff一性1川．線C本器こ・i、」：停屯約］Hi．こ相当する）｛．よ16図↓こ示す好．成績を得た，　（3）　周囲漏度にk・」’する歩度すなわち｝．｝d度特性は17図に示し，この特性曲線」：りこの柿ヌ．fムスイッチのih，i度f系数（温度］°C変fヒに対する歩度）日わ．S”かド．｝2〜3sec．・℃（勘りClあるv，レtf　’J：1｜る，4，特　長TS　l　Uわ1：：ぐノ・L’TS　31　型．ソ　∫．・、プ，　f．ソ　〆ン．．）1ソ∫るTS型ン1ノ．、ノ．　f’f・高．写．18図　ゼンマイ巻．込電　　　　動機，　電磁」妾角虫　　　　器の周波数と人　　　力の関係Fig．18．　Relati“n　bc−　　　t�dveen　frequen・　　　cies　alld　inpu｛s　　　《st’spring　win（1−　　　itig　mu1‘｝r　ttrid　　　tr］eet！’u　111ugl．Le・　　　　TkC　t’OlltUt’k．）1’．liIu9．♪．・　　　f，9、　t”1’VA♪iL＿一＿　r1，フf李L／．＆軸日　幼　　　碗　　　k・　　1・e　　　　■　　ノi‘　鼓　．・、｝一16　　59特長日つぎのとおりで．．ある、　（1）　］琶気巻天lfll：s．W！jl‘il’機｝苗のため周；皮‡k　U）影響は．／“．くな1ほ芋問が1ド確て｝・、ちる．　（lt）　最悪の状態．コ‘1‘屯して！rl、1昼夜余の持続｝1猴問がちる．　（3｝　　1証絢1虫膓ミi；！1コよ　L　リ　ン　’ぷ製ヒ　’ノ．｛．二／：りnl．」、kfi「rをしているのてで海D底f系数が・トさい．　｛．4：｝　各開閉器｛よ1β人甲・L刀機構で銀合金接触ゴ・を用いているから存命が⊥ミい．　（5）　ゼンー，tf巻込屯動機おkび電磁接．触器の人川よ．キわめて’」・さい．2，3表，｝沽び18図参照、96）各目盛板の爪．｝・〔びピンU．）　−t’r…トはきわ．∨・て容易である．　（7）　iiik±：は精細な時1汁機構を持つたy・〜じ期的に分解．掃除を行えば長期の使用｝こll巾ターる．　LS）；念りや騒1・”1を発・］．ろこと｛」．ない，　（9）　’1・形軽｝1｛：・．であろ．5，使　用　例　ア．TS　1型　メミ器はllとして商業川，．L業．用あるいは公共事’菜川を1・1称とL電ノJの．合理「白使1｝」．むkジ人件費シノ節約を目的と〔．て1没計された高級ンfノ、ス．fッチの　・種『（’あるが近代的電気施設を持ン・家庭にも好適で．ある．ユa1ド恒掃小：：ft的1吏用f列を［簡単に紹∫トする．　（川　広告灯（ネ・1ン，電’tDの自動制御　最近宣伝機関の尖端を∩：くネオン．．などの刊川が発．展し都山’はもちろん山川僻地に至るまで普及されているが，これらの使用に当つてIZく告効果の薄くなる深夜や．昼間の点滅に本器の利用は人件費と電力の節約に好適である、19図（A）および（B）参照．　（2：）　室内’た」’，　街路灯の自動制御　百貨店、’9務所，　［1場などにi・ける室内灯あるいは街路川な．レの自動吊il御いイ・1器の利用けノ＼「・に1：る［．点け忘（149｝2iれ」や「消し忘れ」を防止し得る．19図（C）参照、　（3）電動機運転の自動制御　灌概用水電動ポンプや工場，事務所，百貨店などの排気扇，天井扇あるいは送風機，冷却水，揚水電動機などの任意時間の自動運転に本器の利用は好適である．19図（D）参照．　（4）電気帆電気乾燥炉，電気ポイシの自動制御　電気杷電気ボイソ（混気i谷場用，調理用湿木器）などは通電Lてから相当時間後でないと1吏用状態まで所要湿J皇にi主しないた・y／1吏用1芹1W｝　1、2　HSsitljiyjiニノ＼「∵”fス　f　ソ　馴目泌7ふ薫コイ弓蓮．石・i・・1そ1「；1き19図｛A）広告灯，室内灯｛5A　　　　　以下の小容量．負荷の　　　　　ばあい♪Figコ9・（A　J　Advertizillg　lights　　　　　　　and　　roolll　light：　　　　　　　いvhere　the　　load　　　　　　ls　belu“T　5A），7∫一ノ聖ワlL�h・・ぴ電骨イ干竃「劉蛇1器LTS−1�aトつイ七一1イ1・」コF28｛15M19図｛B［　イオ・ンの自動　　　　　制御一一一例Fig．19．（B｝One　exこtlll・　　　　ple　ot　“utOtll；ttie　　　CL）lltrc）10f　l）eUI｝　　　　　［輌9｝ltti．91図（C）室内灯，街路灯，　　　　　広告灯csA以　　　　　Ito大容量負荷　　　　　のばあい）Fig．19．（C）Rc）Om　lights，　　　　　street　］ights　ad・　　　　　vertizing　　lights　　　　　Cwhere　the　load　　　　i、below　5A；．　＿姦額院量7s　−」型タイムズイ・レナ　　｛？oav　m）常騎菌転c’）ばあいI」必要ない団転中亭止しないとき1二用いづ纏藍e5tきに用、δ　　　19図dD）電動機の自動制御Fig．19．（D｝　Automatic　contr《）l　of　inotors電闇m器T5一ノ型ワイムスイツチ　（　2eg　v用）　　　　にLユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す“ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．．．．・．19図（E）　電気炉，電気乾燥炉．電気・卜fフの『1動制御Fig，19，（E｝　AUtOmatic　contr《」　of　e］ectric　funtaee，　　c｜eetrie　drying　kil1〕．and山ctr」c　b・iler・t．チを人力る必要かあるが，本器の使用にkつて使用前に自動的にスイッチを人れまた使川後に自動的にスfッチを切ることができるので熱効率を高めかつ人件費の節約ができる．19図（E）参照．　（5）　遮断器の投人遮断の自動化ビルデング，1：場，屯鉄用変違所あるいは自動発電所用遮断器の投人，1幽新操作の自動化に本器の利用は好適である．19図（F）参照．　（6）信号の自動化　会引，．［場，学校，’｝享務所などの始業，体憩，終業時：培η；機　・、Jol．27　N‘）．4　・　1953軍電漁スイツチ．irL。、　c，　　　19図IF｝遮断器v）自動制御・例Fig．】9，｛F〕　　One　eXample　of　uuluTllatic　Clハnロ’d　　　　　　‘，｛　cilcuit　breakピr，1δ・1聖勺1」」之イL；）L19図（Gl自動信号装置．Fig．19．　．｛G）　AutoTnatie　　　　　　slgn：tt．　　　7：さ一1型フイ山へ［’・．戊二1絡菜用・　　　　［ぱ業1］・碧用）＃iL7　　　19図tH）学校用自動信号装i崖Fig．19．，〔H）　Auromatic　Signal　for　sch‘」‘〕Lの自動II湯装置として本器の使用は好適である，19図（C；　）参照，とくに学校用には12時問目盛の4，のを2組装置し始業，休憩時を別々｝こb：うことができる．19図（H）参照．　イ．TS　31型　本器は1」頁に述べた新電気料金制に基く避ノた頭時竃fJTS型ηイムスfッf・高早契約の場合に適用され契約条件によつて本器と使用計器（常時と避尖頭時用との2組）との組合せは4表に示すような種々の場合がある．この新電気料金制の適用により終日大口電力を使用する陶磁器，電解，肥料あるいは化学薬品丁場などは低廉な避尖頭時電力料金によつて電力料金の節約を計1プ畏品の’1ストを低減することができる、　Ll）　動『作　本器の」、つと・1）簡単な使用例とLて4表Aの場合の動作を電路接続図20図Aにllつて説明寸る．　（a）　常時電力吐の計ウ敏　常時電ノ掻の計敏1蝋積算電力計WH2が計砧する）にt’　t　24　if＄ilkj　l　P、盛b更オ♪よUご7｝曜目｝，fl，1　Nx”y↓　J，’，1（Q）一セ　・ノ　ト杓文｝こ一ヒッ］・したピ’ンおよび爪により応動する制御開閉器LSI，LS，，はと4、に開路しているので電磁接触器MCは付勢さtlていない、したがつて電磁接触器の接触1’・Pai，Pa：，Ca‥Ca2はとも｝こ閉『｛‘しているので積算電力計WH，・（ノ、｛｛則で昼間すなわt，常時IH）の1じ圧線輪　Pi「，　P．i「は励磁され，電流線輪CI’，　Cノには負荷電流が流れて常時奄乃量が、ll量さttる．このとき避尖頭時積算電力計WH，（｛i側で深夜」月1び休祭n用加）電圧線輪P，，P，，は励磁さ」1ていないのて�_汁｝己されることなくかつ屯流線輪CI，　C．，は接触it　Cal，　Ca：に」：り短絡されているので竃流線輸側に流れる電流は・j・で竃流ケ1）ヨ’ングの現象はll加トさin乙　（b）　避尖頭時庵力量の，ii’埴　制御開閉器LS，，　LS2の何れか　一与あるいは両者がかく目盛板の整定時刻で閉路されると，電磁接触器MCtt　f・1’勢され接触］’・Pal，　Pa：，　Ca｜，　Ca：は開路し，　Pbl，Pb，，，　Cb，，　Cl），　（よ閉路する．　LたがつてWI七の電聯泉4表　避尖頭時電力契約ttJ含むt」fムへfッ∫　　　討・器の組合・［⊥　　TS　31型フ　f　！、　石　f　ッ　チ積　算　電　力　計最大需∫｝］電力表示付積算電力計∧　用　電　力　計硫算無効電力計力率を加味Lたぷ　川　電　力　計記録型需用電力言卜電　路　接　続　図A12（）o｛｝0u組合＋t一使用区分と所要｛固数B　　C　　I）1　　1｛1　　　22　　　0（）　　2（▲　　（）0　　0｛｝　　o12｛［220o・・図A2當2晋1・・図A5〔ト5りりkWl詰い（E　　F］　　11）　　22　　　（｝o　　（）2　　20　　02　　2　　　　　　　　　　　　　　　50り‘5（めkW以．上50〈）k、V以トで　　　　　　　　［’常時と遮kw未満で常時で常時と避常時，避尖頭時概略契約条件尖頭時契約ち避尖頭時顧尖顕時契約nよぴ特殊電り’　　　・　　　　」）e：・［“　Y・］の場給　　　の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製約の場合　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ」ξi加味・）　〔り略≡加叫こ）d5い29常喜日寺同用副　　左WR2　cr　BBWRztL．＿．TS　一　31型勾イムヌイ，ソチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　，．＿．一＿人＿．「坦プ〃o〃吻　　　ノ一1’一の接続ほ積算電のば’あいを示苛’A一一圧土7，言避殿墨頭纂時日用電R匿LS　　リ　　ノ　∫　（・ピン　用）E　　ア　／R備考WH，，　WH2三相交流　積．算電プ1言†DMWHb　DMWH，，，　三相交流需用電力　計付積算電ノ」計PT　計器用変圧器CT　　〃　変流器Mc　電磁接触器（積　算電力計切換用｝M　同期電動機ロ　ンマイ・巻込用）T　　電圧切換用端子　板LSi制御開閉器（24　時間目盛板用）LS，・制御開閉器（7曜　目盛板用｝　　　　　　〃fソ　　　　　　f巻込直列抵抗器20図（A｝ρT，cτ付の場合6τ何の場合TS　31型ンfムクイッチ電路接続図　使用fllil　↓その1）　言1’器1積算電力計ひるいは需用Fig．20．（Al　Connection　di：tgraln‘ハf　type　TS　311hme　switch　Clrcuit．輪Pl’，　PiS「は消磁され，　WH1の電圧線輪P，，　P，sが励磁されかつWH1の竃流線輪C1，　C：sの短絡は解かれWH，の電流線輪C／，　C：▲「は接触rCb，，　Cb，，により短絡されるので常時電力最の計量（WH，・）は停止し避尖頭時の電力量がWH1に計量される．　以上の計量操作は必ず何れかソァの積算電力計に限定さ2’tるもので，制御開閉器LS，，　LS，，，電磁接触器MC’r♪よび積算屯力計WH1，　WH2の動作関係を纏めると5表に示すと」刈である一5表　TS　31型クTム’・，イッチの制御開閉器　　　電磁接触器，積算電力計動作関係制御1増閉器LS，閉閉開閉30（152）LS2開閉閉開唱宝磁接・角虫器　MC消　　勢付　　勢付　　勢付　　勢　積　算　電　力　計　WH，　　‘　　WHl（常時月D　�j避尖頭時用）計　　措fi「t量．（2）　PT，　CTの定格負担　本器の使用については竃痴料金の契約条t’1二によつて4表に示すような種々の組合せがあるが，PTおよびCTの一：次負担と，適合するPT，　CTの定格：次負担について簡単に検討してみる．　（a）PT．　PTの負担となるメ」のはイミ器の電磁接触器，回期電動機およびかく計器の促圧素jtである．これらの負担の状況についてはかく計器の電圧素子は連紛芒負担となるが，這磁接触器は避尖頭時のみ，同期電動機は　・定周期で・定時間のみの負担となり，最人負担時はこれらがそれぞれ相加わつたときでこれがPTの定格負担を決定する要素となる．今二，　三の場合について検討して見よう．　PTの最低負担の場rヤは4表A（電路接続図20図Aで計器に積算電力計のみ州いた）に示し，この二次回路を20図Bに示す．これよりPT，，　PT，の電流1、およびれは　　　1・＝1．”H−　1・〃。　　　　　一…　　　　　　　（1）　　　1z＝1ψ、十1・”箇　　　　　　　・　　　　　　…　　　　　　　（2）　こ・i，　tJ、り．三着く電機・、T‘ll．27　Nく）．4　・1953　　　　　　左　　　常隔用膿同用）「一一一’一一寸「一一’一コ　　励　　　　　ww2LY　一一3ノ型91ムフイ・�d・手　　．…L．蓬尖頭特田（硬信吸休曇日田）一’U／”1DMIr’　　、’5H血一m、備考DMI，　DM2　三相交流需用電力計↓ノ．・．ピ　メーク）WHI，　WH2　三相交流績算電力計PT　計器用蓼圧器CT　　ク　変流器E　　ノ’一く雷s　5’日cア＾PT，σ付の場言21図（A）　TS　31型yイz、たf　　　　　ツチ電路接続図　　　　　　使用例（その2）　計器：積算電力計と需用電力計Fig．21．（A）　Connection　dia．　　　　gram　of　type　T531　　　　　time　switch　circuit．cア何の場言　　PT1の負担は　　　」ぼ］ノ1・　　　　　　　　　・（3）　　PT，の負姐は　　E．1，1，・　　　　　　　（4）より簡単に求めることができる．どうようにして4表Cの場「「は：次回路21図B．］：　1）　　11’＝1v−f∫一Jttl−｝一ノ「c1　　・　　　　・t’　　・　　・　・・　…　　（5）」L，「＝∫、u‘’十lmg−1−lra　　　　　・　　…　　　　　一…　　　　　　　　　　　（、6、）　　PT】の負担は　El　，，　ii　　・…　　　…（7）　　　PT，，の負担は　E3ノノ　　　　　　　・（8）　次にPTの最大負担の場合と考えられる4表D，　E，FのうちDについて求めると，　：次回路22図BJ：り　　　lrtt＝ノ’．’，十lmi一トlt，＋ム1　’・・・……・…・一・．（9）　　　万〃＝ゾ1κ＋了“，，＋£，＋云2　・・…一一・・（10）　　　Iyr　lの負担は　El，ll’r・・・・・・・・・…　（11）　　　IMr，の負担は　　E3　L，　−L2rf　　　　　　　　・（12）使　用　表4のA411〕B4しりC4のD例図20A．B．20A．B．参照21A．B．22A．B．PTPTlPムI　，rl　”1i”lkPT1ノ”1：2PT1IVI72ノ’ハ｛’ri　12PT　区　分電　圧　V　110tt「ttf「f「1fttr」flt6表　PTの最大負担と適合」・る定格t次負担周波数〜506（1506050605（）60506050605060506050605060？イムスfツチTs　31＊○＊＊∩＊∩＊＊仁・，＊（’1＊＊∩¶c．＊＊（ハi＊c1＊＊○注：＊印は電動機の負担、料印は電磁接触器の負担Ts型txイムスfッチ・高見　　PTの負担状態積　、算‘需川電力計付需電力計積算電力計1電力計1電力計WHOc）○○用積算無効最大二次DMWH　　DMr’1∩仁‘○○∩○S｛n∩∩〈’／0　　⊥PTの負担VA　8　　6　12　10　12　　9　15　12　12　10　16　13　15　12　19　16　12　10　20　17PTの最火位相　角　60°　70°　706　60°　60°　55り　65°　60°　55°　65°　65°　60°　60°　55｛）　55°　50u　60り　55°　70°　60°　適合する：PTの定格に次負担　　VAl　　　1515〜2｛｝20〜502f）〜505｛1（153）31備考WH1，WH2湘交流積算電ノ」，デトDM1．　DM2　　tt　　需用電力言1・SMb　SMコ　　tt積算無効電力計P1、　　　　　　　　　，言十kl“｝IS変rF．−Z：きCT　　　　　　　〃　　変流器22図（A｝Ts31K！！　’Jf．’、川　　　　　ツチ電路接続図　　　　　使川例（その3｝　　汁器：織算電力計，需川電力　　　　計およひ積算無効電力計Fig．22．（A｝C・nnection　Dia−　　　　gram　　r）f　type　TS　31　　　　1ilne　s、witch　circllit。o，・i，7　　　左常時廣1司臼1「t−“b　　切’2］［St121「三三コ　’1　〈lx．くt　、w・｝牌酬「　、　　　　　ノ　♪1、f．　Ta二｝贈II端子・、lti　　　　遇※≡蚕時↓夜信1および休禁日用）「一］「　］「’一『一　5”ノ　　　　レ〃ノ　　　　Dtl．1tIS−，lllv）’／レピ・　　　20図cB｝PT　’次回路Fig．20．（B｝　Sec∩rld《try　cll’cuit　nf　PT，T，R二，31　　　　　　w目　　　　　　　　fiMi6Vtl｝／・’ド　1ん1・m3　　　21図（B）PT　’次IIII路F）9．21．｛B）　Secondarxr　circuit⊂pf　PT．τs−3．1　　　∀H　　　　DM1∫t・VtLi5xn22図cB）　　　　Fl9．22．dめ　　　PT1，　P7　：s　　　CT　　　TS．31　　　WH　　　DM　　　Sili　　　l，，kr．　ll’1　　　1M　　　IMC32〈154）ISl　　　PT　　こ次回路SeCOn（輻｛rv　circuiユ‘）f　PT．　　　　。『｝器川変圧器　　　　評器川変流器ソlt．・、｛戸　　　　積算電力，汀・　　　　熱型需用電戊」，d　　　　積算：無効電力計∫’1�_　・ノ」　　’，？タご哉1枇　　　　同期電動機電；」　　　　電磁接触器の励磁電流CT／ll？　　Xt3　　　　ごトいンピーヲン寿Z／　　　20図〔C）CT三次回路Flg．20．｛C）　Sec（，ndary　circuit　of　CT．nCJ　Xas　rtJ言威インピーダンス＝Z2　　　21図（C）CT　：次回路Fig・2］．IC）　Sec《川dary　circuit⊂）f　CT．ec3●Xc3　rt3　Xs3　nSJ　　　　　　　　訓インピーダンス・z3　　　　　　　22図（O　CT・：次回路　　　　Fig・22．（C）　Secondary　circuit（，f　CT．lmi−i”’i　　　WH電圧来子の励磁電流1’膓、ノtL，　　　DM電圧素子の励磁電流ムt．∫・LT　　　　　Sin　電「Eヲ｝ミ子垣力囹《電Mtt”ic，　　　　　　　CT　　“次回路配線v」抵抗’ソ1、t’・　n　　　WH電流素子の抵抗（万、，非計景但9）’”い砺　　　　DM電流素子の抵抗（’・’，∫非表示側）tlN・1，’ls’n　　　Sill電流素子の抵抗↓t’N3非計靖佃ID・x’・　1，・Yt　’n　　WH電流来子の・戊7’ク／／ンパ品、非計細1いX・1・Xs’n　　Sin電流素子のリアク’Kンーグ｛品　非表示側i　　　　　　　　　　　　　三菱竃機・VoL　Z7　Nt）．・い1953使　用　例C’1’図　二�k流瑚竺数‘配　　　　204のA　　　　AC　　　　204のB　AC　　　　参照　　　　214のC　　　　AC　　　　224．�d）P　　　　AC55555506（戊506｛）506050605｛160で、7表　CTの最大負担と適合〕る定格＝次負担　　　　（）Tの　負　担　状　態　　　タ　イ　2・ス‘　手青線二fツチ　　　　　　　　　　　ーTS　31／．　，　　　　　　　　　　　　　　　　　CTの電・繋當淵；舗�轄ﾅ9JIE次c‘c’、注．1．配線は2．U　n）iii軟銅線10　m使川する享，のとす．　　2．　タfムぽノチの負担は電磁接触器の接触抵抗とその配線の抵抗なとてある．より求めることができる．　，汁器のIW−｝三素S’・の119流はメ・−fJによ一）て異るカS最人と思われるオ，ので（1）〜（12）式を，1卜算（省’略）すると6表に・J｛す値となり，1たがつてPTの定格：次負担は多少の余裕を見て同表に’Jkすf直のものをflSいるのが好まLいt　（b）　CT．　CTの1次負担は：次側に接続されるイン1：一タンスによつて決るもので，1く例の場合では電磁接触器接触一」”の接触抵抗，計器の竃流素J：のインピーダンスおよび配線の抵抗などの合成fンピーダンスより求めることができる．今4表A，C」♪よび1）について求めてみる．　CTの：次lnl路20図C，21図C」♪よひ22図Cよりそれぞdl合成インピーダンスを求めこれをZ、，　Z：，」♪よひZ，sとすilぱ　4表Aの場17のCTの1次負1’t1は　1：1，　・（13）　4表Cの場1このCTの1次負f｝1は　12ZPt・…（14）　4表Dの場合のCTの：次負｝11は　17　Z3　一・（15）として求めることができる．計器の電流素子インピーダンスはメーカにより異るが最大と思われるものを川い配線に2mm軟銅線を10m接続するものとして（13）〜（14）式を計算（省略）すると6表に示す値となり各項とも相当の余裕をみて定格：次負担15VAのCTで充分である．　’ノきに6表に示す計器とPT，　CTの組合せでタ・f　A7．f・ノチの屯磁接触器や同期lti’動機が問｝歌的に励磁され　　　　　　　　　　　’（‘334．54．04．o3．54．54．05．04．5CTの最ノく位相　用20’）20025°25v30’，：3ud，25”25’・’）20020°適合一1．るCTの定格t次負担VA1515151515るためPT，　CTの負担が変動する場r�e計器の誤差の変動が問題となるが，これは同表に示す定格：次負担を札つPT，　CTを用うれぱきわめて僅かな値であるから問題とするに足らない．6．あ　と　が　き　TS　1咽およひTS．31刑タイムスfツーfはともに電ぷ巻天府式時計機牛黄を基体として設計された高精度’1イムスイッチで上述のように幾多の特長と効用を持ち，前者がド｜動制御による電力の合理的使川および人件費の節約に寄与するに対して後者は新電JJ料金制用計i則装置の・種として不可欠な存在にある．　今後竃源開発が進むにつれ電力の利用も漸増し，こ］iら’1イムスイッチの真価を発揮し得る途のますます広く開拓されることを期待し，これらに対するご批判，ご指導を賜りたく切望して筆をおく．　終りにこの機種の完成に当つてS，E　1，・ご協JJドされた諸氏に，とくにTS−−31型については中部電ノ」株式会社本社配電課ならびに試験所の方々よりご懇切なるご指導，ご鞭縫に預りここに紙上より深甚の謝意を表する次第である．支献　｛1）　1」∫木　保　　時計　IL　318　（H，’｛23、TS　雪望タ　fムスf　ノプ　・1：’：」見（155）33ト口リ　都巾交通のII−・一ヒ／x　［fl」Lのために当社の％日の経験を活かして製作し，京都llf交通局に納ぺ［たトロ1レー’・くの屯気品について紹介いたLE　−i’．　定員50人で満載弔：吊：9トン起重り加速度2．5、1km．hs表定速度15kmhてあります．　トlr　V…’・タの特色は騒肖が川ないこと，　・般のハく仁り輸送能りが人C　k，ること，　眉i、没1：’封（7）fiY’1巨ノitこと，　で各1／1自iよりハロー1されこおります．ll電動機は75kW直流直巻電動機1子rこ，制醜装置は自動加速1！ll接制御方式で117sノツノで円滑な起動をし，制御電源は24Vの電動発屯機に；：リます．標準としては電気制動，弱め界磁制御のものが容積を増加せず僅かな変更でできます．器具はいずれも速度増加電力消費軽減のため小型軽吊1ヒに意を用い，かつ充分に｜耐震杜を考慮しております．1．回転機　a．　1三電動機　：t’一ケは鋼板i容接の∫し形⊂6｛，oV，75kW，1700　rPm，　rfi．：tll．670　kgて軽｛辻て故障｛ノ）絶無を期したものであります．　b．電動発電機　24VとLて設計L　600、：｛50Vの線電日変動に対して全負荷で18Vをドリ恒⊥‘ん，　Lたかつて制御回路動作の確実と照明の明lll�g）ない二とを計つ・ご」了り　ま寸一．　容｝吐｛／　1k、V，　230｛〕1’1）M　ヤC−r戸：量｛よ　220　kgであります．　c．電動空気圧縮機　小型，［’保’．鼎『」単な直結駆動式こ容吊は19．　0　1，’minて屯量は100　kgであります．2，制御装置　a．−1三幹制御器　足il吉式で前後進川ハントノしと加速川・μ’・しがあり，内部はド’ノムを納め相η1に機械的連鍵してあります、一・グ・しを踏めば起動屯tfiiを泥に保ちながら自動的に川滑な起動をLます．なお運転台につけた切替開閉器で加速度を3段に変化することが二LS，運転の融通性があります．MB　1004　A型卜1，リ…ハ�a用kll．，：動機定格（］時間）最大，；1’容回転数75kW6ぴ）vl、12A17｛｝（しrplll34りOVPIII　b．　i三制御器板，カム接触器板　共にIJI形銅を組合せた枠のヒに点検保守レこ便利なように各器具を取付けたものて，中：の後部に並べて取f・1’けらtpます．　llな器｝［は回路を切替える遮断容吊のノミきい電磁接触器と，ス・’‘ッフ・り刻みをつかさとるトノム形lli日序1用ぱ1器と，　1三回路抵抗を短絡ナる小型なηム接触器lhと，その1山渚の回転をする24V，1．8H予の操作電動機と，そdlより川昆接f：を通Lて2段減速て動力を伝達する歯中：装置とがありまS．そぴ）他に電流を一定にする限流継電器，川路の負荷を保護する過負荷継電器かあります．とくにカム接触器は　1，TC・tsZ入、‘］耐者与ハネと　Lて｛吏し・，　［封d弓よニツノノ　’t　ケ　け　ム銅と燐fl　i：銅叙｝物を組rr吐．て耐摩‡［性をもたせ，回転部の軸’受は寸イ・しレペ’＼アリンクをiljい給油のf’数を「皮しません．　c．　i三抵抗器　リホ戸『｜！で耐震性あり，冷却効果が人なるためグリ・ソ／｝｜i’1．！（／）3分の1・・）i9三：1辻であります．3，集電装置　トけll　’一小’つし式でべ一ぐは’1＜’ド川転L中の偏椅に応じトー・ノ1は軽箭拍1靱な引板銅管で，・・ットは摺動式（ハーノがLド／r｛右にドMkに回転を，i”1：し中．の｛扁イ奇に応じ，　＜ノfゾーは焼結合金で走1｜二粁の柏加を計つてあります．XC　6ユ21A　リム接触器板MU　61L’IB　l制御器目ビ34（156）業務連絡のスピード化に三菱FM式超短波無線電話機30Mc帯・60　Mc帯・150　Mc帯・固定・移動各種　周波数変調方式（FM）無線電話機は，従来の増巾変調方式（AM）に較べ，高性能で，雑音に妨害されることがなく，しかも価格も低廉であるため，国警，市警，消防，検察庁，新聞肚等に早くから使用されてきましたが，最近業務連絡のスピード化に本機の設置は不可欠のものであることが各方面で認められ，官公庁，電力，ガス，水道，鉄道，鉱山，運輸，港湾，銀行，証券等の会社または組合，工場，作業場等に多数使用され出してまいりました．　当社は，周波数変調方式（FM）の特許権所有者である米国ウエスチングハウス社との技術提携により，日本国内における本特許の実施権を獲得すると共tCt技術的にもきわめて優秀で，現在我国製造業者中一番多くの納入実績を有しております．FM無線電話機納入実績国家地方警察本部札幌市警察局川口市警察局大阪市消防局愛知県農業協同組合札幌地方検察庁中部電力株式会社秩父セメント株式会社野村証券株式会社名古屋市警察局尼崎市警察局茨木市警察局大阪市水道局愛知県庁岩見沢地方検察庁申国電力株式会社大和証券株式会社其他京都市警察局門司市警察局布施市警察局大阪鉄道局名古屋地方検察庁釧路地方検察庁千代田銀行日興証券株式会社昭和28年5月1日印刷「禁無断転載」スピ＾カー’、ン〆セツF　　昭和28年5月10日発行定価1部金60円　　　　　　「三菱電機」編集委員会委員長　岸本久雄委　員　浅井徳次郎　荒井　潔　安藤三二　石橋英樹　　　市吉惟浩　伊東帖義　岡屋精二　梶谷万亀次　　　川田勝利　小林治一郎　進藤貞和　渋谷pa　一　　　田宮利彦松田新市毎熊秀雄前田幸夫　　　松尾米太郎松岡　治宗村　平　森　　範　　　薄井廉介幹　事　吾郷侃二　成富公一　　　　　似上50音順）編集兼発行人印　刷印　刷発　行　東京都v代田区丸の内2丁目3番地　吾　　郷　　侃　　二所東京都新宿区市谷加賀町げ目大日本印刷株式会社者東京都新宿匿市谷加賀町1’r目　村　　尾　　一　　雄所三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部　　　　　　　　　　　　　　鋼匡　言舌　手1｜田　倉　　（20｝　1　6　3　1　　　　　日本出版協会会員番号　213013一・・’10，000台の生産実績をもつ家庭用3年間の無償保証付一一効率のよいMR200D型7立方限品です．素晴らしい特長！L美し、、スタイル！．！へ＼＿ノ2．最高の品質！発売以来圧倒的な好評を博したMR150B型5．5立方唄品です．’
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